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今週のキーワード

AI材料開発
開発期間短縮と新機能創出

65
件

総記事数

13
カ国

対象国

10
倍

AI開発加速

99
%

自己修復性

今週の全65記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 AI材料開発PF拡張 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

Deep Intelligent PharmaがAI材料科学プラットフォ
ームを拡張し、バッテリーや半導体などの新素材開発
期間を大幅短縮。

#02 X線データ解析AI 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

アルゴンヌ国立研究所がX線データ解析AIツール「DO
NUT」を開発、材料科学研究をリアルタイムで10倍加
速。

#03 AI自律型ラボ設立 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
テネシー大学がNSF助成金2000万ドルを獲得し、AI
自律型材料発見研究拠点ATHENAを設立。

#04 自己修復ポリマー 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
日本研究者が室温で切断後も95%の靭性を回復する透
明な自己修復性ポリマーを開発。

#05 日加AI材料シンポ 解説記事
●●●○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
カナダ・日本の共同シンポジウムが計算材料科学とAI
による新素材開発を推進。

#06 多機能エアロゲル 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○
ドーパミン修飾セルロースナノファイバーエアロゲル
複合材が難燃性・蓄熱・吸音で多機能性能を発揮。

#07 柔軟熱電発電機 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
ペンシルベニア州立大学が柔軟な熱電発電機を開発、
排熱を電力に変換し燃料効率を最大10%向上。

#08 EVバッテリー熱管理 解説記事
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
EVバッテリーの熱管理を強化する相変化材料と液体冷
却システムが安全性と効率向上に貢献。

#09 レアアースフリー磁石 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
Niron Magneticsが米政府から1.5億ドル融資を受け、
レアアースフリー磁石工場を建設。

#10 立方体メタレンズ 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
中国科学技術大学が広範囲でシャープな画像を生成す
るコンパクトな「立方体メタレンズ」を開発。

#11 高エントロピー合金 市場概観
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
MMTAがハイエントロピー合金の紹介レポートを発表
、航空宇宙・極低温用途で高性能化。

#12 環境自己修復ポリマー 解説記事
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
スマートポリマーと天然ゴムが自己修復システムで環
境に優しい材料の未来を示す。

#13 高屈折率メタマテ 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○
高屈折率銀ナノ粒子メタマテリアルが基礎限界の72%
に到達、光学デバイス小型化に貢献。

#14 冷却防食コーティング 新製品
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
i2Cool社がパッシブ冷却とC5防食を両立するシラン系
二機能性コーティング材を発表。

#15
油流出修復ハイドロゲ
ル

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
コンピューター設計と実験検証で、油流出修復に持続
可能な多糖類ハイドロゲルを開発。

#16 PCMナノ複合シート 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
ハイブリッド充填材を用いたフレキシブルPCMナノ複
合シートがプロセッサのパッシブ冷却に有望。
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#17 HEA電極触媒 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
高エントロピー合金ナノ材料が電極触媒多電子移動反
応を促進、クリーンエネルギー変換を革新。

#18 バイオ由来ビトリマー 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
リグニンと大豆油から完全バイオ由来のビトリマーが
誕生、自己修復・リサイクル・光熱変換を統合。

#19 WPU難燃抗菌材 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
銅ナノクラスターが水系ポリウレタンの難燃性と抗菌
性を同時に向上、衛生・安全環境へ応用。

#20 鉛フリーKNNセラミ 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
鉛フリーKNN系セラミックスが欠陥・ドメインエンジ
ニアリングで大電歪1068 pm/Vを達成。

#21 ハイブリッドクーラー 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
放射冷却と相変化冷却を統合した高効率ハイブリッド
クーラーが電子機器の熱管理を革新。

#22 TEG発電量向上 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
熱電発電機が銅フォーム/パラフィンワックス複合ヒ
ートシンクとの相乗熱管理で発電量向上。

#23 柔軟OTEG 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
単層カーボンナノチューブクレイを用いた柔軟な有機
熱電発電機がウェアラブル機器へ応用拡大。

#24 固体電池Li|LLZO界面 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
エントロピー駆動型マルチドーパントが固体電池のLi|
LLZO界面を強化し、高性能化へ。

#25
レアアースフリーモー
タ

企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
英国YASAが政府資金を獲得し、レアアースフリー軸
方向磁束モーター開発に着手。

#26 ロジウムナノ結晶 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●○○○

○
ロジウムカルコゲナイドナノ結晶が多形性と次元性を
実現、電子的特性と相選択的合成の基礎確立。

#27 次世代PCM研究 学術論文
●●●○

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
RMIT大学が次世代相変化材料の博士課程研究を発表
、エネルギー効率とバッテリー技術を革新。

#28 脱焦点耐性メタレンズ 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
IEEEが「脱焦点耐性」立方体メタレンズを発表、薄型
光学系でカメラの常時シャープ化を実現。

#29 柔軟ナノ発電機 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
Sr修飾BaTiO3複合ナノ発電機が柔軟性と自己給電能
力でHMIを強化。

#30
指向性オーディオMiPA
L

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○

コンパクト超音波トランスデューサー統合メタマテリ
アル「MiPAL」が超広帯域指向性オーディオ生成を実
現。

#31 量子プラズモニクス 解説記事
●●●○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
SDU研究者がメタマテリアル国際会議で量子プラズモ
ニクス発表、グラフェンプラズモン応用に貢献。

#32 印レアアース磁石 企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
L&T;社がインドでのレアアース磁石生産を計画、政府
インセンティブ活用で国内サプライチェーン構築へ。

#33 HEAコーティング 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

超高速レーザークラッド法で製造したAlCoCrFeNi高
エントロピー合金コーティング、走査出力が耐食性を
制御。

#34
アクティブメタサーフ
ェス

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○

Sb2S3相転移でBIC共振シフト、チューナブル増幅フ
ォトルミネッセンスと単一光子放出を実現するアクテ
ィブメタサーフェス。

#35
ドローン用レーザー受
電

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
中国の研究者がレーザー光を電力に変換する軽量レシ
ーバー開発、ドローンの飛行時間を大幅延長へ。

#36 ツィントル相熱電材料 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○
K添加CaCd2Sb2ツィントル相がキャリア濃度とアニ
オン性骨格調整で高い熱電性能を実現。

#37 AI自律ラボ半導体 解説記事
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
AIと自律型ラボが半導体材料開発を加速、チップ製造
の物理的限界を打破。

#38 AI半導体材料発見 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
Discovered Materials社がAIエージェントによる半導
体材料発見加速へ900万ドル資金調達。

#39 AI Materials Foundry 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
CuspAIがAI Materials Foundryで数兆の分子を数ヶ
月でスクリーニングし、革新的材料を迅速開発。

#40 耐薬品性コーティング 新製品
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
Sherwin-Williamsが化学物質二次封じ込め向けに高
耐久性耐薬品性コーティングシステムを発表。
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#41 AIロボットX線解析 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
アルゴンヌ国立研究所がAIとロボット工学でX線デー
タ解析をリアルタイム化し材料発見を加速。

#42 国防総省レアアース 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
米国防総省がNiron Magneticsに1.5億ドル融資、希土
類フリー磁石の国内生産加速へ。

#43 ハイドロゲル製造 企業戦略
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
Green Evolution Technologiesが特許取得済ハイドロ
ゲル製造で設備効率7.5倍達成し商用展開。

#44
二重機能メタサーフェ
ス

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

POSTECHが白色光トリプルカラー印刷と高効率ホロ
グラフィーを両立する全誘電体単層メタサーフェスを
開発。

#45 自己修復食品包装 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
九州大学が99%引張強度回復の自己修復性MOFハイ
ドロゲルフィルムを開発、豚肉鮮度を12時間延長。

#46 Applied Materials好調 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
Applied MaterialsがAI需要に牽引され、2026年第3
四半期に過去最高の売上高91.2億ドルを達成。

#47 OPV効率予測 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
有機薄膜太陽電池の年間電力変換効率を予測する温度
駆動型逐次モデリングフレームワークが開発。

#48
2D磁性体フレームワー
ク

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●○○○

○
ひずみ依存ハイゼンベルグモデルに基づく二次元磁性
体の磁気弾性結合第一原理フレームワークが確立。

#49 ポリマーガラス時効 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
ポリマーガラスの応力下過時効で降伏応力増大とセグ
メントダイナミクス加速の現象を発見。

#50
エンタングルメント効
果

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●○○○

○
統計力学の新概念「エンタングルメント・メンペ効果
」が量子系の熱力学的挙動に新たな洞察を提供。

#51 超伝導磁束雪崩 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○

バルクNbTi超伝導体の遷移磁束雪崩レジーム開始が熱
境界コンダクタンスによって精密に制御される現象を
発見。

#52 アクティブマター 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●○○○

○
●●●●

●
●○○○

○
スカラーアクティブマターのパターン形成における弱
い非保存的ダイナミクスの影響を解明。

#53 卵黄タンパク質レオ 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
卵黄タンパク質の集合とレオロジーを脂質が非単調に
制御するメカニズムを水-大豆油界面で解明。

#54 CuspAI連携 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
CuspAIがMeta/Nvidia含む45組織と連携しAI
Materials Foundryで機能性材料を迅速発見。

#55 MRI軟体ロボット 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
ペンシルベニア大学がMRI対応軟体ロボティクスマイ
クロバルーンで脳卒中初期段階をマウスで観察。

#56
室温量子メタクリスタ
ル

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
室温で量子状態を分離・輸送可能な初の金メタクリス
タルを開発、量子技術の極低温不要化へ。

#57 ナノコロイドガラス 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●○○○

○
●●●●

●
●○○○

○
延性ナノコロイドガラスの流れ停止後の空間不均一な
緩和ダイナミクスと回復可能なひずみ進化を解明。

#58
金属マイクロキャビテ
ィ

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●○○○

○
金属マイクロキャビティにおいて凝集工学により損失
耐性のある強力結合が実現。

#59 ABP場の方程式 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●○○○

○
●●●●

●
●○○○

○
アクティブブラウン粒子の場の方程式の微視的導出が
、自己組織化と輸送現象のモデリングに貢献。

#60 自己修復コーティング 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
コンコルディア大学が航空機エンジンタービンの耐久
性と効率を向上させる自己修復コーティングを開発。

#61
自己修復樹脂コーティ
ング

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○

動的ジスルフィド結合自己修復樹脂コーティングが石
英砂表面改質に開発、未固結砂岩貯留層の耐久性向上
へ。

#62
ベクトル光場メタサー
フェス

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
表面波駆動型メタサーフェスがカスタムベクトル光場
を生成、高度な光学デバイスの小型化に貢献。

#63 電荷密度波共存 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
MIT物理学者が三テルル化エルビウムで2つの電荷密
度波が共存する電子相をリアルタイム観察。

#64 銅融解挙動観察 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
SLAC研究者が電子カメラで銅の極限温度下融解挙動
をリアルタイム観察、核融合耐性材料開発へ貢献。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#65 MIT材料研究拠点 企業戦略
●●○○

○
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
MITがNSF材料科学工学研究センターのリーダーに選
定、6年間で1800万ドルを獲得。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ AI材料開発競争、日本のR&D;体制は対応可能か？
米国ではDeep Intelligent Pharma、Discovered Materials、CuspAIなどがAIと自律型ラボに大規模投資し、半導体材料
開発を数ヶ月単位で加速。日本の材料メーカーや半導体メーカーは、このスピード感に対応できるR&D;体制を構築できて
いるか、緊急の評価が必要です。

❷ 自己修復材料は自社の設計前提を変えるか？
日本発の室温自己修復ポリマー（靭性95%回復）やMOFハイドロゲルフィルム（食品鮮度12時間延長）など、実用化に
近い自己修復材料の成果が相次いでいます。これらの「壊れない材料」は、製品の寿命延長やメンテナンスフリー化を実
現し、自社の製品設計やビジネスモデルを根本から変革する可能性を秘めています。具体的な応用戦略を検討すべきです
。

❸ レアアースフリー化、日本のサプライチェーン戦略は？
米国防総省がNiron Magneticsに1.5億ドルを融資しレアアースフリー磁石工場建設を支援、英国YASAも開発を推進。イ
ンドも国内生産を強化。EVやモーター産業にとって不可欠なレアアースの地政学的リスクが高まる中、日本のサプライチ
ェーンはレアアース依存からの脱却戦略を加速できているか、再評価が急務です。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

AI材料自己修復

レアF磁石EV熱管理

鉛F圧電 室温量子

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● AI材料 注意 AIで材料開発加速 開発競争激化、遅れ

● 自己修復 機会大 製品寿命延長、新機能 —

● レアF磁石 注意 SCM安定化、コスト減 既存事業の陳腐化

● EV熱管理 機会大 EV性能向上、排熱活用 —

● 鉛F圧電 機会大 環境規制対応、高性能 —

● 室温量子 注意 量子技術の普及加速 技術キャッチアップ困難
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深掘り ① ― 自己修復性MOFハイドロゲルフィルム
#45 | 2026/08/10 | packaginginsights | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

九州大学の研究チームが、食品の鮮度を色で示す自己修復性ハイドロゲルフィルムを開発しました。紫サツマイモ由来
のアントシアニンを金属有機骨格（MOF）内に組み込むことで、切断後99%の引張強度回復という驚異的な自己修復能
力を発揮します。このフィルムは、食品の腐敗に伴うアミン類と反応して色変化し、視覚的に鮮度を判断できます。

実証実験では、このフィルムを使用することで豚肉の賞味期限を約12時間延長できることが示されました。これは、微
生物の増殖抑制とフィルムのバリア機能維持によるものです。食品廃棄物削減、消費者安全向上、そして包装材料の消
費削減に貢献する、スマートパッケージング分野の画期的な進歩です。

▶ シニアテクニカルアナリスト

この日本発の技術は、食品包装におけるゲームチェンジャーとなる可能性を秘めています。99%の引張
強度回復という数値は非常に高く、実用化に向けた耐久性や信頼性の検証が重要です。天然色素の使用
は環境配慮の点で評価できますが、MOFの生体安全性や大規模生産コストが課題となるでしょう。 【機
会】日本の食品メーカーは、この技術を導入することで食品ロス削減とブランド価値向上を実現できま
す。包装材料メーカーは、高付加価値フィルム製品として新たな市場を開拓できるでしょう。 【脅威】
競合他社が同様の技術を開発した場合、市場での優位性を失う可能性があります。また、食品安全規制
への適合や、消費者の受容性も考慮する必要があります。 【次のアクション】食品包装メーカーは九州
大学との共同研究を検討し、自社製品への適用可能性を評価すべきです。R&D;部門は、MOFの安全性
とコスト効率の高い合成法を深掘り調査してください。

深掘り ② ― レアアースフリー磁石の国内生産加速
#09 | 2026/08/10 | Niron Magnetics | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●○

ミネソタ州のNiron Magnetics社は、米連邦政府から最大1.5億ドルの融資確約を受け、サルトールにレアアースフリー
永久磁石の製造工場を建設します。この取り組みは、豊富な鉄と窒素を用いて従来のレアアース磁石に代わる持続可能
でコスト効率の高い代替品を量産することを目的としています。

この技術は、半導体やEVといった先端技術におけるレアアース材料への依存を低減し、サプライチェーンの地政学的リ
スクを軽減する重要な一歩となります。年間数千トン規模での生産を目指し、EVモーター、風力タービン、産業用ロボ
ットなどに供給される予定です。米国のレアアースサプライチェーン強靭化への強いコミットメントを示しています。

▶ シニアテクニカルアナリスト

レアアースフリー磁石の商業化は、世界の産業サプライチェーンに大きな影響を与えます。Niron Magn
eticsの窒化鉄磁石がネオジム磁石に匹敵する性能を量産レベルで実現できるかが鍵です。米政府の大規
模な支援は、この技術の実用化を強力に後押しするでしょう。特に、高温特性や長期信頼性に関するデ
ータが今後重要になります。 【機会】日本のEV・モーターメーカーは、レアアース調達リスクを低減
し、コスト安定化の機会を得られます。代替材料への切り替えで、新たな市場競争力を獲得できる可能
性があります。 【脅威】日本の既存レアアース磁石メーカーや関連サプライヤーは、市場シェアを失う
脅威に直面します。技術開発の遅れは、グローバル競争での劣勢に繋がります。
【次のアクション】調達部門は、Niron Magneticsの技術動向と製品ロードマップを詳細に調査し、R&
D;部門は、自社でのレアアースフリー磁石技術開発、または代替材料への評価を加速すべきです。
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深掘り ③ ― AIと自律型ラボによる半導体材料開発加速
#37 | 2026/08/14 | Robotics & Automation News | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●○

AIと自律型ラボの統合が、半導体材料の発見プロセスを画期的に加速させることが期待されています。この技術革新は
、従来の線形的な手動プロセスから、多様な特性要件に対応する自動化されたクローズドループシステムへの移行を可
能にします。AIが材料候補を予測し、自律型ラボが合成・試験し、データをAIにフィードバックするサイクルを高速で
繰り返します。

チップ製造が直面する物理的限界を克服するために不可欠であり、半導体産業全体の競争力強化に貢献します。研究開
発サイクルが大幅に短縮され、市場投入までの時間が劇的に改善される見込みです。GoogleやIBMなどの大手テクノロ
ジー企業もこの分野に投資しており、材料科学のパラダイムシフトが起こりつつあります。

▶ シニアテクニカルアナリスト

AIと自律型ラボの融合は、半導体材料開発のスピードを桁違いに向上させ、ムーアの法則の限界を打破
する可能性を秘めています。特に、熱特性、電気特性、機械的安定性など多次元的な特性を持つ材料を
効率的に探索できる点は画期的です。しかし、AIモデルの精度、実験データの信頼性、そしてロボット
システムの柔軟性が実用化の鍵となります。 【機会】日本の半導体材料メーカーは、この技術を導入す
ることで、開発期間を短縮し、グローバル競争力を高めることができます。AIプラットフォーム提供企
業との連携も新たなビジネスチャンスです。 【脅威】この分野での技術開発競争は激しく、遅れを取る
と国際的な競争力を失う可能性があります。大規模な初期投資と専門人材の確保も課題となります。 【
次のアクション】半導体材料R&D;部門は、AIと自律型ラボの導入に向けた具体的な計画を策定し、経
営企画部門は、この分野への戦略的投資の必要性を評価すべきです。特に、データサイエンティストと
材料科学者の連携を強化してください。

その他の注目記事
日本の研究者が室温で完全に切断されても再結合する透明な自己修復性ポリマーを開発、95%の靭性を回復 (Facebook)
技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

日本発の透明自己修復ポリマーは、電子機器や自動車部品の耐久性を革新する可能性を秘める。実用化に向けた耐久性
評価が次のステップ。

リグニンと大豆油から完全バイオ由来のビトリマーが誕生、自己修復・リサイクル・光熱変換を統合 (ACS Publications)
技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

完全バイオ由来で自己修復、リサイクル、光熱変換を統合した多機能ビトリマー。持続可能な材料開発の新たな方向性
を示す。

Applied Materials、AI需要に牽引され2026年第3四半期に過去最高の売上高91.2億ドルを達成 (Applied Materials, Inc.)
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●

AI需要が半導体製造装置市場を強力に牽引。日本の半導体関連企業は、この市場拡大の波を捉える戦略が不可欠。

欠陥とドメインエンジニアリングを融合した鉛フリーKNN系セラミックス、d*33が1068 pm/Vを達成し低コストアクチュエータへ (ACS Publications)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

鉛フリー圧電材料の高性能化は環境規制対応とデバイス性能向上に直結。日本の電子部品メーカーは注目すべき技術。

科学者、室温で量子状態を分離・輸送可能な初の金メタクリスタルを開発：量子技術の極低温不要化へ (ScienceDaily)
技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●○

量子技術の最大の障壁である極低温冷却が不要になる可能性。量子コンピューティングや通信の普及を加速するブレー
クスルー。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】AI材料開発プラットフォームの最新動向（#01, #02, #03, #37, #38, #39,
#54）を調査し、自社R&D;戦略への影響を評価。特に半導体材料分野でのAI活用事例に注目。

• 【経営企画/調達】レアアースフリー磁石のサプライチェーン動向（#09, #25,
#32）を緊急で確認し、既存サプライヤーとの関係性、代替材料への移行計画を検討開始。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;/新製品企画】自己修復材料（#04, #18, #45, #60）の最新技術動向を深掘りし、自社製品への応用
可能性（例：耐久性向上、メンテナンスコスト削減）についてアイデアソンを実施。特に日本発の技術に注目。

• 【半導体PKG/材料調達】AI需要による半導体材料市場の拡大（#46）を背景に、主要材料の供給安定性・価格
動向を再評価し、リスクヘッジ戦略を策定。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;/経営企画】AIと自律型ラボの導入に向けたロードマップを策定。必要な人材育成、データ基盤構築、
ロボット導入の計画を具体化。

• 【R&D;】鉛フリー圧電材料（#20）や熱電発電材料（#07, #08,
#17）など、環境規制強化やエネルギー効率向上に資する機能性材料の研究開発テーマを強化。

• 【R&D;/経営企画】室温量子技術（#56,
#34）の動向を継続的にモニタリングし、将来的な量子デバイス市場への参入可能性を検討。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-16
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収録記事一覧

#01 Deep Intelligent PharmaがAIマテリアルズサイエンスプラットフォームを拡張し、新素材開発
期間を大幅短縮

#02 アルゴンヌ国立研究所がX線データ解析AIツール「DONUT」を開発し、材料科学研究をリアルタ

イムで10倍加速

#03 テネシー大学がNSFより2000万ドルの助成金獲得、AI自律型材料発見研究拠点ATHENAを設立

#04 日本の研究者が室温で完全に切断されても再結合する透明な自己修復性ポリマーを開発、95%の
靭性を回復

#05 カナダ・日本の共同シンポジウム「CEMDI-PAIMS」が計算材料科学とAIで新素材開発を推進

#06 ドーパミン修飾セルロースナノファイバーエアロゲル複合材、難燃性・蓄熱・吸音で多機能性能

を発揮

#07 ペンシルベニア州立大学が柔軟な熱電発電機を開発、排熱を電力に変換し燃料効率を最大10%向
上

#08 EVバッテリーの熱管理を強化する相変化材料と液体冷却システム、安全性と効率向上へ

#09 Niron Magnetics社が米政府から最大1.5億ドルの融資確約、サルトールにレアアースフリー磁石

製造工場建設へ

#10 中国科学技術大学が広範囲でシャープな画像を生成するコンパクトな「立方体メタレンズ」を開
発

#11 MMTAがハイエントロピー合金の紹介レポート発表、航空宇宙・極低温用途で高性能化

#12 スマートポリマーと天然ゴムが自己修復システムで環境に優しい材料の未来を指し示す

#13 高屈折率銀ナノ粒子メタマテリアルが基礎限界の72%に到達、光学デバイスの小型化に貢献

#14 i2Cool社がパッシブ冷却とC5防食を両立するシラン系二機能性コーティング材「i2Coating
CorroCool」を発表

#15 コンピューター設計と実験検証で油流出修復に持続可能な多糖類ハイドロゲルを開発

#16 ハイブリッド充填材を用いたフレキシブルPCMナノ複合シート、プロセッサの高度パッシブ冷却
に有望

#17 高エントロピー合金ナノ材料が電極触媒多電子移動反応を促進、クリーンエネルギー変換と化学
合成を革新

#18 リグニンと大豆油から完全バイオ由来のビトリマーが誕生、自己修復・リサイクル・光熱変換を
統合

#19 銅ナノクラスターが水系ポリウレタンの難燃性と抗菌性を同時に向上、衛生・安全性が求められ

る環境へ応用



#20 欠陥とドメインエンジニアリングを融合した鉛フリーKNN系セラミックス、d*33が1068 pm/V
を達成し低コストアクチュエータへ

#21 放射冷却と相変化冷却を統合した高効率ハイブリッドクーラー、電子機器の熱管理を革新

#22 熱電発電機、銅フォーム/パラフィンワックス複合ヒートシンクとの相乗熱管理で発電量向上

#23 単層カーボンナノチューブクレイを用いた柔軟な有機熱電発電機、ウェアラブル機器へ応用拡大

#24 エントロピー駆動型マルチドーパント相乗効果が固体電池のLi|LLZO界面を強化し、高性能化へ

#25 英国YASAが政府資金獲得、「Project Resilience」でレアアースフリー軸方向磁束モーター開発
へ

#26 ロジウムカルコゲナイドナノ結晶が多形性と次元性を実現、電子的特性と相選択的合成の基礎確
立

#27 RMIT大学、次世代相変化材料の博士課程研究を発表、エネルギー効率とバッテリー技術を革新

#28 IEEEが「脱焦点耐性」立方体メタレンズを発表、薄型光学系でカメラの常時シャープ化を実現

#29 Sr修飾BaTiO3複合ナノ発電機、柔軟性と自己給電能力でヒューマン・マシン・インタラクショ
ンを強化

#30 コンパクト超音波トランスデューサー統合デュアルドメインメタマテリアル「MiPAL」、超広帯
域指向性オーディオ生成を実現

#31 SDUのPOLIMA研究者がメタマテリアル国際会議で量子プラズモニクス発表、グラフェンプラズ
モン応用に貢献

#32 L&T社がインドでのレアアース磁石生産を視野に、政府インセンティブ制度活用で国内サプライ

チェーン構築へ

#33 超高速レーザークラッド法で製造したAlCoCrFeNi高エントロピー合金コーティング、走査出力が
耐食性を制御

#34 Sb2S3相転移で33.5nmのBIC共振シフト、チューナブル増幅フォトルミネッセンスと単一光子
放出を実現するアクティブメタサーフェス

#35 中国の研究者がレーザー光を電力に変換する軽量レシーバー開発、ドローンの飛行時間を大幅延
長へ

#36 K添加CaCd2Sb2ツィントル相、キャリア濃度とアニオン性骨格の調整で高い熱電性能を実現

#37 AIと自律型ラボが半導体材料開発を「線形から多次元へ」加速、チップ製造の物理的限界を打破

#38 Discovered Materials社、AIエージェントによる半導体材料発見加速へ900万ドルのシード資金
調達と新ベンチマーク発表

#39 CuspAI、AI Materials Foundryで数兆の分子を数ヶ月でスクリーニングし、革新的材料の迅速
開発を実証

#40 Sherwin-Williams、化学物質二次封じ込め向けに高耐久性耐薬品性コーティングシステム
「ControlTech」を発表



#41 アルゴンヌ国立研究所、AIとロボット工学でX線データ解析をリアルタイム化し材料発見を加速

#42 米国国防総省、Niron Magneticsに1.5億ドルの融資を条件付きコミットメント：希土類フリー磁
石の国内生産加速へ

#43 Green Evolution Technologies、特許取得済ハイドロゲル製造で設備効率7.5倍達成し
「InteliGel™」を商用展開

#44 POSTECH、白色光トリプルカラー印刷と高効率ホログラフィーを両立する全誘電体単層メタサ
ーフェスを開発

#45 九州大学、99%の引張強度回復を示す自己修復性MOFハイドロゲルフィルムで豚肉の鮮度を12

時間延長

#46 Applied Materials、AI需要に牽引され2026年第3四半期に過去最高の売上高91.2億ドルを達成

#47 有機薄膜太陽電池（OPV）の年間電力変換効率を予測する温度駆動型逐次モデリングフレームワ
ークが開発

#48 ひずみ依存ハイゼンベルグモデルに基づく二次元磁性体の磁気弾性結合第一原理フレームワーク
が確立

#49 ポリマーガラスの応力下過時効で降伏応力増大にもかかわらずセグメントダイナミクス加速の現
象を発見

#50 統計力学の新概念「エンタングルメント・メンペ効果」が量子系の熱力学的挙動に新たな洞察を
提供

#51 バルクNbTi超伝導体の遷移磁束雪崩レジーム開始が熱境界コンダクタンスによって精密に制御さ

れる現象を発見

#52 スカラーアクティブマターのパターン形成における弱い非保存的ダイナミクスの影響を解明

#53 卵黄タンパク質の集合とレオロジーを脂質が非単調に制御するメカニズムを水-大豆油界面で解明

#54 CuspAI、Meta/Nvidia含む45組織と連携しAI Materials Foundryで機能性材料を迅速発見、合
成・製造課題克服へ

#55 ペンシルベニア大学、MRI対応軟体ロボティクスマイクロバルーンで脳卒中の初期段階をマウス
で観察可能に

#56 科学者、室温で量子状態を分離・輸送可能な初の金メタクリスタルを開発：量子技術の極低温不
要化へ

#57 延性ナノコロイドガラスの流れ停止後の空間不均一な緩和ダイナミクスと回復可能なひずみ進化
を解明

#58 金属マイクロキャビティにおいて凝集工学により損失耐性のある強力結合が実現

#59 アクティブブラウン粒子の場の方程式の微視的導出が、自己組織化と輸送現象のモデリングに貢
献



#60 コンコルディア大学、航空機エンジンタービンの耐久性と効率を向上させる自己修復コーティン
グを開発

#61 ACS Langmuir論文：石英砂の表面改質に向けた動的ジスルフィド結合自己修復樹脂コーティン

グを開発

#62 表面波駆動型メタサーフェスがカスタムベクトル光場を生成：高度な光学デバイスの小型化に貢
献

#63 MIT物理学者、三テルル化エルビウムで2つの電荷密度波が共存する電子相を観察：量子デバイ
ス設計に新知見

#64 SLAC研究者、電子カメラで銅の極限温度下融解挙動をリアルタイム観察：核融合耐性材料開発
へ貢献

#65 MITがNSF材料科学工学研究センターのリーダーに選定、6年間で1800万ドルを獲得：医療、持
続可能生産、半導体、磁性材料を重点研究



#01 Deep Intelligent PharmaがAIマテリアルズサイエン
スプラットフォームを拡張し、新素材開発期間を大幅短縮

概要

Deep Intelligent Pharma (DIP)は、AIを活用した材料科学プラットフォームを拡張し、
バッテリー材料、半導体、特殊合金、機能性コーティングなどの分野で新素材の発見
と最適化を加速します。このプラットフォームは、AIモデルと科学計算、材料インフ

ォマティクスを統合することで、材料開発サイクルを従来の10〜20年から大幅に短縮
することを目指しています。最大1,700°Cでの材料挙動をモデリングでき、高エントロ
ピー合金や特殊鋼の最適化、疲労寿命やクリープ予測にも応用可能です。

公開日 2026年08月10日  FinancialContent (Deep Intelligent Pharma)  アメリカ



詳細

主要成果

Deep Intelligent Pharma (DIP)は、同社のAIを活用した材料科学プラットフォームを大幅
に拡張し、バッテリー材料や半導体から特殊合金、機能性コーティングに至るまで、幅
広い分野での先進材料の発見と最適化を加速させることを発表しました。このAI主導型
アプローチにより、新素材の開発にかかる期間を従来の10〜20年から劇的に短縮するこ
とを目指しています。

技術・臨床詳細

DIPのプラットフォームは、AIモデル、科学計算、および材料インフォマティクスを統
合し、閉ループの研究サイクルを構築しています。これにより、材料特性の予測、候補
材料のスクリーニング、および広範な物理的実験の必要性の削減を実現します。特に、
この技術は最大1,700°Cという極端な温度下での材料挙動を正確にモデリングする能力
を持ち、高温環境で使用される高エントロピー合金や特殊鋼の最適化に威力を発揮しま
す。また、機能性コーティングの開発を支援し、材料の疲労寿命予測やクリープ予測な
どの複雑な課題にも対応可能です。

背景・業界文脈

現代の産業界では、電気自動車のバッテリー、次世代半導体、航空宇宙部品など、高性
能な新素材への需要が高まっています。しかし、従来の材料開発プロセスは、試行錯誤
に依存し、莫大な時間とコストがかかることが課題でした。近年、AIとマテリアルズイ
ンフォマティクスの融合は、この課題を解決するブレークスルーとして注目されてお
り、データ駆動型アプローチが研究開発の効率を大きく向上させると期待されていま
す。DIPの技術は、この動向に合致し、幅広い産業分野での競争力向上に貢献します。



今後の展望

DIPの拡張されたAIプラットフォームは、新素材開発のボトルネックを解消し、より持
続可能で高性能な材料の市場投入を加速させるでしょう。これは、エネルギー貯蔵、電
子機器、建設、医療など、多岐にわたる産業に大きな影響を与えます。将来的には、さ
らに複雑な材料システムや、予測モデルの精度向上、さらには完全な自律型材料研究所
への貢献も期待されています。DIPは、この技術を通じて、材料科学における発見のあ
り方を根本的に変革することを目指しています。

元記事: https://markets.financialcontent.com/wral/article/getnews-2026-8-10-deep-intelligent-pharma-

advances-ai-for-materials-science-and-advanced-material-discovery

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#02 アルゴンヌ国立研究所がX線データ解析AIツール
「DONUT」を開発し、材料科学研究をリアルタイムで10
倍加速

概要

アルゴンヌ国立研究所は、先進フォトン源(APS)におけるX線データ解析をリアルタイ

ムで行う物理認識型機械学習ツール「DONUT」を開発しました。DONUTは、材料科
学研究者が実験中に迅速な意思決定を行い、実験条件を即座に調整することを可能に
し、材料特性の深い洞察を解き放ちます。これにより、バッテリー、触媒、電子デバ

イスなどの分野における材料の挙動理解が10倍以上加速され、開発期間の大幅な短縮
に貢献します。

公開日 2026年08月10日  Argonne National Laboratory News Room  アメリカ



詳細

主要成果

アルゴンヌ国立研究所は、先進フォトン源 (APS) でのX線データ解析をリアルタイムで
行う、物理認識型機械学習ツール「DONUT」を開発しました。このツールは材料科学
研究を大幅に加速させ、科学者が実験中に迅速な意思決定を行い、実験をその場で調整
することを可能にし、先進材料の構造に関する深い洞察を10倍以上の速度で解き放ちま
す。

技術・臨床詳細

DONUTは、複雑な結晶構造データや、X線回折、散乱、分光データなどの大量のデータ
をリアルタイムで分析する能力を持っています。これにより、研究者は材料がバッテリ
ー、触媒、先進的な電子または磁気デバイスといった技術でどのように振る舞うかを、
これまでになく迅速に理解できます。DONUTの物理認識型機械学習モデルは、生の実
験データから直接物理的に意味のあるパラメーターを抽出し、その場で材料の微細構造
や動的挙動を特定します。この能力は、実験の効率を劇的に向上させ、通常数日から数
週間かかる解析プロセスを数分に短縮します。

背景・業界文脈

X線を用いた材料分析は、新素材開発において不可欠な手法ですが、得られるデータ量
が膨大であるため、その解析がボトルネックとなることが少なくありませんでした。特
に、材料の合成プロセスや機能発現メカニズムをリアルタイムで解明することは、材料
科学における長年の課題でした。DONUTのようなリアルタイム分析ツールは、材料の
設計から特性評価、最適化までのプロセス全体を加速させ、研究開発のサイクルを短縮
する上で極めて重要な役割を果たします。これは、高機能・高性能な新素材の市場投入
を早め、関連産業の競争力を強化することに繋がります。



今後の展望

DONUTの導入は、材料科学研究における新たなパラダイムを確立するものです。研究
者は、実験の早い段階で得られた情報に基づいて、試薬の量、温度、圧力などの条件を
最適化し、望ましい材料特性を持つサンプルを効率的に合成できるようになります。こ
れにより、新素材の発見や最適化の速度が飛躍的に向上し、クリーンエネルギー、高性
能電子機器、医療技術など、幅広い分野でのイノベーションが加速されると期待されま
す。将来的には、DONUTのようなツールが、自律型材料研究所の中核技術となる可能
性も秘めています。

元記事: https://www.anl.gov/article/a-taste-of-discovery-realtime-xray-data-analysis-with-donut-

accelerates-materials-science-at-argonne

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#03 テネシー大学がNSFより2000万ドルの助成金獲得、
AI自律型材料発見研究拠点ATHENAを設立

概要

テネシー大学(UT)は、米国科学財団(NSF)から2000万ドルの助成金を受け、ナノ・原子
科学のハイスループット実験のための先進テストベッドATHENAを設立します。
ATHENAは、AIを活用した「自律走行型研究所」の全国ネットワークの一部となり、自

律的に実験計画、実施、改良を行うことで、科学的発見を加速させます。これによ
り、材料特性評価実験を10〜30倍の速度で進め、実社会応用のための先進材料の迅速
な特定と最適化を目指します。

公開日 2026年08月12日  University of Tennessee, Tickle College of Engineering  アメリカ



詳細

主要成果

テネシー大学(UT)は、米国科学財団(NSF)から2000万ドルの大規模な助成金を獲得し、
「ナノ・原子科学のハイスループット実験のための先進テストベッド（ATHENA）」を
設立します。ATHENAは、AIを活用した「自律走行型研究所」の全国ネットワークに組
み込まれ、科学的発見を加速することを目的として、実験の計画、実施、改良を自律的
に行います。

技術・臨床詳細

ATHENAは、材料特性評価実験の速度を従来の10〜30倍に向上させることを目標として
います。この速度向上は、AIとロボット工学を組み合わせることで実現され、人間が介
入することなく、材料合成、特性評価、データ分析のサイクルを自動で繰り返します。
特に、ナノスケールおよび原子スケールの材料に焦点を当て、電池材料、触媒、電子デ
バイス、半導体など、幅広い分野で高性能な先進材料を迅速に特定し、最適化すること
が可能になります。これにより、研究者はより複雑な材料の挙動を、これまで不可能だ
ったスケールと速度で探求できるようになります。

背景・業界文脈

新素材の開発は、現代社会の技術革新の基盤ですが、従来の試行錯誤に基づくアプロー
チでは、多大な時間とコストがかかることが課題でした。AIと自律型システムを活用し
た「自律走行型研究所」の概念は、このボトルネックを解消し、研究開発プロセスを根
本的に変革する可能性を秘めています。米国政府は、この分野への戦略的投資を通じ
て、材料科学におけるリーダーシップを強化し、サプライチェーンの強靭化と経済成長
の促進を目指しています。ATHENAの設立は、この国家戦略の一環であり、アメリカの
材料科学イノベーションを加速させる重要な柱となります。



今後の展望

ATHENAは、材料科学の発見プロセスを加速するだけでなく、AIとロボット工学の統合
を通じて、科学者とエンジニアの働き方そのものに変化をもたらすでしょう。この施設
から生まれる技術は、よりエネルギー効率の高いバッテリー、耐久性に優れた構造材
料、革新的な電子部品など、幅広い実社会応用に繋がると期待されています。また、こ
のプロジェクトは、次世代の材料科学者やエンジニアの育成にも貢献し、未来の技術革
新を支える人材基盤を強化する役割も担います。AI主導の材料発見は、未開拓の材料空
間を探索し、人類が直面する大きな課題に対する解決策を提示する可能性を秘めていま
す。

元記事: https://tickle.utk.edu/mse/ut-secures-20m-nsf-grant-to-pioneer-breakthroughs-in-automated-

materials-discovery/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#04 日本の研究者が室温で完全に切断されても再結合する
透明な自己修復性ポリマーを開発、95%の靭性を回復

概要

日本の研究者たちが、室温で完全に切断されても、ただ押し付けるだけで自己修復す

る透明なポリマーを開発しました。この新素材はポリエーテルチオ尿素を基盤とし、
市販ガラスと同等の硬度を持ちながら、1日以内に元の靭性の95%以上を回復します。

このブレークスルーは可逆的な水素結合によって修復が行われ、電子機器のスクリー
ン、自動車バンパー、航空宇宙部品など、広範囲な分野での「壊れないガラス」の実
現に近づきます。

公開日 2026年08月06日  Facebook (University of Tokyo, Osaka University Materials Science

Department, Science Magazine, MIT)  日本



詳細

主要成果

日本の研究チームが、室温環境下で完全に切断された場合でも、単に両断片を押し付け
るだけで自己修復する透明なポリマーを開発しました。この革新的な材料は、ポリエー
テルチオ尿素を基盤としており、市販のガラスに匹敵する硬度を持ちながら、損傷後1

日以内に元の靭性の95%以上を回復する能力を示します。

技術・臨床詳細

この自己修復プロセスは、材料内部に存在する可逆的な水素結合の働きによって実現さ
れます。損傷するとこれらの結合が切断されますが、室温で断片を接触させると、水素
結合が自然に再形成され、材料が一体化します。これにより、外部からの熱や光などの
特別な刺激なしに、材料が自らを修復することが可能です。特に、このポリマーは高い
透明性と機械的強度を両立しており、従来の自己修復材料が抱えていた特性面でのトレ
ードオフを克服しています。材料の回復メカニズムは、分子レベルでの水素結合の動的
な再編によって詳細に説明されています。

背景・業界文脈

自己修復材料は、製品の寿命延長、廃棄物削減、安全性向上など、持続可能な社会の実
現に貢献する技術として注目されています。特に、透明で機械的特性に優れた自己修復
材料は、スマートフォンやタブレットなどの電子機器の画面、自動車のフロントガラス
やバンパー、さらには航空機の窓や構造部品といった、高い透明性と耐久性が求められ
る分野で革新的なソリューションを提供します。従来のガラスやプラスチックは一度破
損すると交換が必要でしたが、自己修復材料はコスト削減と利便性向上をもたらしま
す。



今後の展望

この透明な自己修復ポリマーの開発は、「壊れないガラス」という長年の夢の実現に大
きく貢献するものです。特に電子機器のディスプレイ分野では、ひび割れや傷による製
品寿命の短縮という課題を解決し、修理コストを削減する可能性があります。自動車や
航空宇宙産業では、安全性とメンテナンス性の向上に寄与することが期待されます。今
後は、材料の長期的な耐久性、製造コストの最適化、および様々な環境条件下での性能
評価が重要な研究課題となるでしょう。これにより、この技術が広く実用化されるため
の道が開かれることになります。

元記事: https://www.facebook.com/61590595771158/posts/researchers-in-japan-created-a-transparent-

self-healing-material-capable-of-rejo/122129489889353192/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/61590595771158/posts/researchers-in-japan-created-a-transparent-self-healing-material-capable-of-rejo/122129489889353192/
https://www.facebook.com/61590595771158/posts/researchers-in-japan-created-a-transparent-self-healing-material-capable-of-rejo/122129489889353192/


#05 カナダ・日本の共同シンポジウム「CEMDI-PAIMS」
が計算材料科学とAIで新素材開発を推進

概要

カナダと日本の共同イニシアチブであるCEMDI-PAIMSシンポジウムが開催され、計算
材料科学、AI、データ、実験的知見、および国際協力による新素材発見の加速に焦点
が当てられました。このイベントは「データ、材料設計、発見の推進」をテーマに、

エネルギーおよび環境応用向けの次世代機能性材料の設計を加速する方法を探求しま
した。シンポジウムは科学発表、ワークショップ、キャリア開発に関する議論を通じ
て国際的な協力を促進しました。

公開日 2026年08月13日  EurekAlert! (INRS, PAIMS network of Japan)  カナダ



詳細

主要成果

カナダと日本の共同イニシアチブであるCEMDI-PAIMSシンポジウムが最近開催され、計
算材料科学、人工知能(AI)、データ科学、実験的知見、および国際協力を通じた新素材
発見の加速に焦点が当てられました。このシンポジウムは、エネルギーおよび環境応用
向けの次世代機能性材料の設計を加速する上で、これらの学際的アプローチがいかに重
要であるかを強調しました。

技術・臨床詳細

シンポジウムでは、「データ、材料設計、発見の推進」を主要テーマとし、参加者はAI

と機械学習が材料科学研究にもたらす変革的な可能性について議論しました。具体的な
発表内容には、高性能バッテリー材料、触媒、スマートセンサーなどに利用される新機
能性材料の計算設計手法、データ駆動型材料探索アルゴリズム、および大規模実験デー
タの解析技術が含まれました。また、量子化学計算、分子動力学シミュレーション、第
一原理計算といった計算材料科学の手法が、実験と連携していかに効率的な材料開発を
可能にするかが示されました。これらの技術は、材料の物理的・化学的特性を原子レベ
ルで予測し、実験コストと時間を大幅に削減する上で不可欠です。

背景・業界文脈

今日の地球規模課題、特にクリーンエネルギー、持続可能な環境技術、そして高性能な
情報通信技術の実現には、革新的な機能性材料の開発が不可欠です。しかし、従来の材
料開発は、試行錯誤に依存し、莫大な時間と資源を要してきました。計算材料科学とAI

の統合は、このボトルネックを打破し、材料の設計空間を効率的に探索することを可能
にします。カナダと日本の研究機関がこの分野で協力することは、それぞれの専門知識
とリソースを融合させ、国際的な研究開発競争において優位性を確立する上で極めて戦
略的な意味を持ちます。



今後の展望

CEMDI-PAIMSシンポジウムのような国際的な協力は、材料科学のフロンティアを押し広
げ、持続可能な未来に向けた技術革新の礎となります。参加者間の知識共有とネットワ
ーク構築は、新たな研究プロジェクトや共同開発の機会を創出し、次世代の材料科学者
やエンジニアの育成にも寄与するでしょう。今後、AIと計算科学は、実験とのシームレ
スな統合を通じて、材料発見のプロセスをさらに自動化し、予測精度を高める方向へと
進化していくと予想されます。これにより、環境負荷の低い、より高性能な材料がより
迅速に社会に導入される道が開かれます。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1140001

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1140001


#06 ドーパミン修飾セルロースナノファイバーエアロゲル
複合材、難燃性・蓄熱・吸音で多機能性能を発揮

概要

研究者らは、ドーパミン修飾セルロースナノファイバーエアロゲルをベースにした相
変化複合材料（CDAEs）を開発しました。この新素材は、パラフィン系相変化材料が
抱える漏れ、低熱伝導率、可燃性といった課題を克服し、熱伝導率0.1419 W/m·Kと圧

縮強度を向上させています。高いマイクロカプセル化容量（96%以上）、100回の熱サ
イクル後も優れた潜熱保持、優れた難燃性、および強化された吸音性を発揮し、温度
調節、防火、吸音のための多機能材料として有望です。

公開日 2026年08月14日  The Royal Society of Chemistry  イギリス



詳細

主要成果

研究者たちは、ドーパミン修飾セルロースナノファイバーエアロゲルをベースにした相
変化複合材料（CDAEs）を開発しました。この革新的な材料は、相変化材料（PCM）の
課題であった液漏れ、低い熱伝導率、および可燃性を克服し、熱伝導率0.1419 W/m·Kの
向上と圧縮強度の改善を達成しました。これにより、温度調節、防火、吸音といった複
数の機能を持つ多機能材料として非常に有望です。

技術・臨床詳細

CDAEsは、N-エイコサンをPCMとして使用し、ポリリン酸アンモニウムとドーパミンで
修飾することで製造されました。ドーパミンによる修飾は、セルロースナノファイバー
エアロゲル表面へのPCMの安定した固定を促進し、液漏れの問題を効果的に抑制しま
す。この複合材料は、96%を超える高いマイクロカプセル化容量を示し、100回の熱サ
イクル後も優れた潜熱保持能力を維持します。さらに、その優れた難燃性は、材料の安
全性プロファイルを大幅に向上させ、火災安全が懸念される用途での利用を可能にしま
す。また、強化された音響減衰特性も備えており、多孔質構造が音波を吸収することで
高い吸音効果を発揮します。

背景・業界文脈

相変化材料（PCM）は、その優れた熱エネルギー貯蔵能力により、建築物のエネルギー
効率向上、電子機器の熱管理、繊維製品など、様々な分野で注目されています。しか
し、従来のPCMは、相転移時に液化することによる漏れ、低い熱伝導率、可燃性といっ
た固有の課題を抱えており、実用化を妨げていました。これらの課題を克服するための
研究は活発に行われており、ナノ構造材料との複合化や表面修飾が有望なアプローチと
して探求されています。今回のCDAEsの開発は、これらの課題に対する包括的な解決策
を提示するものであり、多機能材料としての新たな可能性を切り開きます。



今後の展望

CDAEsの多機能性は、単一材料で複数の要求性能を満たすことが可能であるため、特に
建築材料（スマートウィンドウ、断熱材）、電子機器の放熱部品、および自動車内装材
といった分野での応用が期待されます。例えば、建材に組み込むことで、室内の温度を
安定させながら、同時に防音効果や防火性能も向上させることができます。将来的に
は、より大規模な製造プロセスの開発や、様々な環境下での長期的な性能と耐久性の評
価が重要となるでしょう。この材料は、エネルギー効率の向上と安全性の両面で、持続
可能な社会の構築に大きく貢献する可能性を秘めています。

元記事: https://pubs.rsc.org/ta/article/doi/10.1039/D6TA06159A/1291088/Dopamine-Decorated-

Cellulose-Nanofiber-Aerogel?searchresult=1

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.rsc.org/ta/article/doi/10.1039/D6TA06159A/1291088/Dopamine-Decorated-Cellulose-Nanofiber-Aerogel?searchresult=1
https://pubs.rsc.org/ta/article/doi/10.1039/D6TA06159A/1291088/Dopamine-Decorated-Cellulose-Nanofiber-Aerogel?searchresult=1


#07 ペンシルベニア州立大学が柔軟な熱電発電機を開発、
排熱を電力に変換し燃料効率を最大10%向上

概要

ペンシルベニア州立大学の研究者たちは、自動車や工場からの排熱を電力に変換でき

る画期的な柔軟な熱電発電機（TEG）を開発しました。この技術は、燃料効率を5〜
10%向上させる可能性を秘めています。また、クイーンズランド工科大学は銀銅テル

ルにマンガンを加えることで、排熱変換効率13%という記録的な数値を達成。スタン
フォード大学とMITは、充電されていないバッテリーを排熱で加熱し、充電・冷却す
ることで電力を生成する低温排熱変換の新たな代替手段を見出しました。

公開日 2026年08月11日  Facebook (Penn State University, Queensland University of Technology,

Stanford University, MIT)  アメリカ



詳細

主要成果

ペンシルベニア州立大学の研究者たちが、自動車や工場といった熱源から発生する排熱
を効率的に電力に変換できる、画期的な柔軟な熱電発電機（TEG）を開発しました。こ
の技術は、燃費を5〜10%向上させる可能性を秘めており、エネルギー効率の向上に大
きく貢献します。

技術・臨床詳細

この柔軟な熱電発電機は、熱勾配を利用して直接電気を生成する「ゼーベック効果」に
基づいています。従来の熱電材料の多くは硬く、複雑な形状の熱源に適用することが困
難でしたが、この柔軟なTEGは、曲面や不規則な表面にも容易に適合できます。これに
より、自動車エンジンの排気管や工場のパイプラインなど、これまで利用が難しかった
排熱源からのエネルギー回収が可能になります。一方、クイーンズランド工科大学の研
究者たちは、銀銅テルル化合物にマンガンを添加することで、排熱変換効率を13%とい
う記録的なレベルにまで高めることに成功しました。これは、既存の熱電材料と比較し
て著しい改善であり、熱電発電の効率向上に新たな道を開くものです。さらに、スタン
フォード大学とMITの研究チームは、充電されていないバッテリーを排熱で加熱し、そ
の後充電して冷却することで電力を生成するという、低温排熱変換のための全く新しい
概念を提唱・実証しました。

背景・業界文脈

産業活動や輸送からの排熱は、世界中で膨大な量が発生しており、その多くが未利用の
まま大気中に放出されています。これは大きなエネルギー損失であると同時に、環境問
題の一因ともなっています。排熱を電力に変換する熱電発電技術は、この課題を解決す
るための有望なソリューションとして、長年研究されてきました。特に、化石燃料への
依存度を低減し、持続可能なエネルギーシステムを構築する上で、排熱回収技術の進化
は不可欠です。柔軟性、高効率、低温での変換能力といった特性は、熱電発電の実用化
と普及を加速させる鍵となります。



今後の展望

これらの熱電発電技術の進展は、自動車産業における燃費改善、工業プラントでのエネ
ルギー回収、さらにはウェアラブルデバイスやIoTセンサーの自己給電など、多岐にわ
たる分野で大きな影響を与えるでしょう。ペンシルベニア州立大学の柔軟なTEGは、形
状の制約が少ないため、既存のインフラへの統合が容易です。クイーンズランド工科大
学の高効率材料は、発電量を最大化するのに貢献し、スタンフォード大学とMITの新し
いバッテリーベースのシステムは、これまで困難だった低温排熱源からの電力回収を可
能にします。これらの技術が連携・発展することで、排熱からの電力生成は、クリーン
エネルギーシステムの中核技術の一つとして、その重要性を増していくと考えられま
す。

元記事: https://www.facebook.com/groups/1005778496594307/posts/2505719429933532/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/groups/1005778496594307/posts/2505719429933532/


#08 EVバッテリーの熱管理を強化する相変化材料と液体
冷却システム、安全性と効率向上へ

概要

2026年現在、電気自動車（EV）におけるバッテリーの熱管理は、安全性と効率のため
に極めて重要であり、相変化材料（PCM）によるパッシブ冷却と液体冷却によるアク
ティブ温度調節が活用されています。パラフィン系材料、塩水和物、バイオベース

PCMといったPCMは、潜熱を吸収・放出することでバッテリー温度を安定させ、過熱
防止とバッテリー寿命延長に貢献します。最新のEV設計では、PCMの短期的な吸熱機
能と液体冷却の持続的な放熱機能を組み合わせたハイブリッドシステムが採用され、

エネルギー効率と安全性が向上しています。

公開日 2026年08月14日  IJOER Engineering Journal Blog  アメリカ



詳細

主要成果

2026年における電気自動車（EV）のバッテリー熱管理は、安全性と効率性の確保にお
いて極めて重要な要素です。現在、パッシブ冷却には相変化材料（PCM）が、アクティ
ブな温度調節には液体冷却が主要技術として利用されています。これらの技術を組み合
わせることで、バッテリーの過熱を防ぎ、性能と寿命を最適化します。

技術・臨床詳細

相変化材料（PCM）は、固体から液体への相転移時に大量の熱（潜熱）を吸収し、逆に
液体から固体に戻る際に熱を放出する特性を利用します。EVバッテリーにおいては、パ
ラフィン系材料、塩水和物、そして環境負荷の低いバイオベースPCMなどが用いられ、
バッテリーセルの温度を特定の最適な範囲に維持することで、過熱を防止し、性能の安
定化と寿命延長に貢献します。最新のEV設計では、PCMによる短期的な熱吸収能力と、
液冷システムによる持続的な熱除去能力を組み合わせたハイブリッド熱管理システムが
採用されています。このハイブリッドアプローチにより、バッテリーパック全体の温度
分布が均一化され、熱暴走のリスクを低減し、バッテリーの充放電効率と安全性を向上
させています。

背景・業界文脈

EVの普及が進む中で、バッテリーの性能と安全性は消費者にとって最も重要な懸念事項
の一つです。特に、急速充電時や高温環境下でのバッテリーの過熱は、性能低下、寿命
短縮、最悪の場合には熱暴走による火災のリスクを引き起こす可能性があります。効果
的なバッテリー熱管理システムは、これらのリスクを軽減し、EVの信頼性と市場競争力
を高める上で不可欠です。PCMと液体冷却の組み合わせは、従来の空冷システムと比較
して、より高い熱管理性能を提供し、将来のEV技術の発展を支える基盤となります。



今後の展望

ハイブリッド熱管理システムの進化は、EVのさらなる高性能化と普及に貢献するでしょ
う。将来的には、より高エネルギー密度のバッテリーや超急速充電技術の導入に伴い、
熱管理の要求はさらに厳しくなると予想されます。そのため、より高い潜熱容量、広い
作動温度範囲、長期安定性を持つPCMの開発や、よりコンパクトで軽量、かつ効率的な
液体冷却システムの統合が進むと考えられます。また、AIを活用した予測制御や、自己
診断機能を備えたスマートな熱管理システムの研究も加速し、EVバッテリーの安全性と
性能を次のレベルへと引き上げていくことが期待されます。

元記事: https://ijoer.com/blog/battery-thermal-management-2026-phase-change-materials-and-liquid-

cooling-for-ev-safety

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ijoer.com/blog/battery-thermal-management-2026-phase-change-materials-and-liquid-cooling-for-ev-safety
https://ijoer.com/blog/battery-thermal-management-2026-phase-change-materials-and-liquid-cooling-for-ev-safety


#09 Niron Magnetics社が米政府から最大1.5億ドルの融
資確約、サルトールにレアアースフリー磁石製造工場建設
へ

概要

ミネソタ州のNiron Magnetics社は、米連邦政府から最大1億5000万ドルの条件付き直

接融資確約を受け、サルトールにレアアースフリー永久磁石の製造工場を建設しま
す。これは、豊富な鉄と窒素を用いて従来のレアアース磁石に代わる持続可能でコス
ト効率の高い代替品を量産することを目的としています。この取り組みは、半導体や

EVといった先端技術におけるレアアース材料への依存を低減することを目指してお
り、サプライチェーンの地政学的リスクを軽減する重要な一歩となります。

公開日 2026年08月10日  Facebook (Niron Magnetics, eVAC Magnetics)  アメリカ



詳細

主要成果

ミネソタ州を拠点とするNiron Magnetics社は、米連邦政府から最大1億5000万ドルの条
件付き直接融資確約を獲得し、サルトールにレアアースフリー永久磁石の製造工場を建
設することを発表しました。このプロジェクトは、希少性の高いレアアースに依存しな
い、豊富な鉄と窒素を用いた磁石を量産することで、持続可能かつコスト効率の高い代
替品を提供することを目指しています。

技術・臨床詳細

Niron Magneticsが開発するレアアースフリー磁石は、従来のネオジム磁石やサマリウ
ムコバルト磁石と比較して、希少な資源の使用を回避しながら同等以上の磁気特性を達
成することを目指しています。同社の技術は、鉄と窒素をベースとした材料科学の革新
に基づいており、これにより、地政学的な供給リスクが高いレアアース材料への依存を
大幅に低減できます。この製造工場は、年間数千トン規模での生産を目指し、電気自動
車（EV）モーター、風力タービン、産業用ロボット、そして半導体製造装置などの高性
能アプリケーションに供給される予定です。また、別の米国の企業であるeVAC

Magneticsは、2025年秋にサウスカロライナ州サムターに工場を開設し、25年ぶりに国
内でのレアアース磁石生産を開始しました。これは、1億1190万ドルの税額控除の支援
を受けており、米国のレアアースサプライチェーン強靭化への強いコミットメントを示
しています。

背景・業界文脈

現代の多くのハイテク産業、特にEVや再生可能エネルギー、防衛産業において、高性能
永久磁石は不可欠な部品です。しかし、これらの磁石の主要材料であるレアアースは、
特定の国に供給が集中しており、地政学的なリスクやサプライチェーンの脆弱性が常に
指摘されてきました。米国政府は、国内でのレアアース関連材料の生産能力を強化し、
海外依存度を低減する戦略を進めています。Niron Magneticsへの大規模な融資は、こ
の国家戦略の一環であり、より安定した国内サプライチェーンを構築するための重要な
投資と位置づけられます。



今後の展望

Niron Magneticsのレアアースフリー磁石工場建設は、世界の永久磁石市場に大きな影
響を与える可能性があります。レアアースフリー技術が成功すれば、サプライチェーン
の安定性が向上し、製造コストの低減にも繋がるため、EVや再生可能エネルギー技術の
普及をさらに加速させるでしょう。また、これは、環境に配慮した材料開発の潮流にも
合致し、持続可能な社会への移行を支援するものです。今後、この技術が広く普及する
ことで、産業界はレアアース関連のリスクから解放され、より強靭な製造基盤を確立で
きると期待されます。

元記事: https://www.facebook.com/knsiradio/posts/niron-magnetics-has-received-a-conditional-

commitment-from-the-federal-governmen/1687939763337466/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/knsiradio/posts/niron-magnetics-has-received-a-conditional-commitment-from-the-federal-governmen/1687939763337466/
https://www.facebook.com/knsiradio/posts/niron-magnetics-has-received-a-conditional-commitment-from-the-federal-governmen/1687939763337466/


#10 中国科学技術大学が広範囲でシャープな画像を生成す
るコンパクトな「立方体メタレンズ」を開発

概要

中国科学技術大学の研究者たちは、光学レンズと焦点補正機能を単一の超薄型メタサ
ーフェスに統合したフラットな「立方体メタレンズ」を開発しました。このデバイス
は、従来のカメラが持つ限られた被写界深度の問題を克服し、機械的な再焦点合わせ

の必要性を減らすことで、より広範囲の距離でシャープな画像をキャプチャします。
ナノスケールのシリコン構造を用いて光を操作し、生体医療画像やマシンビジョン向
けの、より薄く安定したカメラの実現を可能にします。

公開日 2026年08月12日  IEEE  中国



詳細

主要成果

中国科学技術大学の研究者たちは、光学レンズと焦点補正機能を一つの超薄型メタサー
フェスに統合した画期的なフラットデバイス、「立方体メタレンズ」を開発しました。
この新技術は、従来のカメラの被写界深度の限界を克服し、機械的な再焦点合わせなし
に、幅広い距離でシャープな画像を生成できる能力を持ちます。

技術・臨床詳細

立方体メタレンズは、ナノスケールのシリコン構造を利用して光の経路を精密に操作し
ます。これにより、多重波長の光を同時に集束させることが可能となり、異なる距離に
ある物体に対してもシャープな画像を結像できます。従来のカメラレンズシステムは、
複数のレンズを組み合わせて焦点距離を調整する必要がありましたが、このメタレンズ
は単一の超薄型表面で同等以上の機能を実現します。また、このデバイスは偏光に依存
しないため、様々な照明条件下で安定した性能を発揮します。このメタレンズの設計
は、レンズと波面コーディング位相マスクを単一の超薄型メタサーフェスに統合するこ
とで、 defocus-resistant（焦点ずれに強い）特性を実現しています。

背景・業界文脈

カメラ技術の進化は、スマートフォン、ドローン、衛星など、様々な分野で小型化と高
性能化が求められています。しかし、従来の光学レンズは、その物理的原理上、一定の
厚みや複雑な構造を必要とし、これがデバイスの小型化や設計の柔軟性を妨げていまし
た。特に、広範囲にわたる被写界深度を維持しながら、常にシャープな画像を生成する
能力は、生体医療画像診断やマシンビジョン、自動運転技術といった分野で不可欠な要
素です。メタレンズ技術は、従来の光学系の限界を突破する次世代の光学素子として、
近年注目を集めています。



今後の展望

立方体メタレンズは、カメラ技術の未来を大きく変える可能性を秘めています。特に、
生体医療画像分野では、より高解像度でコンパクトな内視鏡や顕微鏡の開発に貢献し、
診断精度向上や低侵襲治療の進展を促すでしょう。マシンビジョンや自動運転分野で
は、リアルタイムでの正確な距離測定と物体認識を可能にし、安全性と効率性を高めま
す。将来的には、スマートフォンやウェアラブルデバイスへの統合も期待され、より薄
く、堅牢で、高性能なカメラが実現されるかもしれません。この技術は、光学系全体の
フットプリントを大幅に削減し、新たなアプリケーションの創出を加速する可能性があ
ります。

元記事: https://ieeephotonics.org/announcements/ieee-study-develops-a-compact-metalens-that-

keeps-images-sharp-across-different-distances/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ieeephotonics.org/announcements/ieee-study-develops-a-compact-metalens-that-keeps-images-sharp-across-different-distances/
https://ieeephotonics.org/announcements/ieee-study-develops-a-compact-metalens-that-keeps-images-sharp-across-different-distances/


#11 MMTAがハイエントロピー合金の紹介レポート発表、
航空宇宙・極低温用途で高性能化

概要

MMTA (Minor Metals Trade Association) は、高エントロピー合金（HEAs）に関する紹
介レポートを発表しました。HEAsは5つ以上の主要元素をほぼ等しい濃度で含む金属
材料であり、従来の合金に比べてユニークな特性を提供します。本レポートでは、レ

ーザー粉末床溶融やメカニカルアロイングなどの製造技術、および航空宇宙、極低
温、工具用途における応用について解説しています。台湾のHigh Entropy Materials,

Inc.などの企業がHEAs製品の商業化を進めており、英国のMetalysisなどの研究機関で

も活発な研究が進行中です。

公開日 2026年08月07日  MMTA (Minor Metals Trade Association)  カナダ



詳細

主要成果

MMTA（Minor Metals Trade Association）は、高エントロピー合金（HEAs）に関する簡
潔な紹介レポートを発表しました。HEAsは、5つ以上の主要元素をほぼ等しい濃度で含
む新しい種類の金属材料であり、従来の合金では実現できない独自の特性を持つことが
特徴です。このレポートは、HEAsの概念、製造技術、および航空宇宙、極低温、工具
といった分野での具体的な応用可能性について概説しています。

技術・臨床詳細

HEAsの主な特徴は、複数の元素がランダムに混在することで、高いエントロピー状態
を形成することです。これにより、結晶構造が安定し、従来合金と比較して優れた機械
的強度、硬度、耐摩耗性、耐食性、高温特性、および極低温での靭性を示します。レポ
ートでは、HEAsの製造方法として、レーザー粉末床溶融（LPBF）による3Dプリンティ
ングやメカニカルアロイングといった、先進的な技術が紹介されています。LPBFは、複
雑な形状の部品を高精度で製造できるため、航空宇宙産業での用途が期待されていま
す。台湾のHigh Entropy Materials, Inc.のような企業は、すでにHEAs製品の商業化に着
手しており、英国のMetalysisなどの研究機関では、さらなる特性改善や新組成の開発に
向けた研究が活発に進められています。

背景・業界文脈

材料科学の分野では、より高性能で耐久性の高い材料への需要が常に存在します。特
に、航空宇宙産業やエネルギー産業、医療機器など、極限環境下での使用が求められる
分野では、従来の合金の限界を超える新素材が不可欠です。HEAsは、そのユニークな
構造と優れた特性から、これらの課題を解決する次世代材料として大きな期待を集めて
います。サプライチェーンの多様化という観点からも、特定の希少元素に依存しない
HEAsの開発は、産業界にとって戦略的に重要です。



今後の展望

HEAsの潜在能力は非常に高く、今後の研究開発と商業化の進展により、広範な産業分
野に革命をもたらす可能性があります。特に、耐熱性や耐食性が求められるジェットエ
ンジン部品、高効率なエネルギー変換デバイス、そして医療用インプラントなど、多様
な分野での応用が期待されています。今後は、HEAsの設計原則のさらなる解明、大規
模生産技術の確立、およびコスト効率の改善が、市場普及に向けた重要な課題となるで
しょう。国際的な研究機関や企業間の協力が、この分野の発展をさらに加速させると考
えられます。

元記事: https://mmta.co.uk/view-from-north-america-a-brief-introduction-to-high-entropy-alloys/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://mmta.co.uk/view-from-north-america-a-brief-introduction-to-high-entropy-alloys/


#12 スマートポリマーと天然ゴムが自己修復システムで環
境に優しい材料の未来を指し示す

概要

最近の議論では、スマートポリマーと天然ゴムが自己修復ポリマーシステムを通じ
て、より環境に優しい材料の未来を示唆していることが強調されました。これらの材
料は、ゴムやハイドロゲルを含め、水素結合や金属-配位子結合といった分子間相互作

用を利用して、損傷後に機能を回復します。その持続可能性の可能性は、損傷を示す
能力、機能の回復、または寿命の延長にあり、コーティング、接着剤、複合材料とい
った用途において早期交換の必要性を低減します。

公開日 2026年08月08日  Asia Research News  シンガポール



詳細

主要成果

最近の業界カンファレンスや研究発表では、スマートポリマーと天然ゴムが自己修復ポ
リマーシステムを通じて、より環境に優しい材料の未来を切り開く可能性が示されまし
た。これらの材料は、水素結合や金属-配位子結合といった分子間相互作用を活用し、
損傷後に自らの機能を回復する能力を持っています。

技術・臨床詳細

スマートポリマーと天然ゴムの自己修復能力は、材料内部に組み込まれた動的な分子間
相互作用に基づいています。例えば、水素結合を利用するシステムでは、損傷によって
切断された結合が、室温や軽度の加熱で再形成され、材料の構造的完全性と機能を回復
させます。金属-配位子結合システムも同様に、可逆的な結合形成・切断を通じて自己
修復を可能にします。これらの材料は、損傷を自己検知し、その情報を外部に伝える
「損傷表示」機能を備えるものもあり、予防的なメンテナンスや修理を促すことができ
ます。これにより、材料の有用な寿命が大幅に延長され、塗料、接着剤、複合材料など
の幅広い応用分野で、頻繁な交換の必要性が低減されます。

背景・業界文脈

現代社会では、持続可能性への要求が高まり、製品のライフサイクル全体での環境負荷
低減が重視されています。材料科学の分野では、廃棄物の削減、資源の節約、エネルギ
ー消費の抑制に貢献する「グリーン材料」の開発が喫緊の課題となっています。自己修
復材料は、製品の耐久性を向上させ、寿命を延ばすことで、この課題に対する有効な解
決策を提供します。特に、天然ゴムのようなバイオ由来の材料とスマートポリマーの組
み合わせは、再生可能資源の利用を促進し、環境への影響を最小限に抑えるという点
で、大きな意味を持ちます。



今後の展望

自己修復性スマートポリマーと天然ゴムの進化は、循環型経済の実現に向けた重要な一
歩となります。これらの材料は、例えば、自動車のタイヤやボディパネル、航空機の構
造部品、電子機器の保護コーティングなど、様々な製品の耐久性と環境性能を向上させ
る可能性を秘めています。今後、自己修復効率のさらなる向上、大規模生産技術の確
立、およびコストパフォーマンスの最適化が研究開発の焦点となるでしょう。また、よ
り複雑な環境下（例えば、水中や極端な温度変化下）での自己修復能力の評価も重要で
す。これらの材料は、持続可能な未来社会を構築するための基盤技術として、その役割
を拡大していくことが期待されます。

元記事: https://www.asiaresearchnews.com/content/smart-polymers-and-natural-rubber-point-greener-

materials-futures

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.asiaresearchnews.com/content/smart-polymers-and-natural-rubber-point-greener-materials-futures
https://www.asiaresearchnews.com/content/smart-polymers-and-natural-rubber-point-greener-materials-futures


#13 高屈折率銀ナノ粒子メタマテリアルが基礎限界の72%
に到達、光学デバイスの小型化に貢献

概要

本速報論文は、銀ナノ粒子の高密度集合体が、スケーラブルな高屈折率光学メタマテ
リアルを実現する有望な手法であることを探求しています。研究者たちは、直径17〜
66nmの準球形銀ナノ粒子を合成し、それらを密に充填された単分子層に組み立てるこ

とで、4.4から10.3までのサイズ依存的な屈折率を、高指数かつ低損失で達成しまし
た。この研究は、光学定数を定量的に再現する分析モデルを導入し、粒子間ギャップ
が屈折率と損失を制御する主要因であることを特定、最高の集合体では銀/空気複合材

料の基礎限界の72%に到達しました。

公開日 2026年08月06日  ChemRxiv  不明



詳細

主要成果

本速報論文は、銀ナノ粒子の高密度集合体が、スケーラブルな高屈折率光学メタマテリ
アルを実現するための有望なアプローチであることを示しています。研究チームは、直
径17〜66nmの準球形銀ナノ粒子を合成し、それらを密に充填された単分子層として配
置することで、4.4から10.3の範囲でサイズ依存的に変化する屈折率を、高指数かつ低損
失で達成しました。

技術・臨床詳細

この研究では、光学定数を定量的に再現できる分析モデルを導入し、高屈折率と低損失
を同時に達成するメカニズムを解明しました。特に、粒子間のギャップが屈折率と損失
の両方を制御する主要な要因であることが特定されました。最適化されたナノ粒子集合
体は、銀/空気複合材料の基礎的な物理限界の72%という驚異的な値に到達していま
す。これは、従来の光学材料では不可能だった光の制御能力を示唆するものです。この
技術は、ナノ粒子合成と自己組織化の手法を組み合わせることで、比較的簡便かつスケ
ーラブルに製造できる可能性を秘めています。

背景・業界文脈

メタマテリアルは、自然界には存在しない特異な光学特性（負の屈折率や超高屈折率な
ど）を持つ人工材料であり、次世代の光学デバイスにおいて重要な役割を果たすと期待
されています。特に高屈折率材料は、レンズの小型化、光導波路の高性能化、センサー
の感度向上など、様々な光学システムの性能を飛躍的に向上させる可能性があります。
しかし、これまでの高屈折率メタマテリアルの多くは、製造が複雑でスケーラビリティ
に課題がありました。銀ナノ粒子を用いたアプローチは、これらの課題を克服し、実用
的な応用への道を開くものです。



今後の展望

この高屈折率銀ナノ粒子メタマテリアルの開発は、光学デバイスの小型化と高性能化に
革命をもたらす可能性があります。例えば、スマートフォンやウェアラブルデバイスに
搭載されるカメラレンズの超薄型化、光通信システムの高速化と高効率化、さらにはバ
イオセンサーの検出限界向上などが期待されます。今後は、さらに高い屈折率の達成、
広範なスペクトル範囲での動作、および製造コストの削減が研究開発の主要な課題とな
るでしょう。この技術は、フォトニクス分野における新たなブレークスルーを生み出す
基盤となる可能性を秘めています。

元記事: https://chemrxiv.org/doi/abs/10.26434/chemrxiv.15007098/v1

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://chemrxiv.org/doi/abs/10.26434/chemrxiv.15007098/v1


#14 i2Cool社がパッシブ冷却とC5防食を両立するシラン
系二機能性コーティング材「i2Coating CorroCool」を発
表

概要

i2Cool社は、シラン系機能性コーティング材「i2Coating CorroCool」を発表しまし

た。この製品は、産業用金属資産向けにパッシブ放射冷却とC5高耐久性防食という二
つの機能を同時に提供します。サハラ銀アリの放熱メカニズムに着想を得ており、
92%以上の太陽光反射率と95%以上の熱放射率を達成しつつ、水分や腐食性物質に対

する緻密な物理バリアを形成します。電力を使わずに熱管理と防食を両立する点で、
従来の単機能コーティング材から一歩進んだ製品です。

公開日 2026年08月12日  Trend Hunter (citing i2Cool)  香港



詳細

主要成果

i2Cool社は、シランをベースとした革新的な機能性コーティング材「 i2Coating

CorroCool」を発表しました。この新製品は、産業用金属資産に対し、パッシブ放射冷
却機能とC5クラスの高耐久性防食機能という二つの主要な特性を同時に提供するもので
す。

技術・臨床詳細

「i2Coating CorroCool」は、サハラ銀アリの優れた熱放散能力から着想を得て開発され
ました。このコーティングは、少なくとも92%の太陽光反射率と95%の熱放射率を達成
し、太陽光からの熱吸収を最小限に抑えつつ、効率的に熱を外部に放出することで、対
象物の温度上昇を抑制します。同時に、シランベースの組成は、金属表面に緻密で堅牢
な物理的バリアを形成し、水分、塩分、酸、アルカリなどの腐食性物質の侵入を強力に
防ぎます。これにより、C5という最も厳しい環境下での高耐久性防食性能が保証されま
す。この二機能性は、単一のコーティング層で実現されており、従来の熱管理と防食を
別々のシステムで行う必要性を排除し、設置の簡素化とコスト削減に貢献します。

背景・業界文脈

産業施設やインフラにおける金属資産は、高温環境下での劣化や腐食に常に晒されてお
り、そのメンテナンスと交換には莫大なコストと労力がかかります。特に、太陽光によ
る加熱は、腐食を加速させ、設備の運用効率を低下させる要因となります。従来のソリ
ューションは、冷却と防食をそれぞれ独立した方法で対処することが多く、複雑なシス
テムや高い運用コストを伴いました。i2Cool社の「i2Coating CorroCool」は、これらの
課題に対し、電力消費なしで両方の機能を統合的に解決する「パッシブ」なアプローチ
を提供することで、産業界のニーズに応えるものです。



今後の展望

「i2Coating CorroCool」は、石油化学プラント、海洋構造物、屋根、貯蔵タンク、パイ
プラインなど、太陽光に晒され、かつ腐食リスクの高い広範な産業用金属資産におい
て、画期的なソリューションとなるでしょう。この製品は、設備寿命の延長、メンテナ
ンスコストの削減、そしてエネルギー効率の向上に貢献し、持続可能な産業運営を促進
します。将来的には、より多様な材料や環境条件への適用、さらにはIoTセンサーとの
連携によるスマートなコーティングシステムへの発展も期待されます。このデュアル機
能性コーティングは、機能性材料分野における重要な進歩であり、新しい市場機会を創
出する可能性を秘めています。

元記事: https://www.trendhunter.com/trends/functional-coating

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.trendhunter.com/trends/functional-coating


#15 コンピューター設計と実験検証で油流出修復に持続可
能な多糖類ハイドロゲルを開発

概要

本速報論文は、油流出修復のための環境に優しい多糖類ハイドロゲルを、非毒性のポ
リジメチルシロキサン(PDMS)で表面修飾し、計算設計と実験検証を行った研究です。
分子ドッキングシミュレーションと密度汎関数理論を用いて10種類のPDMS-多糖類シ

ステムを設計し、そのうち3種類（ペクチン、グアーガム、アガロースハイドロゲル）
を物理的に合成・試験しました。この研究は、従来の油流出修復材に匹敵する吸着能
力を持つ材料の開発を目指しています。

公開日 2026年08月06日  ChemRxiv  不明



詳細

主要成果

本速報論文は、油流出修復のための持続可能な解決策として、計算設計と実験検証を通
じて、非毒性のポリジメチルシロキサン（PDMS）で表面修飾された環境に優しい多糖
類ハイドロゲルを開発しました。この研究は、従来の油流出修復材に匹敵する、あるい
はそれを上回る吸着能力を持つ材料の創出を目指しています。

技術・臨床詳細

研究チームは、まず分子ドッキングシミュレーションと密度汎関数理論（DFT）計算と
いう高度な計算化学手法を用いて、10種類の異なるPDMS-多糖類システムを設計しまし
た。これらの計算結果に基づき、特に有望な3種類のシステム（ペクチンハイドロゲ
ル、グアーガムハイドロゲル、アガロースハイドロゲル）を物理的に合成し、その油吸
着性能を実験的に検証しました。PDMSによる表面修飾は、多糖類ハイドロゲルが本来
持つ親水性を疎水性に転換させ、油に対する選択的な吸着能力を高めます。このハイブ
リッド材料は、高い油吸着容量と、水中で油を保持する能力を両立させることで、効率
的な油流出の回収を可能にします。さらに、多糖類をベースとしているため生分解性が
あり、環境への二次汚染リスクを低減できます。

背景・業界文脈

油流出は海洋生態系に深刻な被害をもたらし、その清掃と修復には多大なコストと時間
がかかります。従来の油流出修復技術には、化学分散剤の使用による二次汚染や、吸着
材の回収効率の低さといった課題がありました。近年、環境負荷の低い、持続可能な材
料を用いた油吸着材の開発が求められています。特に、天然由来の多糖類は生体適合性
と生分解性に優れるため、次世代の油流出修復材の基盤として注目されています。計算
科学を用いた設計は、試行錯誤の実験を減らし、開発プロセスを加速させる上で不可欠
なツールとなっています。



今後の展望

このPDMS表面修飾多糖類ハイドロゲルの開発は、油流出対策における環境配慮型ソリ
ューションの新たな地平を切り開くものです。将来的には、この技術をさらに最適化
し、様々な種類の油や環境条件下での吸着性能を評価することが重要となります。ま
た、大規模製造プロセスの開発とコスト削減、そして実海域での実証試験を通じて、こ
の材料が実用化される道が開かれるでしょう。これにより、海洋生態系の保護と持続可
能な環境管理に大きく貢献することが期待されます。

元記事: https://chemrxiv.org/doi/abs/10.26434/chemrxiv.15007105/v1

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://chemrxiv.org/doi/abs/10.26434/chemrxiv.15007105/v1


#16 ハイブリッド充填材を用いたフレキシブルPCMナノ
複合シート、プロセッサの高度パッシブ冷却に有望

概要

本研究は、プロセッサの高度なパッシブ冷却のための柔軟な相変化材料（PCM）ナノ
複合シートの開発を詳述しています。この複合材料は、パラフィンワックスをベース
PCMとし、農業廃棄物由来のバイオカーボン、ベントナイトナノクレイ、セルロース

繊維で強化され、制御された熱プレス法で製造されました。ハイブリッド充填材シス
テムは、熱伝達を改善し、液漏れを抑制し、機械的安定性を高めることで、プロセッ
サ冷却や電子機器の熱管理に有望な可能性を示しています。

公開日 2026年08月07日  Journal of Environmental Nanotechnology  不明



詳細

主要成果

本研究は、プロセッサの高度なパッシブ冷却用途に向けた、柔軟な相変化材料（PCM）
ナノ複合シートの開発に成功しました。この革新的な複合材料は、パラフィンワックス
をベースPCMとし、農業廃棄物から得られるバイオカーボン、ベントナイトナノクレ
イ、そしてセルロース繊維をハイブリッド充填材として組み込むことで、熱伝達特性、
液漏れ抑制、機械的安定性を大幅に向上させています。

技術・臨床詳細

複合シートは、制御された熱プレス法によって製造されました。パラフィンワックス
は、その高い潜熱容量により効果的な熱エネルギー貯蔵を可能にしますが、液化時に液
漏れするという課題がありました。この課題に対し、農業廃棄物由来のバイオカーボ
ン、ベントナイトナノクレイ、セルロース繊維を組み合わせたハイブリッド充填材が効
果を発揮します。バイオカーボンは熱伝導率の向上に寄与し、ベントナイトナノクレイ
とセルロース繊維はPCMの液漏れを物理的に抑制するとともに、複合材料全体の機械的
強度と柔軟性を高めます。これにより、複合シートは優れた熱サイクル安定性を示し、
繰り返し加熱・冷却サイクルを経ても性能が維持されることが確認されました。このシ
ステムは、プロセッサのような高発熱部品の温度を安定させ、過熱による性能低下や寿
命短縮を防ぐ上で非常に効果的です。

背景・業界文脈

現代の電子機器、特に高性能プロセッサは、集積化と高速化が進むにつれて発熱量が劇
的に増加しています。効果的な熱管理は、デバイスの性能、信頼性、寿命を維持するた
めに不可欠ですが、従来の能動冷却システム（ファンなど）は、騒音、消費電力、スペ
ースの制約といった課題を抱えています。パッシブ冷却は、これらの課題を克服する有
望なアプローチであり、特にPCMを用いたシステムは、静かでエネルギー効率の高い熱
管理ソリューションとして注目されています。しかし、PCM単体では液漏れや低い熱伝
導率が実用化の障壁となっていました。今回のハイブリッドナノ複合材料は、これらの
課題に対する統合的な解決策を提供し、高性能電子機器のさらなる進化を可能にしま
す。



今後の展望

この柔軟なPCMナノ複合シートは、高性能コンピューティング、データセンター、モバ
イルデバイス、ウェアラブルエレクトロニクスなど、幅広い分野での熱管理ソリューシ
ョンとして大きな可能性を秘めています。特に、薄型・軽量が求められるアプリケーシ
ョンにおいて、その柔軟性は大きな利点となります。今後は、さらに高い熱伝導率と潜
熱容量を持つ材料の探求、異なる種類の農業廃棄物由来材料の利用、および大規模製造
プロセスの開発が研究の焦点となるでしょう。この技術は、電子機器の熱問題に対する
持続可能で高性能な解決策を提供し、次世代エレクトロニクスの発展を強力に推進する
ことが期待されます。

元記事: https://nanoient.org/journals/index.php/jent/article/view/2826

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://nanoient.org/journals/index.php/jent/article/view/2826


#17 高エントロピー合金ナノ材料が電極触媒多電子移動反
応を促進、クリーンエネルギー変換と化学合成を革新

概要

高エントロピー合金（HEA）ナノ材料が、クリーンエネルギー変換や化学合成に不可
欠な電極触媒多電子移動反応の有望なプラットフォームとして注目されています。こ
れらの材料は、多様な局所原子環境、調整可能な電子構造、強化された構造安定性に

より、複雑な反応経路を柔軟に制御し、従来の触媒の限界を克服します。HEAの発展
は、バルク材料からナノスケール材料へと移行し、高エントロピー、緩慢な拡散、格
子歪み、カクテル効果を利用して優れた安定性と耐食性を実現しています。

公開日 2026年08月06日  PMC  不明



詳細

主要成果

高エントロピー合金（HEA）ナノ材料が、クリーンエネルギー変換や化学合成において
極めて重要な電極触媒多電子移動反応のための、非常に有望な触媒プラットフォームと
して浮上しています。これらの材料は、その多様な局所原子環境、調整可能な電子構
造、および強化された構造安定性により、複雑な反応経路を柔軟に制御し、従来の触媒
が持つ限界を効果的に克服します。

技術・臨床詳細

HEAナノ材料の独自の利点は、その組成にあります。これらは5つ以上の主要元素をほ
ぼ等量で含むため、原子レベルで非常に多様な局所環境が形成されます。この高エント
ロピー状態は、"緩慢な拡散効果"、"格子歪み効果"、そして"カクテル効果"といった特
異なメカニズムをもたらします。これらの効果は、触媒活性サイトの電子状態を微細に
調整し、特定の反応経路に対する選択性と効率を高めます。例えば、酸素還元反応
（ORR）や水素発生反応（HER）のような多電子移動反応では、中間体の吸着エネルギ
ーを最適化することで、反応速度を飛躍的に向上させることができます。また、HEAナ
ノ材料は、複数の金属元素が相互作用することで、単一元素や二元合金触媒と比較し
て、優れた安定性と耐食性を示し、過酷な電気化学環境下でも長期間にわたる性能維持
が可能です。

背景・業界文脈

クリーンエネルギー技術、特に燃料電池や水電解、CO2還元といった分野の進歩には、
高効率で耐久性の高い電極触媒が不可欠です。しかし、既存の触媒（多くは貴金属ベー
ス）は、コストが高く、供給に限りがあり、また活性や安定性に課題を抱えていまし
た。HEAナノ材料の開発は、これらの課題に対する革新的な解決策を提供し、より安価
で豊富な元素からなる触媒への移行を可能にします。これは、持続可能なエネルギーシ
ステムの構築において、極めて重要な意味を持ちます。



今後の展望

HEAナノ材料は、電極触媒分野におけるゲームチェンジャーとなる可能性を秘めていま
す。将来的には、より複雑な多電子移動反応（例：窒素還元反応、アルコール酸化反
応）への応用が期待されます。研究の焦点は、特定の反応に最適化されたHEA組成の設
計、ナノ構造の精密制御、および大規模合成方法の開発に移るでしょう。これにより、
燃料電池、水電解槽、化学センサーなど、幅広いデバイスにおいて、性能、耐久性、コ
スト効率のバランスがとれた次世代触媒の開発が加速されると予想されます。この技術
は、クリーンエネルギーと持続可能な化学合成の実現に向けて、重要な役割を果たすで
しょう。

元記事: https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC13218051/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC13218051/


#18 リグニンと大豆油から完全バイオ由来のビトリマーが
誕生、自己修復・リサイクル・光熱変換を統合

概要

研究者たちは、リグニンと大豆油から完全にバイオ由来のビトリマーを開発しまし
た。この新素材は、堅牢な機械的特性に加え、優れた自己修復性、リサイクル性、そ
して光熱変換能力を統合しています。80°Cで10分以内に傷を修復でき、5回の再加工

後も約90%の強度を保持して完全にリサイクル可能です。このビトリマーは熱電発電
のための効率的な光熱コーティングとしても機能し、太陽エネルギーハーベスティン
グへの応用可能性を示し、リグニンの利用に新たなパラダイムを提供します。

公開日 2026年08月10日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

研究者たちは、木材の主要成分であるリグニンと大豆油から、完全にバイオ由来のビト
リマーを開発しました。この画期的な材料は、堅牢な機械的特性、優れた自己修復能
力、高いリサイクル性、そして効率的な光熱変換能力を兼ね備えています。

技術・臨床詳細

このバイオ由来ビトリマーは、協調的な水素結合とイミン結合の交換反応によって、そ
の特異な特性を発現します。材料は80°Cでわずか10分以内に傷を修復でき、その自己修
復効率は非常に高いです。さらに、この材料は優れたリサイクル性を示し、5回の再加
工サイクル後でも元の強度の約90%を保持することが確認されました。これは、材料の
寿命を大幅に延長し、廃棄物削減に貢献します。また、このビトリマーは熱電発電のた
めの効率的な光熱コーティングとしても機能し、太陽光を吸収して熱に変換し、その熱
を電力に変換する能力を持ちます。これにより、太陽エネルギーのハーベスティング
や、スマート材料としての多機能性が実証されました。

背景・業界文脈

持続可能な社会の実現に向けて、化石燃料由来のプラスチックに代わるバイオ由来材料
の開発が世界的に加速しています。特に、リグニンは植物バイオマスの豊富な副産物で
ありながら、その複雑な構造のために高付加価値製品への利用が限定的でした。大豆油
もまた、再生可能な資源として注目されています。両者を組み合わせたビトリマーは、
自己修復性やリサイクル性といった「スマート機能」を付与することで、材料の持続可
能性と高性能を両立させる新たな道を開きます。従来の熱可塑性プラスチックや熱硬化
性プラスチックの課題を克服する、循環型経済に資する材料として期待されています。



今後の展望

このリグニンと大豆油由来のビトリマーは、包装材料、自動車部品、建材、電子機器の
筐体など、広範な分野での応用が期待されます。特に、その光熱変換能力は、ソーラー
パネルの効率向上や、環境に優しい熱電発電デバイスの開発に貢献するでしょう。将来
的には、より厳しい環境条件下での耐久性評価、大規模生産プロセスの開発、およびコ
スト効率の最適化が重要な課題となります。この材料は、バイオ由来資源の有効活用
と、持続可能で多機能なスマート材料の設計において、新たなパラダイムを確立する可
能性を秘めています。

元記事: https://pubs.acs.org/aapmcd/article/doi/10.1021/acsapm.6c02139/5251563/A-Fully-Bio-Derived-

Vitrimer-from-Lignin-and

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/aapmcd/article/doi/10.1021/acsapm.6c02139/5251563/A-Fully-Bio-Derived-Vitrimer-from-Lignin-and
https://pubs.acs.org/aapmcd/article/doi/10.1021/acsapm.6c02139/5251563/A-Fully-Bio-Derived-Vitrimer-from-Lignin-and


#19 銅ナノクラスターが水系ポリウレタンの難燃性と抗菌
性を同時に向上、衛生・安全性が求められる環境へ応用

概要

研究者たちは、カゼインを鋳型とした銅ナノクラスターを多機能ナノフィラーとして
水系ポリウレタン（WPU）複合材料に組み込むことで、難燃性と抗菌活性を大幅に向
上させました。このシステムは、機械的性能（引張強度と破断時伸び）も改善し、親

水性から疎水性への転換も示しました。本研究は、特に衛生管理や安全性が求められ
る環境向けに、多機能な水系コーティングソリューションを開発するための相乗的な
戦略を実証しています。

公開日 2026年08月10日  European Coatings (citing Progress in Organic Coatings)  ドイツ



詳細

主要成果

研究者たちは、カゼインを鋳型として合成した銅ナノクラスターを、多機能ナノフィラ
ーとして水系ポリウレタン（WPU）複合材料に組み込むことに成功しました。この革新
的な複合材料は、WPUの難燃性と抗菌活性を著しく向上させるだけでなく、機械的性能
も改善し、表面の親水性から疎水性への転換も実現しました。この成果は、特に衛生管
理が厳しく安全性が求められる環境に特化した多機能水系コーティングソリューション
の開発に向けた相乗的な戦略を示します。

技術・臨床詳細

カゼイン鋳型銅ナノクラスター（Cu NCs）は、WPUマトリックス中に均一に分散さ
れ、材料の特性に多面的な影響を与えます。難燃性に関しては、Cu NCsが炭化層形成を
促進し、熱分解ガス放出を抑制することで、火災の延焼を防ぐ効果があります。抗菌活
性は、Cu NCsから放出される銅イオンが細菌の細胞壁やDNAに損傷を与え、増殖を阻
害するメカニズムに基づいています。これにより、衛生環境が重要な医療機器表面や食
品加工施設、公共施設の壁面などでの微生物増殖を効果的に抑制できます。機械的性能
の改善は、Cu NCsがWPU鎖の間に架橋点や補強材として機能することで、引張強度と
破断時伸びの両方を向上させる形で現れました。さらに、複合材料表面は、銅ナノクラ
スターの疎水性特性により、水との接触角が増加し、自己洗浄性や防汚性を高める効果
も期待できます。

背景・業界文脈

水系ポリウレタンは、環境負荷の低いコーティング材料として、VOC（揮発性有機化合
物）規制の強化に伴い広く利用されています。しかし、その用途によっては、難燃性、
抗菌性、機械的強度といった追加の機能が求められることが多くあります。特に病院、
食品工場、公共交通機関など、感染症リスクが高く、火災安全が重要な場所では、多機
能性のコーティングが不可欠です。これまでの研究では、これらの機能を個別に付与す
るための添加剤が用いられてきましたが、複数の添加剤を併用すると材料特性のバラン
スが崩れることが課題でした。本研究は、単一のナノフィラーで複数の課題を解決す
る、より効率的かつ統合的なアプローチを提供します。



今後の展望

この銅ナノクラスターを組み込んだWPU複合材料は、衛生管理が重視される医療・ヘル
スケア分野、食品産業、そして建築・公共施設において、革新的なコーティングソリュ
ーションとなる可能性を秘めています。例えば、病院内の表面、食品容器、公共交通機
関の座席や内装などに応用することで、安全で清潔な環境を維持し、人々の健康と安全
に貢献できるでしょう。今後、この技術の工業規模での生産性、長期的な耐久性、およ
び環境安全性に関する詳細な評価が、実用化に向けた次のステップとなります。これに
より、高付加価値の持続可能なコーティング市場の拡大が期待されます。

元記事: https://www.european-coatings.com/news/coatings-technologies/copper-nanoclusters-boost-

flame-and-microbial-resistance-of-wpu/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.european-coatings.com/news/coatings-technologies/copper-nanoclusters-boost-flame-and-microbial-resistance-of-wpu/
https://www.european-coatings.com/news/coatings-technologies/copper-nanoclusters-boost-flame-and-microbial-resistance-of-wpu/


#20 欠陥とドメインエンジニアリングを融合した鉛フリー
KNN系セラミックス、d*33が1068 pm/Vを達成し低コス
トアクチュエータへ

概要

研究者たちは、還元雰囲気での焼結により、大電歪（15 kV/cmの電界下でd*33が最大

1068 pm/V）を示すKNN系セラミックス（厚さ200 μm）を製造しました。この巨大な
電歪は、欠陥エンジニアリングとドメインエンジニアリングの相乗効果に起因する固
有ひずみから主に生じます。本研究は、低コスト多層ピエゾアクチュエータ用途に適

した、新しい高性能鉛フリー圧電セラミックスを設計するための革新的な方法を提供
します。

公開日 2026年08月13日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

研究者たちは、還元雰囲気での焼結プロセスを用いることで、厚さ200 μmのKNN（カ
リウムナトリウムニオブ酸塩）系セラミックスにおいて、15 kV/cmの電界下で最大
1068 pm/Vという驚異的な大電歪（d*33）を達成しました。この成果は、高性能な鉛フ
リー圧電セラミックスの開発に向けた画期的な進歩です。

技術・臨床詳細

この巨大な電歪は、材料の「固有ひずみ」に起因し、これは欠陥エンジニアリングとド
メインエンジニアリングの相乗効果によって実現されました。欠陥エンジニアリングと
は、材料内部に意図的に格子欠陥を導入することで、圧電特性を調整する手法です。一
方、ドメインエンジニアリングは、セラミックスの微細構造内の強誘電ドメインの配向
やサイズを制御することを指します。これらの技術を組み合わせることで、電界印加時
にドメイン壁の移動が容易になり、結果として大きなひずみが発生します。特に、還元
雰囲気での焼結は、特定の酸素欠陥を生成し、これがドメイン壁の動きを促進し、電歪
特性を最大化する上で重要な役割を果たしました。この手法は、毒性のある鉛を含まな
い圧電材料の性能を飛躍的に向上させるものであり、環境規制が厳しくなる現代におい
て極めて重要です。

背景・業界文脈

圧電セラミックスは、センサー、アクチュエータ、エネルギーハーベスティングデバイ
スなど、幅広い分野で利用されています。しかし、最も広く使われてきた圧電材料であ
るPZT（チタン酸ジルコン酸鉛）は、毒性のある鉛を含んでいるため、環境規制の強化
に伴い、鉛フリー材料への移行が求められています。KNN系セラミックスは、鉛フリー
圧電材料の有望な候補として注目されていますが、その圧電性能はPZTに及ばないこと
が課題でした。本研究で示されたような大電歪の達成は、KNN系材料の実用化を加速さ
せ、鉛フリー圧電デバイスの性能ギャップを埋める上で重要な意味を持ちます。



今後の展望

この大電歪KNN系セラミックスの開発は、低コストで高性能な多層圧電アクチュエータ
の開発に大きな影響を与えるでしょう。例えば、精密位置決め装置、マイクロポンプ、
超音波トランスデューサー、燃料噴射装置など、高精度な制御が求められる産業用アプ
リケーションでの利用が期待されます。また、ウェアラブルデバイスやIoTセンサーの
エネルギーハーベスティング用途においても、その高効率性が有利に働くでしょう。今
後は、材料の長期安定性、疲労特性、および製造プロセスのスケールアップに関する研
究が重要となります。この技術は、環境に優しく、かつ高性能な次世代圧電デバイスの
実現に向けた重要な一歩となります。

元記事: https://pubs.acs.org/aamick/article/doi/10.1021/acsami.6c10714/5254743/Giant-Electrostrain-

from-Inherent-Strain-for-KNN?searchresult=1

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/aamick/article/doi/10.1021/acsami.6c10714/5254743/Giant-Electrostrain-from-Inherent-Strain-for-KNN?searchresult=1
https://pubs.acs.org/aamick/article/doi/10.1021/acsami.6c10714/5254743/Giant-Electrostrain-from-Inherent-Strain-for-KNN?searchresult=1


#21 放射冷却と相変化冷却を統合した高効率ハイブリッド
クーラー、電子機器の熱管理を革新

概要

本研究は、放射冷却と相変化冷却（RPC）能力を統合した高効率ハイブリッドクーラ
ーの実現を提示しています。電気紡糸とマイクロカプセル化技術を用いて製造された
RPCクーラーは、108.64 J·g–1の高い相変化エンタルピーと、0.506 W·m–1·K–1という

理想的な熱伝導率を示します。最大500 W·m–2の熱負荷下で6.8°Cの一時的な温度降
下、および強力な太陽放射下で平均8.3°Cの定常状態温度差を達成し、電子機器の高度
な熱エネルギー貯蔵と温度調節に有望な技術です。

公開日 2026年08月08日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

本研究は、電気紡糸とマイクロカプセル化技術を駆使して、放射冷却と相変化冷却
（RPC）能力を統合した高効率ハイブリッドクーラーを実現したことを発表しました。
このRPCクーラーは、108.64 J·g–1という高い相変化エンタルピーと、0.506 W·m–1·K–1

という理想的な熱伝導率を両立し、電子機器の高度な熱エネルギー貯蔵と温度調節に革
命をもたらす可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

RPCクーラーは、放射冷却と相変化冷却の相乗効果により、優れた冷却性能を発揮しま
す。放射冷却は、物体表面から熱を電磁波として宇宙空間に放出する受動的な冷却メカ
ニズムであり、日中の太陽光下でも対象物を周囲温度以下に冷却する可能性を秘めてい
ます。一方、相変化材料（PCM）は、相転移（例：固体から液体へ）の際に大量の熱
（潜熱）を吸収し、デバイスの温度上昇を効果的に抑制します。このハイブリッドクー
ラーは、最大500 W·m–2の熱負荷下で6.8°Cの一時的な温度降下を実証しました。さら
に、強力な太陽放射条件下においても、デバイスの定常状態温度を平均4.5°C安定的に
低下させ、周囲との温度差を平均8.3°Cまで拡大することに成功しました。これは、単
一の冷却メカニズムでは達成困難な複合的な性能向上であり、特にモバイルデバイスや
データセンターにおける高発熱部品の冷却において、その有効性が期待されます。

背景・業界文脈

電子機器の高性能化と小型化が進むにつれて、発熱量の増大は深刻な課題となっていま
す。効果的な熱管理は、デバイスの性能劣化、信頼性低下、寿命短縮を防ぐ上で不可欠
です。従来の冷却システムは、ファンなどの能動的な機構を用いることが多く、騒音、
消費電力、スペースの制約といった問題がありました。パッシブ冷却技術は、これらの
課題を解決する有望なアプローチとして注目されています。RPCは、電力消費なしに効
率的な冷却を実現できるため、特にIoTデバイスやウェアラブルエレクトロニクス、自
律型システムなど、エネルギー効率が求められる分野で大きな需要があります。



今後の展望

このRPCハイブリッドクーラーの技術は、電子機器の熱管理において新たな標準を確立
する可能性を秘めています。将来的には、スマートフォン、ノートPC、データセンター
のサーバー、さらには電気自動車のバッテリーやパワーエレクトロニクスなど、幅広い
高発熱デバイスへの応用が期待されます。今後、製造プロセスのスケールアップ、材料
の長期安定性評価、および様々な環境条件下での性能最適化が研究開発の焦点となるで
しょう。この技術は、エネルギー効率の向上とデバイスの信頼性強化を通じて、持続可
能なテクノロジーの発展に大きく貢献すると考えられます。

元記事: https://pubs.acs.org/iecred/article/doi/10.1021/acs.iecr.6c01910/5249752/A-Highly-Efficient-

Hybrid-Cooler-with-Radiative

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/iecred/article/doi/10.1021/acs.iecr.6c01910/5249752/A-Highly-Efficient-Hybrid-Cooler-with-Radiative
https://pubs.acs.org/iecred/article/doi/10.1021/acs.iecr.6c01910/5249752/A-Highly-Efficient-Hybrid-Cooler-with-Radiative


#22 熱電発電機、銅フォーム/パラフィンワックス複合ヒ
ートシンクとの相乗熱管理で発電量向上

概要

本研究は、半田付けされた銅フォーム/パラフィンワックス複合ヒートシンクとの相乗
熱管理により、熱電発電機（TEG）の発電量を向上させることに焦点を当てていま
す。界面熱抵抗を低減し、冷側放熱を改善することで、TEG性能が大幅に向上しまし

た。銅フォームヒートシンクをSnBi半田でTEG冷側に直接半田付けすることにより、強
力な接合と放熱効率の向上が実現され、これは排熱回収アプリケーションにとって極
めて重要です。

公開日 2026年08月10日  The Royal Society of Chemistry  イギリス



詳細

主要成果

本研究は、熱電発電機（TEG）の発電量を、半田付けされた銅フォーム/パラフィンワッ
クス複合ヒートシンクを用いた相乗的な熱管理戦略によって向上させることに成功しま
した。この革新的なアプローチにより、TEGの性能が顕著に向上し、排熱回収アプリケ
ーションにおいて極めて重要な進歩をもたらします。

技術・臨床詳細

TEGの出力電力は、熱電素子間の温度差の二乗に比例するため、温度差を最大化するこ
とが発電性能向上の鍵となります。本研究では、この原理に基づき、特にTEGの冷側に
おける熱放散効率を向上させることに注力しました。具体的には、銅フォームヒートシ
ンクをSnBi（スズ-ビスマス）半田を用いてTEGの冷側に直接半田付けしました。この直
接半田付け技術は、TEGとヒートシンク間の界面熱抵抗を大幅に低減し、熱伝達経路を
最適化します。さらに、銅フォームは高い熱伝導率と広範な表面積を持ち、パラフィン
ワックスとの複合化により、熱エネルギー貯蔵と効率的な熱拡散を両立させます。これ
により、冷側からの熱を迅速かつ効率的に除去できるようになり、TEG全体の温度差が
増大し、結果として発電量が飛躍的に向上しました。

背景・業界文脈

排熱回収は、産業効率の向上と持続可能なエネルギーシステムの構築において、ますま
す重要になっています。熱電発電機は、可動部品がなく、静かで信頼性の高い排熱回収
技術として注目されていますが、その低い変換効率が普及の大きな障壁となっていまし
た。変換効率を向上させるためには、材料自体の性能向上に加え、効果的な熱管理、特
にTEGの高温側と低温側の温度差を最大化する設計が不可欠です。本研究は、熱管理戦
略の最適化を通じて、この効率の課題に対処するものであり、TEGの実用化を加速させ
る上で重要な意味を持ちます。



今後の展望

この銅フォーム/パラフィンワックス複合ヒートシンクを用いた熱管理技術は、自動車
の排熱回収、産業排熱の利用、データセンターの冷却システム、さらにはウェアラブル
デバイスの電力供給など、幅広い分野でTEGの応用可能性を拡大するでしょう。今後
は、複合ヒートシンクの製造プロセスのスケールアップ、長期的な信頼性評価、および
様々な熱源条件下での性能最適化が重要な研究課題となります。この技術が広く導入さ
れることで、排熱エネルギーの有効活用が促進され、エネルギー効率の向上と環境負荷
の低減に大きく貢献することが期待されます。

元記事: https://pubs.rsc.org/tc/article/doi/10.1039/d6tc01471b/1285914/Enhanced-power-generation-

of-thermoelectric

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.rsc.org/tc/article/doi/10.1039/d6tc01471b/1285914/Enhanced-power-generation-of-thermoelectric
https://pubs.rsc.org/tc/article/doi/10.1039/d6tc01471b/1285914/Enhanced-power-generation-of-thermoelectric


#23 単層カーボンナノチューブクレイを用いた柔軟な有機
熱電発電機、ウェアラブル機器へ応用拡大

概要

本研究は、ドープされた単層カーボンナノチューブ（SWCNT）クレイをベースにした
最適化された相互接続を利用する、柔軟な有機熱電発電機（OTEG）を提示していま
す。これらのカーボンナノチューブベースの熱電材料は、形状変形可能で再構成可能

な特性を持ち、複雑な表面に適合する柔軟なOTEG設計に有望です。研究は、デバイス
レベルの出力と実際のウェアラブル条件との関係を調査し、分子ドーピング、繊維統
合、テキスタイル構造、ウェアラブルデバイスにおける顕著な進歩を強調していま

す。5対のp–n熱電ペアを持つ初期OTEGは、温度差の増加とともに出力電圧と電力を増
加させました。

公開日 2026年08月09日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

本研究は、ドープされた単層カーボンナノチューブ（SWCNT）クレイを基盤とする最
適化された相互接続を利用した、柔軟な有機熱電発電機（OTEG）の開発を発表しまし
た。このOTEGは、その形状変形可能で再構成可能な特性により、複雑な表面にも適合
するウェアラブルデバイスへの応用を大きく進展させるものです。

技術・臨床詳細

OTEGの発電能力は、熱電材料を構成するドープされたSWCNTクレイの高性能に依存し
ています。SWCNTは、その優れた電気的・熱的特性から、熱電変換材料として大きな
注目を集めていますが、本研究では、分子ドーピング技術を最適化することで、キャリ
ア濃度を精密に制御し、熱電性能指数（ZT値）を向上させています。特に、OTEGは5対
のp–n熱電ペアで構成されており、温度差が増加するにつれて、出力電圧と出力電力が
着実に増加することが実験的に確認されました。柔軟な"クレイ"状の形態は、従来の硬
質な熱電材料とは異なり、生体表面や衣服のような不規則な形状にも密着し、効率的な
熱回収を可能にします。この"クレイ"は、繊維統合技術やテキスタイル構造への組み込
みを通じて、ウェアラブル電子機器の新たな可能性を開きます。

背景・業界文脈

ウェアラブルデバイス、IoTセンサー、そしてフレキシブルエレクトロニクスの需要が
拡大する中で、これらのデバイスに電力を供給するための持続可能で柔軟なエネルギー
源が求められています。体温、環境温度差、排熱など、微細な熱エネルギーを電力に変
換する熱電発電は、バッテリー交換の手間を省き、持続的な電力供給を可能にする有望
な技術です。しかし、従来の熱電材料は硬く、複雑な表面に適用することが困難でし
た。カーボンナノチューブベースの柔軟な熱電材料は、この課題を解決し、ウェアラブ
ル機器の新たな設計自由度と機能性を実現する鍵となります。



今後の展望

この柔軟なOTEGは、スマートウォッチ、ヘルスケアモニター、スマートテキスタイ
ル、軍事用ウェアラブルなど、多岐にわたるウェアラブルデバイスの自律電源として革
新をもたらすでしょう。本研究で示された分子ドーピング、繊維統合、およびテキスタ
イル構造における進歩は、より高効率で実用的なOTEGの実現に向けた重要なステップ
です。今後は、OTEGの長期的な耐久性、製造コストの最適化、および様々な環境条件
や生理学的条件下での性能評価が研究の焦点となります。この技術は、パーソナルエレ
クトロニクスにおけるエネルギーハーベスティングの未来を形作る可能性を秘めていま
す。

元記事: https://www.mdpi.com/1996-1073/19/15/3626

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/1996-1073/19/15/3626


#24 エントロピー駆動型マルチドーパント相乗効果が固体
電池のLi|LLZO界面を強化し、高性能化へ

概要

本速報論文は、エントロピー駆動型マルチドーパント相乗効果が、固体電池の
Li|Li7La3Zr2O12 (LLZO) 界面を強化する可能性を探求しています。この研究は、高性能
な全固体電池の開発に不可欠な、高エントロピーガーネット材料がリチウム金属界面

および臨界電流密度に与える影響に焦点を当てています。分子動力学シミュレーショ
ンを用いてこれらの界面を理解し最適化することで、固体電解質の性能と安定性にお
ける課題解決を目指します。

公開日 2026年08月06日  ChemRxiv  不明



詳細

主要成果

本速報論文は、エントロピー駆動型マルチドーパント相乗効果が、全固体電池における
リチウム（Li）とLi7La3Zr2O12 (LLZO) 電解質の界面を堅牢に強化する可能性を深く掘り
下げています。この研究は、高エントロピーガーネット材料の導入が、リチウム金属界
面の安定性と臨界電流密度に与える影響を明らかにすることで、高性能固体電池の実現
に向けた重要な知見を提供します。

技術・臨床詳細

全固体電池の主要な課題の一つは、リチウム金属アノードと固体電解質間の界面でのデ
ンドライト形成と高い界面抵抗です。本研究では、分子動力学（MD）シミュレーショ
ンを駆使して、高エントロピーガーネット材料における複数のドーパント元素の相乗的
な作用が、Li|LLZO界面の安定性とリチウムイオン輸送をどのように改善するかを詳細に
解析しました。複数のドーパントが共存することで、材料全体のエントロピーが増加
し、結晶構造が安定化するとともに、リチウムイオンの拡散経路が最適化されます。こ
れにより、界面でのリチウムデンドライトの成長が抑制され、より高い臨界電流密度
（CCD）での安定したバッテリー動作が可能になります。MDシミュレーションは、原
子レベルでの界面構造、イオン移動メカニズム、および欠陥挙動を理解するための強力
なツールとして機能しました。

背景・業界文脈

全固体電池は、高いエネルギー密度、安全性、長寿命といった点で、現在のリチウムイ
オン電池に代わる次世代バッテリー技術として大きな期待が寄せられています。しか
し、固体電解質と電極間の界面抵抗の高さや、リチウム金属アノードの安定性の問題
が、実用化に向けた主要な障壁となっています。特にLLZOガーネット系固体電解質
は、高いイオン伝導性から注目されていますが、その界面特性の改善が不可欠でした。
マルチドーパント戦略や高エントロピー設計は、材料の安定性と性能を同時に向上させ
る新たなアプローチとして、近年活発に研究されています。



今後の展望

このエントロピー駆動型マルチドーパント戦略は、高性能な全固体電池の開発を加速さ
せる上で非常に有望です。Li|LLZO界面の安定化と臨界電流密度の向上は、全固体電池の
サイクル寿命と安全性に直接影響を与え、電気自動車、ポータブル電子機器、定置型エ
ネルギー貯蔵システムなど、幅広い応用分野での普及を促進するでしょう。今後は、シ
ミュレーション結果の実験的検証、大規模生産プロセスの開発、および実際のバッテリ
ーセルでの長期的な性能評価が重要な研究課題となります。この技術は、持続可能なエ
ネルギー社会の実現に不可欠な次世代バッテリー技術の基盤となる可能性を秘めていま
す。

元記事: https://chemrxiv.org/doi/abs/10.26434/chemrxiv.15007100/v1

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://chemrxiv.org/doi/abs/10.26434/chemrxiv.15007100/v1


#25 英国YASAが政府資金獲得、「Project Resilience」で
レアアースフリー軸方向磁束モーター開発へ

概要

英国YASAは、レアアースフリーおよび重レアアースフリーの軸方向磁束電動モーター
技術を開発する「Project Resilience」のために、英国政府からの資金を確保しました。
この取り組みは、地政学的に敏感なレアアース材料への依存を減らしつつ、将来の電

気自動車（EV）およびハイブリッド車の性能とコスト要件を満たすことを目指してい
ます。YASAは、重レアアースフリー永久磁石モーター設計と、完全レアアースフリー
軸方向磁束モーター技術の両方を開発する計画です。

公開日 2026年08月11日  Autocar Professional Bureau  イギリス



詳細

主要成果

英国に拠点を置く電動モーターメーカーのYASA社は、レアアースフリーおよび重レア
アースフリーの軸方向磁束電動モーター技術を開発する「Project Resilience」のため
に、英国政府からの資金を確保しました。この画期的なプロジェクトは、地政学的リス
クの高いレアアース材料への依存度を低減しつつ、将来の電気自動車（EV）およびハイ
ブリッド車の厳しい性能とコスト要件を満たすことを目標としています。

技術・臨床詳細

Project Resilienceの核心は、YASAが培ってきた先進的な軸方向磁束モーター技術を、レ
アアース材料なしで、または重レアアース元素の使用を大幅に削減して実現することに
あります。具体的には、重レアアースフリー永久磁石モーター設計と、完全にレアアー
スフリーの軸方向磁束モーター技術の両方の開発を目指します。重レアアースは、高温
環境下での磁力保持能力を高めるために通常使用されますが、その供給は特定の地域に
集中しており、価格変動や供給途絶のリスクが高いという課題がありました。YASAの
技術は、革新的な磁石材料組成とモーター構造設計を組み合わせることで、レアアース
の使用量を最小限に抑えつつ、EVに求められる高トルク密度、高効率、コンパクト性を
維持することを目指します。これにより、モーターの持続可能性とコスト安定性が向上
し、EVメーカーがより競争力のある製品を市場に投入できるようになります。

背景・業界文脈

世界の自動車産業は、電動化へと急速に移行しており、高性能で信頼性の高い電動モー
ターの需要が爆発的に増加しています。同時に、電気自動車のモーターに不可欠な永久
磁石の主要材料であるレアアースは、その採掘・精製に伴う環境負荷と、特定の国への
供給集中という地政学的リスクから、サプライチェーンの脆弱性が懸念されています。
英国政府は、この問題に対処するため、国内でのレアアースフリー技術開発を積極的に
支援し、サプライチェーンの強靭化と脱炭素社会への移行を加速させる戦略を進めてい
ます。



今後の展望

YASAのProject Resilienceは、レアアースフリーモーター技術の実用化を加速させ、EV産
業全体に大きな影響を与えるでしょう。この技術が成功すれば、レアアースの供給不安
や価格変動リスクから解放され、より安価で持続可能なEVの生産が可能になります。こ
れは、EVの普及をさらに促進し、世界の脱炭素化目標達成に貢献します。今後は、開発
されたモーターの性能評価、耐久性試験、そして量産体制の確立が重要なステップとな
ります。YASAは、この技術を通じて、電動パワートレイン市場におけるリーダーシッ
プをさらに強化し、持続可能なモビリティの未来を牽引することが期待されます。

元記事: https://www.autocarpro.in/news/yasa-secures-uk-funding-for-rare-earth-free-axial-flux-motor-

development-134040

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.autocarpro.in/news/yasa-secures-uk-funding-for-rare-earth-free-axial-flux-motor-development-134040
https://www.autocarpro.in/news/yasa-secures-uk-funding-for-rare-earth-free-axial-flux-motor-development-134040


#26 ロジウムカルコゲナイドナノ結晶が多形性と次元性を
実現、電子的特性と相選択的合成の基礎確立

概要

本速報論文は、ロジウムカルコゲナイドナノ結晶の多形性と次元性を探求し、前駆体
の選択と合成温度が相選択的合成を可能にすることを示しています。分析により、
様々なナノ結晶サンプルの組成と相純度が確認され、密度汎関数理論計算は、二元ロ

ジウムカルコゲナイドの金属特性を明らかにしました。研究はまた、異なるRhCh2多
形体（Ch = Se, Te）の相対的安定性を解明し、それらの構造依存的特性の探索と、相
および次元選択的合成の実現のための基礎を確立しました。

公開日 2026年08月06日  ChemRxiv  不明



詳細

主要成果

本速報論文は、ロジウムカルコゲナイドナノ結晶の多形性と次元性を詳細に探求し、前
駆体材料の選択と合成温度の精密な制御が、特定の相構造と次元性を持つナノ結晶の選
択的合成を可能にすることを実証しました。この研究は、これらの材料の構造依存的特
性を探求し、将来的な相および次元選択的合成の実現に向けた重要な基礎を築きます。

技術・臨床詳細

研究者たちは、様々なロジウムカルコゲナイドナノ結晶（RhCh2, Ch = Se, Te）サンプ
ルの組成と相純度を、X線回折（XRD）や透過型電子顕微鏡（TEM）などの高度な分析
手法を用いて確認しました。さらに、密度汎関数理論（DFT）計算を実施し、二元ロジ
ウムカルコゲナイドが金属特性を示すことを明らかにしました。これは、これらの材料
が導電性を示し、電気化学触媒や電子デバイスへの応用が期待されることを意味しま
す。本研究は、異なるRhCh2多形体（同一組成で異なる結晶構造を持つ材料）の相対的
安定性を解明し、特定の合成条件がどのように特定の結晶相を優先的に形成させるかを
明らかにしました。この知識は、望ましい電子的特性や触媒特性を持つナノ結晶を精密
に設計・合成する上で不可欠です。

背景・業界文脈

ナノ結晶は、そのサイズ、形状、組成、結晶相に強く依存する独自の物理化学的特性を
示すため、エネルギー変換、触媒、電子工学など、多くの分野で大きな注目を集めてい
ます。特に、遷移金属カルコゲナイドは、その多様な構造と調整可能な電子的特性か
ら、次世代デバイスの構成要素として研究が活発に行われています。しかし、特定の結
晶相や次元性を持つナノ結晶を、選択的に、かつ再現性高く合成することは、依然とし
て大きな課題でした。この課題を克服することは、材料の性能を最適化し、実用化を加
速させる上で極めて重要です。



今後の展望

このロジウムカルコゲナイドナノ結晶に関する研究は、基礎科学的な理解を深めるだけ
でなく、実用的な応用への道も開きます。相および次元選択的合成の実現は、例えば、
高性能な電極触媒、超小型電子デバイス、光検出器などの開発に直接貢献するでしょ
う。将来的には、これらのナノ結晶をベースとした新しい触媒システムの設計、エネル
ギー貯蔵デバイスへの応用、およびスピンベースの量子技術への展開が期待されます。
また、他の遷移金属カルコゲナイドシステムにも同様の設計原理を適用することで、材
料科学における新たな発見が加速される可能性を秘めています。

元記事: https://chemrxiv.org/doi/abs/10.26434/chemrxiv.15007096/v1

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://chemrxiv.org/doi/abs/10.26434/chemrxiv.15007096/v1


#27 RMIT大学、次世代相変化材料の博士課程研究を発
表、エネルギー効率とバッテリー技術を革新

概要

RMIT大学の博士課程研究が、エネルギー効率の向上と将来のバッテリー技術を推進す
るための次世代相変化材料（PCM）に焦点を当てた成果を発表しました。主要な調査
分野には、熱エネルギー貯蔵、バッテリー熱管理システム、ナノエンジニアリング

PCM、および太陽熱温水器やバッテリー冷却システムへの応用が含まれます。また、
PCMの性能と応用をさらに最適化するために、機械学習が研究に組み込まれていま
す。

公開日 2026年08月06日  RMIT University - Figshare  オーストラリア



詳細

主要成果

RMIT大学の博士課程研究が、エネルギー効率を大幅に向上させ、将来のバッテリー技
術を革新するための「次世代相変化材料（PCM）」に関する重要な成果を発表しまし
た。この研究は、PCMの熱エネルギー貯蔵、バッテリー熱管理システム、ナノエンジニ
アリングPCM、および太陽熱温水器やバッテリー冷却システムへの応用といった分野を
深く掘り下げています。

技術・臨床詳細

この博士課程研究では、従来のPCMが抱える課題（例えば、低い熱伝導率、液漏れ、長
期安定性）を克服するために、ナノエンジニアリング技術を応用したPCMの開発に重点
が置かれました。具体的には、ナノ粒子やナノ繊維をPCMに組み込むことで、熱伝達特
性を向上させ、相転移時の体積変化を制御し、材料の耐久性を高める手法が探求されま
した。これにより、太陽熱温水器における温水供給の安定化や、電気自動車（EV）バッ
テリーにおける熱暴走防止と寿命延長に貢献するPCMが設計されました。さらに、この
研究では機械学習の手法を導入し、PCMの組成、構造、および性能特性間の複雑な関係
をモデル化することで、最適なPCMの設計と応用条件を効率的に特定しました。機械学
習による最適化は、試行錯誤の実験を大幅に削減し、開発プロセスを加速させる上で重
要な役割を果たしました。

背景・業界文脈

エネルギー効率の向上とクリーンエネルギー技術の発展は、今日の地球規模課題の中心
にあります。熱エネルギー貯蔵は、再生可能エネルギー源（太陽光、風力）の変動性を
補い、エネルギー利用の柔軟性を高める上で不可欠な技術です。PCMは、その高い潜熱
容量と比較的狭い温度範囲での効率的な熱貯蔵能力から、この分野で大きな可能性を秘
めています。また、EVの普及に伴い、バッテリーの安全で効率的な熱管理は、その性能
と寿命を決定する重要な要素となっています。ナノエンジニアリングと機械学習の融合
は、これらの課題に対する革新的な解決策を提供し、材料科学における新たなフロンテ
ィアを開拓するものです。



今後の展望

RMIT大学のこの研究成果は、次世代PCMの設計と応用において、画期的な進歩を遂げ
たことを示しています。将来的には、この技術が太陽エネルギーシステム、高効率ヒー
トポンプ、電子機器の熱管理、そして電気自動車のバッテリーシステムなど、幅広い分
野で実用化されることが期待されます。機械学習による設計最適化のアプローチは、新
素材開発の効率を飛躍的に向上させ、より持続可能で高性能なエネルギー貯蔵ソリュー
ションの市場投入を加速させるでしょう。これにより、エネルギー消費の削減と持続可
能な社会の実現に大きく貢献することが期待されます。

元記事: https://research-repository.rmit.edu.au/articles/thesis/Next-

Generation_Phase_Change_Materials_PCMs_for_Enhancing_Energy_Efficiency_and_Advancing_Future_Battery_T

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://research-repository.rmit.edu.au/articles/thesis/Next-Generation_Phase_Change_Materials_PCMs_for_Enhancing_Energy_Efficiency_and_Advancing_Future_Battery_Technologies/33159455
https://research-repository.rmit.edu.au/articles/thesis/Next-Generation_Phase_Change_Materials_PCMs_for_Enhancing_Energy_Efficiency_and_Advancing_Future_Battery_Technologies/33159455


#28 IEEEが「脱焦点耐性」立方体メタレンズを発表、薄型
光学系でカメラの常時シャープ化を実現

概要

新しい計算イメージングアプローチは、超薄型の「メタレンズ」を活用し、カメラが
距離の変化にかかわらず常にシャープな画像を維持できるようにします。この多層メ
タマテリアル設計は、複数の波長に焦点を合わせ、偏光に依存しないため、スマート

フォン、ドローン、衛星のイメージングを革新し、性能を犠牲にすることなく光学系
を小型化します。本研究は、レンズと波面コーディング位相マスクを単一の超薄型メ
タサーフェスに統合した「脱焦点耐性」立方体メタレンズを発表しています。

公開日 2026年08月12日  Facebook (citing IEEE)  中国



詳細

主要成果

計算イメージングの新しいアプローチとして、超薄型の「メタレンズ」を利用すること
で、カメラが距離の変化に左右されず、常にシャープな画像を維持できるようになりま
した。この多層メタマテリアル設計は、複数の波長に焦点を合わせることができ、さら
に偏光にも依存しないため、スマートフォン、ドローン、衛星などのイメージング技術
に革命をもたらし、性能を犠牲にすることなく光学系を大幅に小型化します。

技術・臨床詳細

本研究で発表されたのは、レンズ機能と波面コーディング位相マスクを単一の超薄型メ
タサーフェスに統合した「脱焦点耐性（defocus-resistant）」立方体メタレンズです。
このメタレンズは、ナノスケールの構造を用いて光を精密に操作することで、焦点深度
の限界を克服します。従来のカメラは、被写体までの距離が変化すると機械的に焦点を
合わせ直す必要がありましたが、このメタレンズは、広範囲の距離にわたって自動的に
シャープな画像を生成します。具体的には、入射光の波長や偏光状態にほとんど影響さ
れず、安定した性能を発揮します。これは、生体医療画像処理、マシンビジョン、自動
運転など、多様なアプリケーションにおいて、リアルタイムかつ高精度な画像取得が求
められる分野で極めて重要な進歩となります。

背景・業界文脈

現代の電子機器、特にモバイルデバイスや航空宇宙機器では、小型化、軽量化、省電力
化が常に求められています。しかし、従来のカメラの光学系は、レンズの物理的な厚み
や複数のレンズを組み合わせる構造が、これらの要求を満たす上での大きな障壁となっ
ていました。メタレンズ技術は、サブ波長構造を用いて光を制御することで、従来の光
学系では不可能だった極薄・平面化を実現する次世代技術として注目されています。特
に、焦点合わせのメカニズムを簡素化し、あるいは不要にすることは、デバイスの堅牢
性を高め、製造コストを削減する上で非常に大きな意味を持ちます。



今後の展望

この「脱焦点耐性」立方体メタレンズは、カメラ技術の未来を大きく変える可能性を秘
めています。例えば、スマートフォンのカメラは、さらに薄型化され、耐衝撃性も向上
するでしょう。ドローンや衛星に搭載されるカメラは、小型化・軽量化によりペイロー
ドの制約が緩和され、より多様なミッションが可能になります。医療分野では、より小
型で高解像度の内視鏡やイメージングプローブの開発に貢献するかもしれません。今後
は、材料の選択肢の拡大、製造プロセスのスケールアップ、および様々な環境条件や応
用シナリオにおける性能最適化が重要な研究課題となるでしょう。この技術は、光学系
設計における新たな自由度を提供し、革新的なイメージングデバイスの創出を加速させ
ることが期待されます。

元記事: https://www.facebook.com/PhotonicsSociety/posts/a-new-approach-to-computational-imaging-

could-help-cameras-stay-sharp-across-cha/1364393099236599/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/PhotonicsSociety/posts/a-new-approach-to-computational-imaging-could-help-cameras-stay-sharp-across-cha/1364393099236599/
https://www.facebook.com/PhotonicsSociety/posts/a-new-approach-to-computational-imaging-could-help-cameras-stay-sharp-across-cha/1364393099236599/


#29 Sr修飾BaTiO3複合ナノ発電機、柔軟性と自己給電能
力でヒューマン・マシン・インタラクションを強化

概要

本研究は、柔軟なヒューマン・マシン・インタラクション（HMI）のためのストロン
チウム修飾BaTiO3複合ナノ発電機に焦点を当てています。チタン酸ジルコン酸鉛
（PZT）は優れた圧電特性を持つものの、その脆性と毒性がウェアラブルシステムでの

使用を制限するため、鉛フリー代替品としてのBaTiO3の研究が広く進められていま
す。この研究は、15 wt%の複合材料比率で約60 Vの最大ピーク・トゥ・ピーク電圧を
示す、柔軟なBSRTベース圧電ナノ発電機の電気出力特性を評価しています。

公開日 2026年08月10日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

本研究は、柔軟なヒューマン・マシン・インタラクション（HMI）アプリケーション向
けに、ストロンチウム修飾BaTiO3複合ナノ発電機を開発したことを発表しました。この
柔軟な圧電ナノ発電機は、15 wt%の複合材料比率において、約60 Vの最大ピーク・ト
ゥ・ピーク電圧を生成する能力を実証し、自己給電型ウェアラブルシステムへの道を開
きます。

技術・臨床詳細

圧電性材料は、機械的なひずみを電気信号に、またはその逆に変換する特性を持ち、セ
ンサーやアクチュエータ、エネルギーハーベスティングデバイスに応用されます。従来
の高性能圧電材料であるチタン酸ジルコン酸鉛（PZT）は優れた圧電特性を持つもの
の、その脆さと毒性（鉛含有）が、生体と接触するウェアラブルデバイスや柔軟なHMI
システムでの使用を制限してきました。この課題に対処するため、研究チームは鉛フリ
ーの代替材料としてチタン酸バリウム（BaTiO3）に着目し、これをストロンチウム
（Sr）で修飾することで、その圧電性能と柔軟性を向上させました。BaTiO3の圧電特性
は、Srの導入によって結晶構造が調整され、圧電応答が最適化されます。複合材料はポ
リマーマトリックスとBaTiO3のナノ構造体を組み合わせることで、優れた柔軟性と機械
的堅牢性を両立し、人体からの微細な動きや圧力から効率的に電力を生成できます。

背景・業界文脈

近年、ウェアラブルデバイス、IoTセンサー、スマートホーム技術の急速な発展に伴
い、バッテリー交換や充電の手間を必要としない自己給電型デバイスへの需要が高まっ
ています。圧電ナノ発電機は、環境振動や人間の動きといった身近な機械エネルギーを
電力に変換できるため、このニーズを満たす有望なソリューションです。特に、柔軟性
と鉛フリーであることは、皮膚に直接装着されるヘルスケアデバイスや、環境に配慮し
た産業用アプリケーションにおいて不可欠な特性となります。本研究は、PZTに代わる
高性能な鉛フリー柔軟圧電材料を開発することで、HMIデバイスの普及と持続可能性に
貢献します。



今後の展望

このストロンチウム修飾BaTiO3複合ナノ発電機は、自己給電型ウェアラブルセンサー、
電子皮膚、触覚フィードバックシステム、そして医療用インプラントなど、幅広い柔軟
なHMIアプリケーションにおいて大きな可能性を秘めています。約60 Vの出力電圧は、
多くの低消費電力電子回路を直接駆動するのに十分なレベルです。今後は、複合材料の
さらなる最適化、製造プロセスのスケールアップ、および長期的な信頼性と生体適合性
に関する評価が重要な研究課題となるでしょう。この技術は、人と機械のより直感的で
シームレスな相互作用を実現し、スマートテクノロジーの新たな時代を切り開くことが
期待されます。

元記事: https://pubs.acs.org/acsodf/article/doi/10.1021/acsomega.6c01611/5251478/Strontium-

Modified-BaTiO3-Composite-Nanogenerators

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/acsodf/article/doi/10.1021/acsomega.6c01611/5251478/Strontium-Modified-BaTiO3-Composite-Nanogenerators
https://pubs.acs.org/acsodf/article/doi/10.1021/acsomega.6c01611/5251478/Strontium-Modified-BaTiO3-Composite-Nanogenerators


#30 コンパクト超音波トランスデューサー統合デュアルド
メインメタマテリアル「MiPAL」、超広帯域指向性オーデ
ィオ生成を実現

概要

研究者たちは、コンパクトな超音波トランスデューサーとデュアルドメインメタマテ

リアルを統合した「MiPAL」を開発し、高度な指向性オーディオ生成を実現しまし
た。MiPALは、単一の圧電ドライバーと共設計された音響メタサーフェスおよび弾性
メタユニットを使用することで、シンプルでコスト効率が高く、高度に統合されたア

ーキテクチャを実現します。実験により、MiPALが500 Hzから10 kHzの4オクターブ以
上にわたる超広帯域指向性サウンドを生成することが実証され、没入型オーディオや
拡張現実アプリケーションの基礎を築きます。

公開日 2026年08月07日  PMC  不明



詳細

主要成果

研究者たちは、コンパクトな超音波トランスデューサーとデュアルドメインメタマテリ
アルを革新的に統合したデバイス「MiPAL」（Micro-parametric Array Loudspeaker）を
開発し、超広帯域にわたる高度な指向性オーディオ生成を実現しました。これは、没入
型オーディオ体験と拡張現実（XR）アプリケーションの可能性を大きく広げるもので
す。

技術・臨床詳細

従来のパラメトリックアレイラウドスピーカーは、複雑な複数のドライバーアレイを必
要としましたが、MiPALは単一の圧電ドライバーと、独自に設計された音響メタサーフ
ェスおよび弾性メタユニットを組み合わせることで、シンプルかつコスト効率の高い、
高度に統合されたアーキテクチャを実現しています。音響メタサーフェスは、音波の伝
播を精密に制御し、超音波ビームを生成・変調する役割を担います。弾性メタユニット
は、構造的な安定性と振動特性の最適化に寄与します。これらのコンポーネントは、
SLA 3Dプリンティング技術とフォトレジストUV樹脂を用いて製造され、その精密な設
計がMiPALの高性能を支えています。実験の結果、MiPALは500 Hzから10 kHzという4オ
クターブ以上にわたる超広帯域において、高い指向性を持つサウンドを生成できること
が実証されました。これは、特定の聴取領域にのみ音を届け、他の領域には影響を与え
ない「プライベートオーディオ」の実現を可能にします。

背景・業界文脈

オーディオ技術、特に指向性スピーカーの分野では、特定の場所にのみ音を届けること
で、騒音を低減し、プライベートな聴取環境を提供することへのニーズが高まっていま
す。これは、オフィス環境、博物館、公共スペース、そして次世代の没入型エンターテ
インメント（VR/AR）において特に重要です。従来の指向性オーディオ技術は、音響レ
ンズや大規模なスピーカーアレイを用いることが多く、デバイスの大型化やコスト増加
が課題でした。メタマテリアル技術は、これらの課題を克服し、小型で高性能な音響デ
バイスを実現する可能性を秘めた、革新的なアプローチとして注目されています。



今後の展望

MiPALの登場は、オーディオ技術の応用に新たな地平を切り開くものです。没入型オー
ディオ体験の向上、拡張現実（XR）デバイスにおけるリアルな音響フィードバック、特
定の個人に向けた情報提供、そして騒音低減が求められる環境での効果的なサウンドマ
スキングなど、幅広いアプリケーションが期待されます。今後は、さらに広い周波数範
囲での指向性制御、出力音圧レベルの向上、そして製造コストの最適化が研究開発の焦
点となるでしょう。この技術は、音響デバイスの小型化と高性能化を促進し、未来のサ
ウンドインタラクションを再定義する可能性を秘めています。

元記事: https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC13385809/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC13385809/


#31 SDUのPOLIMA研究者がメタマテリアル国際会議で量
子プラズモニクス発表、グラフェンプラズモン応用に貢献

概要

第16回メタマテリアル、フォトニック結晶、プラズモニクス国際会議（META 2026）
がダブリンで開催され、南デンマーク大学（SDU）のPOLIMAセンターからP. André D.

Gonçalvesが「金属中の量子プラズモニクスとグラフェンプラズモンの新たな応用」と

題する招待講演を行いました。会議では、グラフェンCMOS互換メタサーフェスに基
づく中赤外反射率変調器、ガラスフォトニック結晶のナノスケール3Dプリンティン
グ、および高屈折率銀ナノ粒子メタマテリアルといったトピックがカバーされ、先端

フォトニクス研究を促進しました。

公開日 2026年08月14日  SDU (University of Southern Denmark)  デンマーク



詳細

主要成果

第16回メタマテリアル、フォトニック結晶、プラズモニクス国際会議（META 2026）が
アイルランドのダブリンで開催され、南デンマーク大学（SDU）のPOLIMAセンターか
らP. André D. Gonçalves氏が「金属中の量子プラズモニクスとグラフェンプラズモンの
新たな応用」と題する招待講演を行いました。この講演は、量子現象とプラズモニクス
を融合させることで、次世代の光デバイスを開発する可能性を提示するものでした。

技術・臨床詳細

ゴンサルベス氏の講演は、ナノスケールでの光と物質の相互作用を理解する上で重要な
量子プラズモニクスの進展に焦点を当てました。特に、金属ナノ構造におけるプラズモ
ンの量子的な振る舞いと、グラフェンなどの二次元材料におけるプラズモンの応用につ
いて詳細に解説しました。グラフェンプラズモンは、従来の金属プラズモンと比較し
て、光の閉じ込めと電気的なチューニング能力に優れるため、高性能な光変調器、セン
サー、およびテラヘルツデバイスへの応用が期待されています。会議では他にも、グラ
フェンベースのCMOS互換メタサーフェスを用いた中赤外反射率変調器、ガラスフォト
ニック結晶のナノスケール3Dプリンティングによる精密光学素子の製造、および高屈折
率銀ナノ粒子メタマテリアルの開発など、最先端の研究成果が発表されました。これら
の技術は、光の波長以下のスケールで光を制御し、新しい光機能性を創出することを可
能にします。

背景・業界文脈

メタマテリアル、フォトニック結晶、プラズモニクスは、既存の材料では不可能な光学
特性を実現する人工構造であり、次世代の光通信、センサー、イメージング、エネルギ
ー技術において革新をもたらすと期待されています。特に、量子効果を取り入れた「量
子プラズモニクス」は、光と物質の相互作用の限界を押し広げ、単一光子レベルでの光
制御を可能にするという点で、量子情報科学や量子コンピューティングへの応用も視野
に入れています。国際会議は、これらの分野の研究者たちが最新の知見を共有し、協力
関係を築くための重要なプラットフォームとなります。



今後の展望

META 2026で発表された研究成果は、ナノフォトニクスと量子技術の融合がもたらす未
来のデバイス開発に貢献するでしょう。グラフェンプラズモンに基づくデバイスは、よ
り高速で効率的な光変調器やセンサーを可能にし、情報処理能力の向上に寄与します。
ナノスケール3Dプリンティング技術は、複雑な光回路の製造を簡素化し、カスタム光学
素子の開発を加速させます。今後、これらの技術が実用化されることで、光通信の高速
化、量子デバイスの性能向上、そして新しい診断・治療技術の創出が期待されます。国
際的な連携を通じて、これらの革新的な材料と技術の進展がさらに加速されることでし
ょう。

元記事: https://www.sdu.dk/en/forskning/polima/news/16th-international-conference-on-

metamaterials-photonic-crystals-and-plasmonics

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sdu.dk/en/forskning/polima/news/16th-international-conference-on-metamaterials-photonic-crystals-and-plasmonics
https://www.sdu.dk/en/forskning/polima/news/16th-international-conference-on-metamaterials-photonic-crystals-and-plasmonics


#32 L&T社がインドでのレアアース磁石生産を視野に、政
府インセンティブ制度活用で国内サプライチェーン構築へ

32_L&T社がインドでのレアアース磁石生産を視野に、政府インセンティブ制度活用で国内サ
プライチェーン構築

概要

Larsen & Toubro (L&T)社は、インド国内でのレアアース永久磁石製造への参入を計画

しており、政府のインセンティブプログラムを活用して国内サプライチェーンを確立
する準備を進めています。インド政府は、焼結レアアース永久磁石の製造を促進する
ため、総額728億ルピー（約1000億円）のインセンティブ制度を設け、5つの受益者に

年間6,000トン（TPA）の生産能力を目指しています。これらの磁石は、EVモーター、
風力タービン、産業用ロボット、航空宇宙、防衛機器にとって不可欠な部品です。

公開日 2026年08月12日  Chemical Industry Digest (citing manufacturingtodayindia.com)  イン
ド



詳細

主要成果

インドの大手エンジニアリング・建設企業であるLarsen & Toubro (L&T)社は、インド国
内でのレアアース永久磁石製造への参入を計画しており、政府のインセンティブプログ
ラムを活用して、この戦略的に重要な材料の国内サプライチェーンを確立する準備を進
めています。この動きは、インドの製造業基盤を強化し、主要な技術への外部依存を減
らすという国家目標に合致するものです。

技術・臨床詳細

L&Tが参入を検討している焼結レアアース永久磁石は、ネオジム鉄ボロン（NdFeB）磁
石などが代表的であり、電気自動車（EV）のモーター、風力タービン、産業用ロボッ
ト、航空宇宙、防衛機器といった高性能アプリケーションにおいて不可欠なコンポーネ
ントです。インド政府が提供する総額728億ルピーのインセンティブ制度は、5つの選定
された受益者に対して、年間合計6,000トン（TPA）の生産能力を目標としています。こ
の制度は、国内での採掘から精錬、そして最終製品である磁石の製造までの一貫したサ
プライチェーン構築を後押しするものです。これにより、インドは、レアアース磁石の
輸入依存度を大幅に低減し、世界的なサプライチェーンの変動リスクに対する耐性を高
めることができます。また、日本を拠点とするProterial社も、アンドラプラデーシュ州
にレアアース永久磁石施設の建設を計画しており、インドのレアアース磁石産業への関
心の高まりを示しています。

背景・業界文脈

世界の多くの国々が、サプライチェーンの強靭化と特定の材料への外部依存度の低減を
国家戦略として掲げています。レアアース永久磁石は、現代の先進技術において極めて
重要な役割を果たす一方で、その供給が特定の地域に集中しているため、地政学的なリ
スクや価格変動の影響を受けやすいという課題がありました。インド政府は、国内製造
業を強化し、経済安全保障を確保するために、「Make in India」政策の一環として、レ
アアース磁石のような重要材料の国内生産を積極的に推進しています。これにより、イ
ンドは電気自動車や再生可能エネルギーといった成長分野での自立性を高めることを目
指しています。



今後の展望

L&T社のような大手企業がレアアース永久磁石の国内生産に参入することは、インドの
産業構造に大きな変化をもたらすでしょう。これにより、国内の製造技術と雇用が促進
され、インドのグローバルなサプライチェーンにおける戦略的地位が向上します。EV、
再生可能エネルギー、防衛といった分野の成長を強力に後押しし、インドの脱炭素化と
経済発展に貢献することが期待されます。今後は、技術開発、品質管理、そして国際競
争力のあるコスト構造の確立が、この取り組みの成功を左右する重要な要素となるでし
ょう。インドがレアアース磁石の主要生産国の一つとなる可能性を秘めています。

元記事: https://chemindigest.com/lt-eyeing-rare-earth-magnet-production-in-india/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://chemindigest.com/lt-eyeing-rare-earth-magnet-production-in-india/


#33 超高速レーザークラッド法で製造したAlCoCrFeNi高
エントロピー合金コーティング、走査出力が耐食性を制御

概要

本論文は、AlCoCrFeNi高エントロピー合金（HEA）コーティングの微細構造と電気化
学的耐食性に対するレーザー走査出力の影響を調査しています。これらのHEAコーテ
ィングは、超高速レーザークラッド法（EHLC）によって製造され、過酷な環境下での

海洋工学機器の腐食防止に有望な候補です。研究では、XRDとSEMを用いてコーティ
ングの微細構造を、3.5% NaCl溶液中での電気化学的測定を通じてその耐食性を評価し
ています。

公開日 2026年08月12日  ICCK (International Conference on Corrosion & Coating)  不明



詳細

主要成果

本論文は、AlCoCrFeNi高エントロピー合金（HEA）コーティングの微細構造および電気
化学的耐食性に対するレーザー走査出力の影響を詳細に調査しました。この研究は、超
高速レーザークラッド法（EHLC）で製造されたこれらのHEAコーティングが、過酷な環
境に晒される海洋工学機器の腐食防止に極めて有望な材料であることを示しています。

技術・臨床詳細

研究チームは、超高速レーザークラッド法（EHLC）という先進的な表面改質技術を用
いて、AlCoCrFeNi HEAコーティングを基材上に形成しました。このEHLCプロセスは、
高いレーザー走査速度と比較的低い熱入力で材料を溶融・再凝固させることで、微細で
均一な組織を持つコーティングを形成できます。本研究では、異なるレーザー走査出力
がコーティングの結晶構造（XRDで評価）と表面形態（SEMで評価）にどのように影響
するかを解析しました。さらに、3.5% NaCl溶液中での電気化学的測定（例：分極曲
線、電気化学インピーダンス分光法）を通じて、HEAコーティングの耐食性を評価しま
した。その結果、特定の走査出力条件下で形成されたコーティングが、最も緻密な微細
構造と優れたパッシベーション能力を示し、結果として最高の耐食性を発揮することが
明らかになりました。これは、合金組成だけでなく、製造プロセス条件が最終的な材料
特性に決定的な影響を与えることを示唆しています。

背景・業界文脈

海洋環境、化学プラント、高温高圧環境など、過酷な条件下で使用される金属部品は、
腐食、摩耗、疲労といった問題に常に直面しており、その寿命と信頼性の向上が産業界
の大きな課題です。高エントロピー合金（HEA）は、そのユニークな組成と結晶構造か
ら、優れた機械的特性と耐食性を持つ次世代材料として近年注目を集めています。特
に、表面にHEAコーティングを施すことで、既存の材料の性能を向上させるアプローチ
は、コスト効率が高く、幅広い応用が期待されます。レーザークラッド法は、このよう
な高機能コーティングを形成するための効果的な手法として進化を続けています。



今後の展望

このAlCoCrFeNi HEAコーティングは、海洋工学機器（船舶部品、オフショア構造物）、
化学処理装置、航空宇宙部品など、腐食や摩耗が懸念される高機能分野での応用が期待
されます。レーザー走査出力の精密な制御により、特定の環境要求に合わせたコーティ
ング特性のカスタマイズが可能になるでしょう。今後は、様々な基材への適用可能性、
大規模製造プロセスにおけるEHLCの最適化、および実環境下での長期的なフィールド
テストが重要な研究課題となります。この技術は、高機能材料の表面保護において、持
続可能で経済的な解決策を提供し、産業インフラの寿命延長と信頼性向上に大きく貢献
する可能性を秘めています。

元記事: https://www.icck.org/article/abs/jmde.2025.161346

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.icck.org/article/abs/jmde.2025.161346


#34 Sb2S3相転移で33.5nmのBIC共振シフト、チューナブ
ル増幅フォトルミネッセンスと単一光子放出を実現するア
クティブメタサーフェス

概要

本研究は、可視領域でチューナブルなBound States in the Continuum (BIC) 共振をサポ

ートするメタサーフェスを実証し、非晶質状態で最大206のQファクターを実験的に達
成しました。このメタサーフェスは、CIS量子ドットのフォトルミネッセンスとhBN単
一光子エミッターからの量子光放出を強力に増幅します。Sb2S3の相転移によって33.5

nm、次元パラメトリックチューニングによって17 nmのBIC共振シフトが可能となり、
最大33倍の指向性フォトルミネッセンス増幅をもたらします。これは、集積フォトニ
ックシステムにおける効率的な量子光源のための再構成可能なナノフォトニックプラ

ットフォームの新たなベンチマークを確立するものです。

公開日 2026年08月12日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

本研究は、可視領域でチューナブルな「Bound States in the Continuum（BIC）」共振を
サポートする革新的なアクティブメタサーフェスを実証しました。このメタサーフェス
は、非晶質状態で最大206という高いQファクターを実験的に達成し、CIS量子ドット
（QDs）のフォトルミネッセンスと六方晶窒化ホウ素（hBN）単一光子エミッターから
の量子光放出を強力に増幅することに成功しました。

技術・臨床詳細

このメタサーフェスの鍵は、その「チューナビリティ」にあります。相変化材料である
三硫化アンチモン（Sb2S3）の相転移を利用することで、BIC共振を33.5 nmもシフトさ
せることが可能です。また、次元パラメトリックチューニングによっても17 nmのシフ
トを実現しています。これにより、励起光の波長や発光特性を動的に制御できるため、
量子ドットや単一光子エミッターからの光の出力を最適化できます。具体的には、この
メタサーフェスは最大33倍もの指向性フォトルミネッセンス増幅をもたらし、量子光源
の光出力を大幅に向上させます。Qファクター206という高い数値は、光を材料内に効
率的に閉じ込め、強い光と物質の相互作用を可能にすることを示しています。この技術
は、ナノスケールの構造設計と、外部刺激に応答して光学特性を変化させる「アクティ
ブ」な材料の統合によって実現されました。

背景・業界文脈

量子情報科学、量子コンピューティング、超高速光通信といった次世代技術の発展に
は、高効率で制御可能な量子光源が不可欠です。従来の量子光源は、光の取り出し効率
が低かったり、外部からの光変調が困難であったりするという課題がありました。メタ
サーフェスは、サブ波長スケールの構造を用いて光を自在に操る人工材料であり、これ
らの課題を解決する有望なプラットフォームとして注目されています。特にBICは、通
常は連続スペクトルに埋もれてしまう光を材料内部に強く閉じ込めることができる特異
な物理現象であり、高Q因子共振を実現する上で極めて重要です。



今後の展望

このアクティブメタサーフェスの開発は、集積フォトニックシステムにおける効率的な
量子光源の設計に新たなベンチマークを確立します。チューナブルな増幅フォトルミネ
ッセンスと単一光子放出は、量子通信、量子センサー、量子コンピュータのフォトニッ
ク回路など、幅広い量子技術の性能向上に貢献するでしょう。今後は、さらに広いチュ
ーニング範囲、より高速な変調速度、および大規模集積化プロセスの開発が研究の焦点
となるでしょう。この技術は、量子光技術の実用化を加速させ、情報技術の未来を根本
から変革する可能性を秘めています。

元記事: https://www.mdpi.com/2079-4991/16/16/994

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2079-4991/16/16/994


#35 中国の研究者がレーザー光を電力に変換する軽量レシ
ーバー開発、ドローンの飛行時間を大幅延長へ

概要

中国の研究者たちは、レーザー光を実用的な電力に変換するドローン用の軽量レシー
バーを開発しました。このタンデムデバイスは、ペロブスカイト材料で入射光の大部
分を電流生成に吸収し、同時に熱電材料が吸収された熱を電力に変換することで、全

体的な効率を向上させ、過熱を防ぎます。さらに過熱リスクを低減するため、ペロブ
スカイト層に埋め込まれたアンチモンセレニドのナノロッドが光起電力性能を高め、
内部の熱シールドを形成することで、温度勾配を増加させ、熱電層の発電能力を向上

させます。

公開日 2026年08月06日  Optics & Photonics News (citing Matter & Light)  中国



詳細

主要成果

中国の研究者チームが、レーザー光を実用的な電力に変換できるドローン用の軽量レシ
ーバーを開発しました。この革新的なタンデムデバイスは、ペロブスカイト材料と熱電
材料を組み合わせることで、ドローンの飛行時間を大幅に延長し、電力供給における新
たな可能性を切り開きます。

技術・臨床詳細

このレシーバーは、主に二つの層から構成されています。上層にはペロブスカイト材料
が用いられ、これは入射するレーザー光の大部分を吸収して電流を生成する役割を担い
ます。ペロブスカイトは、高い光電変換効率を持つことで知られています。吸収されず
に残った光エネルギーや、ペロブスカイト層で発生した熱は、下層に配置された熱電材
料によってさらに電力に変換されます。この相乗効果により、デバイス全体の効率が向
上し、レーザー光から最大限のエネルギーを回収することが可能になります。特に、過
熱のリスクを低減するため、ペロブスカイト層の内部にはアンチモンセレニドのナノロ
ッドが埋め込まれています。これらのナノロッドは、光起電力性能をさらに高めるだけ
でなく、内部で熱シールドとして機能し、熱電層への温度勾配を増加させることで、そ
の発電能力を効率的に向上させます。

背景・業界文脈

ドローンは、物流、監視、農業、災害対応など、幅広い分野でその利用が拡大していま
すが、バッテリー寿命が短く、飛行時間に制約があることが大きな課題でした。これに
より、長距離ミッションや長時間の監視任務には不向きでした。無線送電技術、特にレ
ーザーを用いた電力伝送は、ドローンの電力供給の課題を解決する有望なアプローチと
して注目されています。しかし、レーザー光の電力変換効率、および変換時に発生する
熱の管理が、実用化に向けた重要な課題となっていました。今回の研究は、これらの課
題に対し、高効率かつ熱安定性の高いソリューションを提供します。



今後の展望

この軽量レーザーレシーバーの成功は、ドローンの運用能力を劇的に向上させるでしょ
う。飛行時間が大幅に延長されることで、ドローンはより広範囲での作業や長時間の監
視任務を遂行できるようになり、物流、インフラ点検、農業管理、国境警備といった分
野で新たな価値を創造します。今後は、レーザー出力とレシーバー効率のさらなる最適
化、安全性（特にレーザーの人間や動物への影響）の確保、および大規模な電力伝送シ
ステムの開発が研究開発の焦点となるでしょう。この技術は、ドローンの自律性と応用
範囲を拡大し、未来の航空輸送および遠隔作業システムに革命をもたらす可能性を秘め
ています。

元記事: https://www.optica-

opn.org/home/newsroom/2026/august/lasers_promise_power_solution_for_flying_drones/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.optica-opn.org/home/newsroom/2026/august/lasers_promise_power_solution_for_flying_drones/
https://www.optica-opn.org/home/newsroom/2026/august/lasers_promise_power_solution_for_flying_drones/


#36 K添加CaCd2Sb2ツィントル相、キャリア濃度とアニ
オン性骨格の調整で高い熱電性能を実現

概要

本研究は、キャリア濃度とアニオン性骨格を調整することにより、CaCd2Sb2ツィント
ル相において高い熱電性能を実現することに焦点を当てています。ツィントル相化合
物は有望な熱電候補とされており、この研究では特にカリウム（K）を導入してキャリ

ア濃度を最適化しました。これにより、K含有量x = 0.02の場合、室温でキャリア濃度
が0.44 × 10^19 cm–3から8.31 × 10^19 cm–3に増加しました。この研究は、電気輸送
特性を向上させ、格子熱伝導率をさらに最適化することを目指しています。

公開日 2026年08月12日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

本研究は、CaCd2Sb2ツィントル相において、キャリア濃度とアニオン性骨格の精密な
調整を通じて、非常に高い熱電性能を実現したことを発表しました。この成果は、ツィ
ントル相化合物が次世代熱電材料として持つ大きな可能性を改めて示すものです。

技術・臨床詳細

ツィントル相化合物は、金属と共有結合性化合物の中間的な特性を持ち、優れた熱電性
能を示すことで知られています。本研究では、特にカリウム（K）をCaCd2Sb2ツィント
ル相に導入することで、材料のキャリア濃度を効果的に最適化しました。具体的には、
K含有量x = 0.02の場合、室温におけるキャリア濃度が従来の0.44 × 10^19 cm–3から
8.31 × 10^19 cm–3へと、大幅に増加しました。このキャリア濃度の調整は、電気伝導
度を向上させ、熱電性能指数（ZT値）の向上に直結します。Kドーピングは、材料のア
ニオン性骨格にも影響を与え、原子構造の微細な変化を通じて、格子熱伝導率のさらな
る最適化に寄与する可能性も示唆されました。この精密なドーピングと構造制御によ
り、電気輸送特性が顕著に改善され、熱電材料としての性能が飛躍的に向上していま
す。

背景・業界文脈

排熱を電力に直接変換する熱電発電技術は、エネルギー効率の向上と持続可能なエネル
ギーシステムの構築において、ますます重要な役割を担っています。しかし、熱電材料
の変換効率が未だ低いことが、その広範な応用を妨げる主な課題でした。高性能な熱電
材料を開発するためには、高い電気伝導度、低い熱伝導率、そして高いゼーベック係数
を同時に実現することが求められます。ツィントル相化合物は、これらの相反する特性
を両立させるユニークな結晶構造を持つため、次世代熱電材料の有望な候補として研究
が活発に行われています。



今後の展望

KドーピングによるCaCd2Sb2ツィントル相の高い熱電性能の実現は、排熱回収、発電、
センサーなどの幅広い分野での応用可能性を拡大します。特に、低温から中温域での効
率的な熱電変換が求められるアプリケーション（例：自動車の排熱利用、産業排熱回
収、ウェアラブルデバイスの電力供給）において、その性能が活かされるでしょう。今
後は、Kドーピングの最適化、他のドーパント元素の探索、ナノ構造化による熱伝導率
のさらなる低減、および大規模合成プロセスの開発が研究の焦点となります。この技術
は、持続可能なエネルギー変換技術の発展に不可欠な、高性能熱電材料の実現に向けた
重要な一歩となります。

元記事: https://pubs.acs.org/aaemcq/article/doi/10.1021/acsaem.6c02134/5253838/Realizing-High-

Thermoelectric-Performance-in-the

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/aaemcq/article/doi/10.1021/acsaem.6c02134/5253838/Realizing-High-Thermoelectric-Performance-in-the
https://pubs.acs.org/aaemcq/article/doi/10.1021/acsaem.6c02134/5253838/Realizing-High-Thermoelectric-Performance-in-the


#37 AIと自律型ラボが半導体材料開発を「線形から多次元
へ」加速、チップ製造の物理的限界を打破

概要

AIと自律型ラボの統合が、半導体材料の発見プロセスを画期的に加速させることが期
待されています。この技術革新は、従来の線形的な手動プロセスから、多様な特性要
件に対応する自動化されたクローズドループシステムへの移行を可能にします。チッ

プ製造が直面する物理的限界を克服するために不可欠であり、半導体産業全体の競争
力強化に貢献します。これにより、研究開発サイクルが大幅に短縮され、市場投入ま
での時間が劇的に改善される見込みです。

公開日 2026年08月14日  Robotics & Automation News  アメリカ



詳細

主要成果

AIと自律型ラボの統合は、半導体材料の発見プロセスをこれまでの手動による試行錯誤
から、多次元的な特性要件を迅速に探索できるクローズドループシステムへと変革し、
チップ製造における物理的限界を打破する可能性を秘めています。このアプローチは、
材料設計、合成、特性評価、データ分析の全サイクルを自動化・加速させることを目指
しており、未来の高性能半導体開発に不可欠な基盤を提供します。

技術・臨床詳細

従来の材料発見プロセスは、仮説構築、実験、分析という線形的なステップを経ていま
したが、AIと自律型ラボはこれを飛躍的に進化させます。AIは膨大なデータから新たな
材料候補を予測し、自律型ラボはロボット技術を駆使してこれらの候補を合成・試験
し、得られたデータをAIにフィードバックします。これにより、人間が介在することな
く、サイクル全体を迅速に繰り返すことが可能になります。特に半導体分野では、微細
化の限界や新機能への要求が高まる中、新材料の発見が性能向上の鍵となります。この
システムは、熱特性、電気特性、機械的安定性など、多岐にわたる特性を持つ材料を効
率的に探索することを可能にします。

背景・業界文脈

半導体業界は、ムーアの法則の減速が指摘される中で、性能向上とコスト削減の両立と
いう課題に直面しています。この課題を克服するためには、単なる回路の微細化だけで
なく、根本的に新しい材料の発見が不可欠です。AIと自律型ラボは、この「材料の壁」
を乗り越えるための強力なツールとして期待されています。特に、AI駆動の材料設計
は、これまで数年かかっていた開発期間を数ヶ月、あるいは数週間に短縮する可能性を
秘めています。既に、GoogleやIBMなどの大手テクノロジー企業もこの分野に投資して
おり、材料科学のパラダイムシフトが起こりつつあります。



今後の展望

この技術は、半導体分野に留まらず、エネルギー、医療、航空宇宙など、あらゆる機能
性材料が求められる分野に応用可能です。将来的には、人間が探索すべき材料の空間を
大幅に縮小し、より迅速かつコスト効率の高い方法で革新的な材料を実用化することが
期待されます。規制の枠組みやデータ共有の課題は残るものの、AIと自律型ラボは次世
代の科学技術イノベーションを牽引する中核技術となるでしょう。今後5～10年で、こ
のアプローチによる具体的な製品や技術が市場に登場する可能性が高まっています。

元記事: https://roboticsandautomationnews.com/2026/08/14/how-ai-and-self-driving-labs-could-

accelerate-semiconductor-materials-discovery/104145/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://roboticsandautomationnews.com/2026/08/14/how-ai-and-self-driving-labs-could-accelerate-semiconductor-materials-discovery/104145/
https://roboticsandautomationnews.com/2026/08/14/how-ai-and-self-driving-labs-could-accelerate-semiconductor-materials-discovery/104145/


#38 Discovered Materials社、AIエージェントによる半導
体材料発見加速へ900万ドルのシード資金調達と新ベンチ
マーク発表

概要

AIベースの材料発見スタートアップであるDiscovered Materials社は、AIエージェント

を活用した新しい半導体材料の発見加速を目指し、900万ドルのシード資金を調達しま
した。同社は、AIの材料発見能力を評価するための新たなベンチマーク技術「Material

Discovery Bench」も同時に発表しました。この資金調達は、半導体の過熱問題に対処

し、次世代チップ開発を推進するための重要な一歩となります。今後、同社の技術が
新材料の市場投入を加速させることが期待されます。

公開日 2026年08月11日  Semiecosystem - Substack  アメリカ



詳細

主要成果

AIベースの材料発見スタートアップであるDiscovered Materials社は、AIエージェントを
用いた新しい半導体材料の発見加速を目指し、シードラウンドで900万ドル（約13.5億
円）の資金を調達しました。同時に、AIの材料発見能力を客観的に評価する初のベンチ
マーク技術「Material Discovery Bench」を発表し、業界におけるAI活用の透明性と進捗
測定に貢献します。

技術・臨床詳細

Discovered Materials社は、AIエージェントを物理的および仮想的なラボ環境に展開し、
新たな半導体材料の探索と最適化を自律的に行います。このシステムは、計算シミュレ
ーションと実証実験を組み合わせることで、従来の人間主導のプロセスよりも格段に速
く、かつ効率的に材料候補を特定する能力を持ちます。同社が発表した「Material
Discovery Bench」は、複数のAIモデルやアルゴリズムが特定の材料特性（例：熱伝導
率、電気抵抗）に関して、どれだけ迅速かつ正確に最適な組成や構造を発見できるかを
測定するための標準化された評価ツールです。

背景・業界文脈

半導体産業は、チップの集積度向上に伴う発熱問題や、新機能実現のための材料革新の
必要性に直面しています。従来の材料開発は時間とコストがかかるボトルネックとなっ
ており、AIによる自動化はこれを解決する鍵として注目されています。Discovered
Materials社の資金調達は、この分野への投資家からの高い期待を示すものであり、彼ら
の技術が半導体設計の次のフロンティアを切り開く可能性を秘めています。他のAI材料
科学企業（例：CuspAI）も類似のソリューションを開発しており、競争が激化していま
す。



今後の展望

今回の資金調達とベンチマークツールの発表により、Discovered Materials社は半導体材
料発見市場でのリーダーシップを強化する見込みです。彼らの技術は、よりエネルギー
効率の高いチップ、次世代コンピューティング、さらには量子技術など、幅広い分野で
のイノベーションを加速させる可能性があります。特に、「Material Discovery Bench」
は、AI材料科学分野の研究開発を促進し、異なるAIソリューション間の比較を可能にす
ることで、業界全体の進歩に寄与すると期待されています。今後、同社はさらなる材料
設計・最適化プラパイプラインを拡大し、商業化を目指していくでしょう。

元記事: https://marklapedus.substack.com/p/ai-materials-discovery-startup-emerges

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://marklapedus.substack.com/p/ai-materials-discovery-startup-emerges


#39 CuspAI、AI Materials Foundryで数兆の分子を数ヶ
月でスクリーニングし、革新的材料の迅速開発を実証

概要

CuspAI社は、AIと科学データ、計算資源、物理ラボを統合した「AI Materials

Foundry」プラットフォームを通じて、AIを活用した材料発見を推進しています。同社
のMIRAエージェントプラットフォームは、数兆もの分子構造を数ヶ月でスクリーニン

グし、検証済みの新材料候補を迅速に生成する能力を実証しました。この画期的なア
プローチは、先進材料の開発サイクルを大幅に短縮し、製造や応用への道を加速させ
ます。これにより、多岐にわたる産業分野でのイノベーションが促進されることが期

待されます。

公開日 2026年08月09日  Trend Hunter  国際



詳細

主要成果

CuspAI社は、AI、科学データ、計算資源、物理ラボを連携させる「AI Materials

Foundry」とMIRAエージェントプラットフォームを駆使し、AIを活用した材料発見を劇
的に加速させています。このプラットフォームは、数兆に及ぶ分子構造をわずか数ヶ月
でスクリーニングし、検証済みの材料候補を生成する能力を実証しており、これは従来
のプロセスでは考えられない速度です。

技術・臨床詳細

CuspAIの「AI Materials Foundry」は、高度な生成AIモデルと大規模な科学データセット
を基盤としています。MIRAエージェントは、これらのデータとシミュレーションを分
析し、特定の機能要件（例：熱安定性、導電性、軽量性）を満たす可能性のある新規分
子構造を自律的に設計します。その後、計算資源を利用してこれらの候補の特性を詳細
に予測し、物理ラボでの合成・実験検証へと進みます。このクローズドループシステム
により、設計から検証までの一連のプロセスが最適化され、通常は数年を要する材料開
発が数ヶ月単位に短縮されます。この迅速なスクリーニング能力は、特に新薬や先端エ
レクトロニクス材料、持続可能なエネルギー材料の開発において大きな優位性をもたら
します。

背景・業界文脈

材料科学の分野では、革新的な材料の発見が様々な産業の進歩を阻むボトルネックとな
ってきました。特に、高性能な半導体、バッテリー、触媒などの開発には、膨大な数の
分子構造の中から最適なものを探し出す必要があります。CuspAIの技術は、この探索空
間をAIによって効率的にナビゲートし、人間では見つけることが困難な「隠れた」材料
を発見する可能性を広げます。MetaやNvidiaなどのテクノロジー大手も材料発見におけ
るAIの可能性に注目しており、この分野は急速な発展を遂げています。CuspAIは既に45
の組織と「AI Materials Foundry」ネットワークを形成しており、業界における連携も進
んでいます。



今後の展望

CuspAIの「AI Materials Foundry」は、今後の材料科学研究および産業応用において中心
的な役割を果たすと期待されます。同社の技術は、医薬品、航空宇宙、自動車、再生可
能エネルギーなど、多岐にわたる分野で新製品開発の加速に貢献するでしょう。特に、
持続可能性が重視される現代において、環境負荷の低い新材料や、リサイクル可能な材
料の設計においてもAIは強力なツールとなります。将来的には、AIが自律的に材料を設
計し、製造し、性能を最適化する「完全に自動化された材料開発」の実現に向けた重要
なステップとなることが予想されます。

元記事: https://www.trendhunter.com/trends/ai-powered-materials-discovery

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.trendhunter.com/trends/ai-powered-materials-discovery


#40 Sherwin-Williams、化学物質二次封じ込め向けに高
耐久性耐薬品性コーティングシステム「ControlTech」を
発表

概要

Sherwin-Williams Protective and Marine Coatingsは、化学物質の二次封じ込めエリア

向けに、新しい耐薬品性コーティングシステム「ControlTech」を発表しました。この
システムは、危険な化学物質、燃料、油からコンクリートの封じ込めエリアを堅牢に
保護することを目的としています。ControlTechは、化学物質保管に関する規制要件の

進化に対応して開発され、産業施設の安全性と環境保護を大幅に強化します。この製
品は、化学物質漏洩による損害リスクを低減し、運用継続性を支える重要なソリュー
ションです。

公開日 2026年08月07日  Coatings World  アメリカ



詳細

主要成果

Sherwin-Williams Protective and Marine Coatingsは、化学物質の二次封じ込めエリアに
おける堅牢な保護を目的とした、革新的な耐薬品性コーティングシステム
「ControlTech」を市場に投入しました。この新製品は、危険な化学物質、燃料、油に
よるコンクリート構造物の劣化を防ぎ、進化する規制要件に適合することで、産業施設
の安全性と環境コンプライアンスを大幅に向上させます。

技術・臨床詳細

ControlTechシステムは、複数の層からなる高性能ポリマーベースのコーティングで構
成されており、化学薬品に対する優れたバリア性能と長期的な耐久性を発揮します。特
に、耐浸透性と耐摩耗性に優れ、多様な酸、アルカリ、溶剤、燃料など広範囲の化学物
質に耐える設計が施されています。このシステムは、コンクリート表面に強固に密着
し、ひび割れや剥離を起こしにくく、過酷な産業環境での使用に耐えうるように設計さ
れています。設置は比較的容易でありながら、迅速な硬化時間により、施設のダウンタ
イムを最小限に抑えつつ、高い保護性能を提供します。

背景・業界文脈

近年、世界的に化学物質の取り扱いと保管に関する規制が厳格化されており、企業は環
境汚染リスクと従業員の安全確保に対してより大きな責任を負っています。特に、二次
封じ込めエリア（タンクや容器から漏れ出した化学物質を受け止める構造物）の完全性
は極めて重要です。Sherwin-WilliamsのControlTechは、このような市場のニーズと規制
の動向に対応するために開発されました。化学プラント、石油化学施設、発電所、食品
加工施設など、化学物質を扱うあらゆる産業において、ControlTechは必須のインフラ
保護ソリューションとして位置づけられます。



今後の展望

ControlTechの導入は、化学物質封じ込め技術の新たな標準を確立し、産業分野におけ
る事故リスク低減と環境保護に大きく貢献するでしょう。この製品は、施設の資産寿命
を延ばし、メンテナンスコストを削減すると同時に、規制遵守を容易にします。
Sherwin-Williamsは、この技術をグローバル市場に展開することで、化学物質管理ソリ
ューションのリーダーとしての地位をさらに強化することを目指しています。今後、さ
らに特殊な環境や新たな化学物質に対応するための製品ラインアップの拡充が期待され
ます。

元記事: https://www.coatingsworld.com/breaking-news/sherwin-williams-lunches-controltech-for-

growing-chemical-containment-demands/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.coatingsworld.com/breaking-news/sherwin-williams-lunches-controltech-for-growing-chemical-containment-demands/
https://www.coatingsworld.com/breaking-news/sherwin-williams-lunches-controltech-for-growing-chemical-containment-demands/


#41 アルゴンヌ国立研究所、AIとロボット工学でX線デー
タ解析をリアルタイム化し材料発見を加速

概要

アルゴンヌ国立研究所は、DONUTシステムを活用し、X線データ解析をリアルタイム
で行うことで材料科学の発見を大幅に加速させています。この取り組みは、ロボット
工学、機械学習、人工知能を組み合わせた自律型発見プログラムの中核をなすもので

す。AIエージェントが物理ラボでの実験と仮説生成を自動で繰り返し、研究開発プロ
セスを合理化し、新材料の発見速度を飛躍的に向上させます。これにより、従来数週
間から数ヶ月を要した実験サイクルが大幅に短縮され、科学的ブレークスルーが加速

されます。

公開日 2026年08月10日  Argonne National Laboratory  アメリカ



詳細

主要成果

アルゴンヌ国立研究所は、リアルタイムX線データ解析システム「DONUT」を導入し、
材料科学における発見のペースを劇的に加速しています。このシステムは、ロボット工
学、機械学習、人工知能を統合した自律型発見プログラムの一部であり、AIエージェン
トが物理実験と仮説生成のサイクルを自律的に実行することで、新材料の研究開発をか
つてない速度で推進しています。

技術・臨床詳細

DONUTシステムは、高度なX線散乱実験から得られる膨大なデータをその場で解析し、
研究者が実験の進行中に重要な洞察を得ることを可能にします。具体的には、X線検出
器からの生データをリアルタイムで処理し、材料の構造変化や組成情報を即座に可視
化・分析します。このリアルタイムフィードバックループは、AIエージェントと連携し
ており、AIは解析結果に基づいて次の実験条件を最適化したり、新たな仮説を生成した
りします。例えば、ある材料の結晶成長プロセスをリアルタイムで監視し、最適な成長
条件をAIが自律的に探索するといった応用が可能です。このクローズドループシステム
は、科学者が何千もの実験条件を迅速にスクリーニングし、最適な結果を効率的に見つ
け出すことを可能にします。これは、従来の「手作業によるデータ収集とオフライン分
析」と比較して、発見効率を数倍から数十倍に向上させる潜在能力を秘めています。

背景・業界文脈

新機能性材料の発見は、エネルギー貯蔵、量子コンピューティング、先端医療など、多
岐にわたる分野での技術革新の鍵を握っています。しかし、従来の材料科学研究は、膨
大な時間と人的資源を要するボトルネックでした。アルゴンヌ国立研究所のような大規
模研究施設は、高度な分析機器と計算資源を有していますが、その最大限の活用には自
律化が不可欠です。AIとロボット工学の組み合わせは、この課題に対する有望な解決策
として世界中で注目されており、研究の自動化と加速という新たなパラダイムを確立し
つつあります。この取り組みは、研究者がより複雑な科学的問題に集中できる環境を創
出します。



今後の展望

アルゴンヌ国立研究所の自律型発見プログラムとDONUTのようなリアルタイム解析ツ
ールの進化は、材料科学の未来を形作る上で極めて重要です。この技術は、高スループ
ットスクリーニングや、これまで探求が困難であった複雑な材料システムの理解を深め
ることを可能にします。将来的には、人間が目標を設定するだけで、AIが材料設計から
合成、評価、最適化までの一連のプロセスを完全に自律的に実行する「自律型ラボエコ
システム」の構築が期待されます。これにより、新たなブレークスルーがこれまで以上
に迅速に実現し、社会課題の解決に貢献する可能性が高まります。

元記事: https://www.anl.gov/autonomous-discovery

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.anl.gov/autonomous-discovery


#42 米国国防総省、Niron Magneticsに1.5億ドルの融資
を条件付きコミットメント：希土類フリー磁石の国内生産
加速へ

概要

米国国防総省の戦略的資本室（OSC）は、Niron Magnetics社に対し、1億5000万ドル

の条件付き直接融資コミットメントを締結しました。この資金は、ミネソタ州サール
テルに初の商業規模の希土類フリー窒化鉄永久磁石製造工場を建設するために用いら
れます。本取り組みは、希土類サプライチェーンの海外依存度を低減し、防衛および

主要産業分野における国内の重要材料供給を確保する戦略的意義があります。これに
より、米国は希土類磁石の安定供給と技術的優位性を確立することを目指します。

公開日 2026年08月10日  Department of War  アメリカ



詳細

主要成果

米国国防総省の戦略的資本室（OSC）は、Niron Magnetics社と1億5000万ドル（約225

億円）の条件付き直接融資コミットメントを締結しました。この画期的な資金提供は、
Niron Magnetics社がミネソタ州サールテルに、国内初の商業規模となる希土類フリー
窒化鉄永久磁石製造工場を建設することを強力に後押しします。これは、防衛および重
要産業分野における外国産希土類材料への依存を劇的に減らし、国内サプライチェーン
のレジリエンスを強化するための国家的な取り組みです。

技術・臨床詳細

Niron Magnetics社が開発する窒化鉄（FeN）永久磁石は、従来の希土類磁石（特にネオ
ジム磁石）と比較して、レアアース元素を一切使用しない点が最大の特徴です。レアア
ースは中国など特定の国に生産が偏っており、供給リスクや環境負荷の懸念がありまし
た。Nironの窒化鉄磁石は、既存のネオジム磁石に匹敵する、またはそれを超える磁気
特性（例：最大エネルギー積）を、より安定したサプライチェーンと持続可能な方法で
提供することを目指しています。この技術は、電気自動車、風力発電機、防衛システ
ム、家電製品など、幅広い分野での高性能モーターや発電機に不可欠な次世代磁石とし
て期待されています。特に防衛用途では、重要システムにおけるサプライチェーンの安
定性が安全保障上、極めて重要です。

背景・業界文脈

希土類永久磁石は、現代の先進技術において不可欠な材料ですが、その生産は地政学的
リスクに晒されています。特に、中国が世界のレアアース供給の大部分を占めているた
め、米国は国内での生産能力確立を国家安全保障上の最優先事項としています。国防総
省のOSCは、重要技術分野における国内生産基盤の強化を目的として、Niron Magnetics

のような革新的な企業への投資を進めています。今回の融資コミットメントは、米国が
クリーンエネルギー技術から防衛産業まで、幅広い分野で戦略的自立性を確保しようと
する明確な意志を示すものです。



今後の展望

Niron Magnetics社の新工場の建設は、米国における希土類フリー磁石の量産能力を確
立する画期的なマイルストーンとなります。これにより、レアアースの供給不安が解消
され、電気自動車メーカーや防衛関連企業は、より安定した国内サプライヤーから高性
能磁石を調達できるようになります。この技術は、サプライチェーンの多様化を促進
し、グローバル市場における競争環境を変化させる可能性を秘めています。また、窒化
鉄磁石技術のさらなる進化は、より小型で強力なデバイスの実現、ひいてはエネルギー
効率の向上にも貢献すると期待されており、長期的に米国の技術的優位性を支える重要
な要素となるでしょう。

元記事: https://www.war.gov/News/Releases/Release/Article/4566567/office-of-strategic-capital-signs-

150-million-conditional-loan-commitment-with/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.war.gov/News/Releases/Release/Article/4566567/office-of-strategic-capital-signs-150-million-conditional-loan-commitment-with/
https://www.war.gov/News/Releases/Release/Article/4566567/office-of-strategic-capital-signs-150-million-conditional-loan-commitment-with/


#43 Green Evolution Technologies、特許取得済ハイドロ
ゲル製造で設備効率7.5倍達成し「InteliGel™」を商用展開

概要

Green Evolution Technologies (GET)社は、特許取得済みのInteliGel™ハイドロゲル送達
プラットフォームの商用展開を発表しました。同社は、費用対効果の高い大規模な先
進ハイドロゲル製造において、従来のハイドロゲル製造法と比較して7.5倍という画期

的な設備効率を達成しました。このブレークスルーは、グローバルな資源インフラに
おける新たなカテゴリーを創出し、ハイドロゲル材料の幅広い産業応用を加速させる
ことが期待されます。これにより、環境保全から農業まで多岐にわたる分野でコスト

効率の高いソリューションが提供される見込みです。

公開日 2026年08月12日  PR Newswire  アメリカ



詳細

主要成果

Green Evolution Technologies (GET)社は、特許取得済みのハイドロゲル送達プラットフ
ォーム「InteliGel™」の商業展開を発表し、費用対効果の高い大規模な先進ハイドロゲ
ル製造における画期的なブレークスルーを強調しました。同社は、従来のハイドロゲル
製造プロセスと比較して7.5倍という驚異的な設備効率を達成し、この新技術がグロー
バルな資源インフラに新たなカテゴリーを確立するとしています。

技術・臨床詳細

InteliGel™プラットフォームは、独自の製造技術によって、高性能ハイドロゲルをこれ
までの手法よりもはるかに少ないエネルギーと資源で大量生産することを可能にしま
す。従来のハイドロゲル製造は、高い水消費量、長い反応時間、複雑な後処理プロセス
を伴うことが多く、大規模生産におけるコストと環境負荷が課題でした。GET社の新技
術は、これらの課題を克服し、製造工程の最適化と自動化を通じて、設備あたりの生産
量を飛躍的に向上させました。これにより、ハイドロゲル材料のコストが大幅に削減さ
れ、その適用範囲が大きく拡大する可能性があります。InteliGel™は、高吸収性、生物
適合性、カスタマイズ可能なリリース特性などの利点を持ち、農業における水管理、土
壌改良、環境浄化、医薬品送達、創傷被覆材など、多岐にわたる分野での応用が期待さ
れています。

背景・業界文脈

ハイドロゲルは、そのユニークな特性から「スマート材料」として注目され、様々な産
業での応用が研究されてきました。しかし、その高コストと複雑な製造プロセスが、大
規模な商業化を阻む要因となっていました。GET社の製造ブレークスルーは、この障壁
を取り除き、ハイドロゲル市場を大きく拡大する可能性を秘めています。特に、気候変
動による水資源不足や、持続可能な農業へのニーズが高まる中、ハイドロゲルによる水
保持能力の向上は、食料安全保障や環境保全に貢献する重要な技術となります。この技
術革新は、ハイドロゲル産業全体に大きな影響を与え、新たなビジネスチャンスを生み
出すでしょう。



今後の展望

GET社のInteliGel™の商業展開は、ハイドロゲルをより手頃で利用しやすい材料に変える
ことで、多くの産業に波及効果をもたらすことが予想されます。同社は、農業、水処
理、ヘルスケアなど、複数の主要市場でのパートナーシップを模索しており、グローバ
ルな影響力を拡大していく計画です。この製造技術の進歩は、ハイドロゲルの応用分野
をさらに広げ、新しい製品やサービスを生み出す触媒となるでしょう。今後、
InteliGel™を基盤とした環境に優しく、高性能なソリューションが、世界中の資源管理
と持続可能性の課題解決に貢献することが期待されます。

元記事: https://www.prnewswire.com/news-releases/green-evolution-technologies-unveils-the-

manufacturing-breakthrough-behind-a-new-category-in-global-resource-infrastructure-302847542.html

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.prnewswire.com/news-releases/green-evolution-technologies-unveils-the-manufacturing-breakthrough-behind-a-new-category-in-global-resource-infrastructure-302847542.html
https://www.prnewswire.com/news-releases/green-evolution-technologies-unveils-the-manufacturing-breakthrough-behind-a-new-category-in-global-resource-infrastructure-302847542.html


#44 POSTECH、白色光トリプルカラー印刷と高効率ホロ
グラフィーを両立する全誘電体単層メタサーフェスを開発

概要

POSTECHの研究者らは、白色光下でのトリプルカラー印刷とコヒーレント光下での高

効率ホログラフィーという二重機能を併せ持つ全誘電体単層メタサーフェスを開発し
ました。この革新的なプラットフォームは、複数の光学機能を単一のコンパクトな構

造に統合することを可能にします。これにより、光学セキュリティ、情報ストレー
ジ、ディスプレイ技術などの分野における新たな応用が期待され、より高度な光学シ
ステムの小型化と性能向上が実現します。本成果は、メタマテリアル分野における重

要なブレークスルーです。

公開日 2026年08月12日  24-7PressRelease (referencing Light: Advanced Manufacturing)  韓
国



詳細

主要成果

韓国のPOSTECH（浦項工科大学校）の研究者らは、白色光環境下でのトリプルカラー印
刷と、コヒーレント光下での高効率ホログラフィーという、異なる二つの光学機能を同
時に実現する画期的な全誘電体単層メタサーフェスを開発しました。この単一プラット
フォームは、複雑な複数の光学システムをコンパクトなソリューションに統合し、次世
代の光学セキュリティ技術や情報ストレージ、ディスプレイの可能性を大きく広げま
す。

技術・臨床詳細

開発されたメタサーフェスは、数百ナノメートルスケールの微細な構造を配列した全誘
電体（通常はチタン酸バリウムなどの誘電体材料）の単層膜で構成されています。この
設計により、入射光の位相、振幅、偏光をナノスケールで精密に制御することが可能と
なります。白色光下では、特定の波長の光を効率的に散乱・吸収・透過させることで、
RBG（赤、緑、青）の独立したピクセルを形成し、高解像度のトリプルカラー印刷を実
現します。一方、コヒーレントなレーザー光を照射すると、異なる回折パターンを生成
し、高効率のホログラフィック画像を投影します。特に、従来のメタサーフェスが有し
ていた光損失の問題を克服し、高い回折効率を維持している点が技術的優位性として挙
げられます。これにより、低電力での動作が可能となり、デバイスのエネルギー効率が
向上します。

背景・業界文脈

現代の光学技術は、デバイスの小型化と多機能化への要求が高まっています。従来の光
学素子は、レンズやプリズムなどの複数の部品を組み合わせる必要があり、システムが
大型化・複雑化する傾向がありました。メタサーフェスは、その超薄型で軽量な特性か
ら、これらの課題を解決する次世代技術として期待されています。特に、セキュリティ
分野では、偽造防止のために複数の光学的特性を持つ識別子が必要とされます。また、
情報ストレージにおいては、高密度かつ多層的な情報記録が求められます。POSTECHの
この研究は、これらの産業ニーズに応え、メタマテリアル研究の最前線を推進するもの
です。



今後の展望

この二重機能を持つメタサーフェスは、光学セキュリティラベル、高密度データストレ
ージ、拡張現実（AR）/仮想現実（VR）ディスプレイ、さらにはコンパクトな分光器や
センサーなど、幅広い応用分野でのブレークスルーを可能にします。単一デバイスで複
数の機能を統合できるため、システムのコスト削減と小型化に貢献し、スマートデバイ
スやウェアラブル技術への組み込みが容易になります。将来的には、この技術がさらに
進化し、動的に色やホログラフィック画像を切り替えられるような適応型メタサーフェ
スの開発にも繋がることが期待されます。これにより、セキュリティ対策や情報表示の
柔軟性が飛躍的に向上するでしょう。

元記事: https://www.24-7pressrelease.com/press-release/537622/dual-functional-metasurfaces-

enabling-high-efficiency-holography-and-triple-color-printing

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.24-7pressrelease.com/press-release/537622/dual-functional-metasurfaces-enabling-high-efficiency-holography-and-triple-color-printing
https://www.24-7pressrelease.com/press-release/537622/dual-functional-metasurfaces-enabling-high-efficiency-holography-and-triple-color-printing


#45 九州大学、99%の引張強度回復を示す自己修復性
MOFハイドロゲルフィルムで豚肉の鮮度を12時間延長

概要

九州大学の研究者らは、食品の鮮度を色で示す自己修復性のハイドロゲルフィルムを
開発しました。このフィルムは、紫サツマイモ由来のアントシアニンを金属有機骨格
（MOF）内に組み込むことで、切断後99%の引張強度回復という驚異的な自己修復能

力を発揮します。実証実験では、このフィルムを使用することで豚肉の賞味期限を約
12時間延長できることが示され、食品廃棄物削減と消費者安全向上への大きな可能性
を秘めています。この成果は、食品包装分野に革新をもたらす画期的な進歩です。

公開日 2026年08月10日  packaginginsights (referencing Chemical Engineering Journal)  日本



詳細

主要成果

九州大学の研究チームは、食品の鮮度変化を色で示す自己修復性ハイドロゲルフィルム
の画期的な開発に成功しました。このフィルムは、切断後わずかな時間で99%の引張強
度を回復するという驚異的な自己修復能力を持ち、さらに豚肉の賞味期限を約12時間延
長できることが実証されました。これは、食品廃棄物削減と消費者の食品安全向上に大
きく貢献する可能性を秘めた、革新的な食品包装技術です。

技術・臨床詳細

開発されたハイドロゲルフィルムは、紫サツマイモから抽出された天然色素アントシア
ニンを金属有機骨格（MOF）内に効果的に組み込むことで実現されています。MOFは
多孔質構造を持ち、アントシアニンを安定的に保持するとともに、食品の腐敗に伴い生
成されるアミン類などの揮発性有機化合物（VOCs）と反応する性質を利用していま
す。VOCsに触れると、アントシアニンの化学構造が変化し、フィルムの色が鮮度に応
じて青色から緑色、黄色へと段階的に変化します。この視覚的な指標により、消費者は
食品の鮮度を容易に判断できます。さらに、このハイドロゲルは特殊なポリマーネット
ワークにより、物理的な損傷（例：切り傷）を受けた際に、室温で迅速に再結合し、元
の機械的特性の99%を回復する自己修復機能を有しています。豚肉の包装試験では、従
来の包装と比較して鮮度保持期間が約12時間延長されることが確認されており、これは
微生物の増殖抑制とフィルムのバリア機能維持によるものです。

背景・業界文脈

食品の鮮度低下とそれに伴う食品廃棄は、世界的な社会課題となっており、環境負荷や
経済的損失が大きい問題です。従来の賞味期限表示は、必ずしも実際の食品の状態を正
確に反映するものではなく、消費者が過度に食品を廃棄してしまう原因の一つにもなっ
ていました。また、包装フィルムの破損は、食品汚染のリスクを高める要因となりま
す。九州大学の研究は、これらの課題に対し、鮮度インジケーターと自己修復機能を兼
ね備えた単一の材料で対応するという独創的なアプローチを提案するものです。天然色
素の使用は、環境への配慮という点でも注目に値し、スマートパッケージング分野に新
たな道を開くものです。



今後の展望

この自己修復性ハイドロゲルフィルムは、スマートパッケージング市場において大きな
インパクトを与える可能性があります。リアルタイムで鮮度情報を提供する能力と、包
装の完全性を維持する自己修復機能は、サプライチェーン全体での食品ロス削減に貢献
し、特に生鮮食品の流通においてその価値を発揮するでしょう。将来的には、様々な食
品や環境条件に合わせたアントシアニン源やMOF構造の最適化が進められることで、よ
り広範な食品に応用されることが期待されます。また、破損したフィルムを廃棄せずに
自己修復させることで、包装材料の消費削減にも繋がり、持続可能な社会の実現に寄与
する技術として注目されます。

元記事: https://www.packaginginsights.com/news/self-healing-film-food-freshness.html

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.packaginginsights.com/news/self-healing-film-food-freshness.html


#46 Applied Materials、AI需要に牽引され2026年第3四
半期に過去最高の売上高91.2億ドルを達成

概要

Applied Materialsは、2026年第3四半期に過去最高の91.2億ドル（約1兆3680億円）の
収益を達成したと発表しました。同社は、AIの急速な普及が材料工学ソリューション
への需要を大幅に押し上げたことを強調しています。この成長は、EPIC Centerにおけ

るR&Dパートナーシップの拡大にも支えられており、次世代半導体製造技術への投資
が実を結びつつあります。市場のAIシフトを捉えた戦略が、Applied Materialsの業績を
力強く牽引しています。

公開日 2026年08月13日  Applied Materials, Inc.  アメリカ



詳細

主要成果

Applied Materialsは、2026年第3四半期において、過去最高となる91.2億ドル（約1兆
3680億円）の収益を達成したことを発表しました。この顕著な業績は、人工知能（AI）
技術の急速な普及とそれに伴う先進材料工学ソリューションへの旺盛な需要によって強
力に牽引されたものです。同社は、研究開発拠点であるEPIC Centerでのパートナーシッ
プを拡大し、市場の進化に対応する能力を強化しています。

技術・臨床詳細

Applied Materialsは、半導体製造装置および関連サービスの世界的なリーディングカン
パニーであり、特に材料工学の分野で革新的なソリューションを提供しています。今回
の記録的な売上高は、先進的なプロセス技術（例：原子層堆積、エッチング、イオン注
入など）に対する顧客からの高い需要を反映しています。これらの技術は、AIチップ、
高性能コンピューティング（HPC）、メモリなどの次世代半導体の製造において不可欠
です。AIのワークロードは、より高い電力効率、高速データ処理、そして微細な構造を
可能にする新しい材料とプロセスを要求するため、Applied Materialsの材料工学専門知
識がその中心的な役割を果たしています。EPIC CenterでのR&Dパートナーシップは、顧
客や研究機関との協業を通じて、最先端の材料科学と装置技術の進歩を加速させていま
す。

背景・業界文脈

半導体業界は現在、AI革命の真っ只中にあり、データセンター、エッジデバイス、自動
運転など、あらゆる分野でAIの能力が活用され始めています。これに伴い、AIに最適化
された高性能半導体の需要が爆発的に増加しており、製造プロセスの複雑性と材料要件
はかつてないほど高まっています。Applied Materialsは、このような市場の変化をいち
早く捉え、材料工学におけるリーダーシップを活かして、顧客が次世代チップを効率的
に製造できるよう支援しています。同社の好調な業績は、AI時代のインフラストラクチ
ャを支える基盤技術プロバイダーとしての地位を確立していることを示しています。



今後の展望

Applied Materialsの堅調な成長は、今後もAI市場の拡大とともに継続すると予想されま
す。同社は、材料工学の専門知識とR&Dへの継続的な投資を通じて、AIチップの性能向
上とコスト削減に不可欠な技術を提供し続けるでしょう。特に、新しいメモリ技術、先
進パッケージング、さらには量子コンピューティングなどのフロンティア分野において
も、同社の材料科学ソリューションが重要な役割を果たすと期待されます。今回の記録
的な収益は、半導体産業におけるAI駆動型イノベーションの力強さを明確に示してお
り、Applied Materialsは、この変革期において中心的なプレイヤーであり続けるでしょ
う。

元記事: https://ir.appliedmaterials.com/news-releases/news-release-details/applied-materials-

announces-third-quarter-2026-results

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ir.appliedmaterials.com/news-releases/news-release-details/applied-materials-announces-third-quarter-2026-results
https://ir.appliedmaterials.com/news-releases/news-release-details/applied-materials-announces-third-quarter-2026-results


#47 有機薄膜太陽電池（OPV）の年間電力変換効率を予測
する温度駆動型逐次モデリングフレームワークが開発

概要

研究者らは、有機薄膜太陽電池（OPV）材料の年間電力変換効率プロファイルを予測
するための温度駆動型逐次モデリングフレームワークを開発しました。この新しいフ
レームワークは、標準的な試験条件下での静的な性能報告を改善し、実際の屋外展開

条件下でのOPVの性能劣化をより正確に捉えることが可能です。これにより、OPVの
設計と実環境での長期性能評価が大幅に向上し、信頼性の高い再生可能エネルギー技
術への応用が促進されます。この技術は、OPVの寿命と効率の予測精度を高める画期

的な進歩です。

公開日 2026年08月13日  arXiv (cond-mat.mtrl-sci)  国際



詳細

主要成果

研究者たちは、有機薄膜太陽電池（OPV）材料の年間電力変換効率プロファイルを高精
度で予測する、新しい温度駆動型逐次モデリングフレームワークを開発しました。この
フレームワークは、標準的な実験室条件下での静的な性能評価の限界を克服し、実際の
屋外環境下で生じるOPVの性能劣化挙動をより正確に捉えることを可能にします。この
開発は、OPVの設計最適化と実環境下での信頼性向上に大きく貢献するものです。

技術・臨床詳細

このモデリングフレームワークは、OPV材料が様々な温度条件下で示す複雑な挙動を考
慮に入れています。具体的には、異なる温度でのデバイスの電流-電圧（I-V）特性デー
タを入力として、逐次的な機械学習アルゴリズムと物理モデルを組み合わせて利用しま
す。これにより、日中の温度変動、季節の変化、さらには長期的な熱ストレスによって
引き起こされる効率の低下を、年間を通じて予測するプロファイルを生成します。従来
の予測モデルは、単一の標準試験条件（STC）データに依存するものが多く、実際の変
動する環境下での性能変動や劣化を正確に表現できませんでした。この新しいフレーム
ワークは、温度によるキャリア輸送特性や材料構造の変化、さらには熱誘起の分解経路
をモデルに組み込むことで、その予測精度を大幅に向上させています。特に、Douala

（ドゥアラ）のような熱帯地域でのOPVの性能を評価するケーススタディを通じて、そ
の有効性が検証されました。

背景・業界文脈

有機薄膜太陽電池は、軽量性、柔軟性、半透明性といった独自の特性から、建物一体型
太陽光発電（BIPV）やウェアラブルデバイス、IoTセンサーなど、多様なニッチ市場で
の応用が期待されています。しかし、その商業化を阻む主要な課題の一つが、実環境下
での長期的な安定性と性能予測の不確実性でした。標準試験条件での高性能が報告され
ても、屋外での高温、湿度、紫外線曝露といった要因によって性能が急速に劣化するこ
とがしばしばあります。このモデリングフレームワークは、これらの環境要因がOPVに
与える影響を定量的に評価し、より堅牢で長寿命なデバイス設計を可能にすることで、
OPV技術の市場受容性を高める上で極めて重要な意味を持ちます。



今後の展望

この温度駆動型逐次モデリングフレームワークの導入は、OPVの研究開発プロセスに変
革をもたらし、設計者はより自信を持って実環境で高性能を発揮する材料を選択できる
ようになります。これにより、OPVの市場投入までの時間が短縮され、開発コストも削
減されるでしょう。将来的には、このフレームワークがさらに洗練され、湿度、紫外線
照射、機械的ストレスなどの他の環境要因も統合した包括的な予測モデルへと発展する
可能性があります。これは、再生可能エネルギー技術の信頼性を向上させ、持続可能な
社会の実現に貢献する重要な一歩となります。また、他の新型太陽電池材料（例：ペロ
ブスカイト太陽電池）への応用も期待されます。

元記事: #

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#48 ひずみ依存ハイゼンベルグモデルに基づく二次元磁性
体の磁気弾性結合第一原理フレームワークが確立

概要

研究者らは、ひずみ依存ハイゼンベルグモデルに基づき、二次元磁性体における磁気
弾性結合を記述する第一原理フレームワークを開発しました。この革新的なアプロー
チは、交換相互作用のひずみ微分を通じて磁歪と弾性テンソルの磁気再正規化に直接

アクセスすることを可能にし、スピン相互作用と格子弾性応答間の微視的な結合を確
立します。この成果は、二次元磁性体の基礎物理学理解を深め、将来のスピントロニ
クスデバイスや超小型磁気センサー開発に重要な理論的基盤を提供します。これによ

り、新機能材料の設計に新たな道が開かれます。

公開日 2026年08月13日  arXiv (cond-mat.mtrl-sci)  国際



詳細

主要成果

研究者たちは、ひずみ依存ハイゼンベルグモデルに基づいて、二次元（2D）磁性体にお
ける磁気弾性結合を記述する第一原理フレームワークを確立しました。この画期的なア
プローチは、交換相互作用のひずみ微分を直接用いることで、磁歪（磁化が外部応力に
よって変化する現象）と弾性テンソルの磁気再正規化（磁気的な影響による弾性特性の
変化）を正確に評価することを可能にし、スピンと格子の間の微視的な結合メカニズム
を解明します。

技術・臨床詳細

この第一原理フレームワークは、密度汎関数理論（DFT）計算と、それを補完する古典
的または量子的なスピンモデル（ハイゼンベルグモデル）を組み合わせることで実現さ
れます。主要な革新は、磁性体の交換相互作用エネルギー（スピン間の相互作用の強
さ）が外部から加えられるひずみによってどのように変化するかを、高精度で計算する
能力にあります。具体的には、結晶格子の微小な変形がスピン間の結合強度に与える影
響を定量化し、これにより生じる磁歪効果を予測します。このフレームワークは、従来
の現象論的なモデルでは捉えきれなかった、スピン構造と格子ダイナミクス間の複雑な
相互作用を微視的レベルから解き明かします。この手法を用いることで、様々な2D磁性
材料（例：CrI3、Fe3GeTe2）における磁気弾性結合をシミュレートし、その材料固有の
特性を予測することが可能になります。

背景・業界文脈

二次元磁性体は、グラフェンと同様に原子層レベルの薄さを持つ磁気材料であり、その
ユニークな物理的特性から、次世代スピントロニクス、量子コンピューティング、超小
型磁気センサーなどへの応用が期待されています。これらのデバイスの性能は、磁気特
性と機械的特性（特にひずみ）との結合（磁気弾性結合）に大きく依存します。しか
し、この結合メカニズムを微視的レベルで正確に理解し、予測することは困難でした。
今回のフレームワークの開発は、2D磁性体の基礎的な理解を深めるだけでなく、外部ひ
ずみによる磁気特性の精密な制御を可能にし、これにより新たな機能を持つデバイスの
設計に道を開きます。



今後の展望

この第一原理フレームワークは、2D磁性体の設計と最適化のための強力なツールとなる
でしょう。研究者やエンジニアは、このモデルを用いて、特定の磁気弾性結合特性を持
つ材料を理論的に予測し、実験で検証することが可能になります。これにより、室温動
作のスピントロニクスデバイスや、非常に高感度な磁気センサーの開発が加速される可
能性があります。将来的には、外部から印加するひずみによって磁気情報を書き換えた
り、読み出したりする「ストレイントロニクス」デバイスの開発に貢献することも期待
されます。この技術は、情報技術のさらなる小型化と高効率化を実現するための重要な
基礎研究成果です。

元記事: #

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#49 ポリマーガラスの応力下過時効で降伏応力増大にもか
かわらずセグメントダイナミクス加速の現象を発見

概要

ポリマーガラスにおける新たな現象として、応力を伴う過時効が、より大きな降伏応
力をもたらすにもかかわらず、セグメントダイナミクスを加速させる可能性が示され
ました。この発見は、ポリマー材料の機械的特性と分子レベルのダイナミクスの間の

複雑な関係について、従来の理解を再考させるものです。特に、応力下でのポリマー
材料の挙動予測モデルに新たな知見を提供し、より高性能なポリマー設計や加工プロ
セスの最適化に貢献することが期待されます。この研究は、ソフトマター物理学にお

ける重要な一歩です。

公開日 2026年08月10日  arXiv (cond-mat.soft)  国際



詳細

主要成果

ポリマーガラスの挙動に関する画期的な研究により、応力下での過時効処理が、材料の
降伏応力（塑性変形を開始するのに必要な応力）を増大させる一方で、予期せぬこと
に、内部のセグメントダイナミクス（分子鎖の局所的な運動）を加速させる可能性が示
されました。この一見矛盾する発見は、ポリマー材料の物理的特性と分子運動の間の関
係性に対する新たな洞察を提供します。

技術・臨床詳細

研究では、特定のポリマーガラス材料に対して、一定の応力下で時間をかけて時効処理
を行う「応力下過時効（overaging with stress）」手法が用いられました。実験結果
は、応力下での時効が材料の剛性と強度を高め、その降伏応力を有意に増加させること
を明確に示しました。しかし、同時に、誘電緩和分光法や核磁気共鳴（NMR）などの分
子ダイナミクスをプローブする技術を用いると、材料内部の分子セグメントの動きが、
応力のない通常の時効処理を受けたサンプルと比較して速くなっていることが判明しま
した。これは、応力が材料内の分子パッキングや自由体積に微細な変化を引き起こし、
それが巨視的な機械的強度と微視的な分子ダイナミクスの両方に影響を与えるという複
雑なメカニズムを示唆しています。具体的には、応力によって形成される特定の配向構
造が、一部の分子運動を促進する可能性があります。

背景・業界文脈

ポリマーガラスは、プラスチック、複合材料、コーティングなど、日常生活からハイテ
ク産業まで幅広く利用されている重要な材料です。その機械的特性は、温度、時間、そ
して応力の履歴に強く依存します。時効（aging）現象は、ポリマーが時間とともに構
造変化を起こし、その特性が変化する過程であり、製品の長期的な信頼性を理解する上
で不可欠です。本研究の発見は、応力がポリマーの「記憶」や「構造再編成」にどのよ
うに影響するかという基本的な問題に新たな光を当てます。これは、航空宇宙、自動
車、医療機器など、高信頼性が求められる分野でのポリマー材料の設計、加工、および
使用寿命予測に重要な影響を及ぼす可能性があります。



今後の展望

この研究結果は、ポリマーガラスの物理的時効の理論モデルを再構築し、応力下の材料
挙動をより正確に予測するための新たな方向性を示唆しています。将来的には、この知
見を応用して、特定の機械的特性と分子ダイナミクスを持つ「オーダーメイド」のポリ
マー材料を設計することが可能になるかもしれません。例えば、応力誘起の自己修復機
能を持つポリマーの開発や、長期間にわたる性能安定性が求められる用途（例：構造材
料）における材料寿命予測の精度向上に貢献することが期待されます。この研究は、ソ
フトマター物理学における基礎的な理解を深めるとともに、産業応用への道を開く重要
な一歩です。

元記事: #

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#50 統計力学の新概念「エンタングルメント・メンペ効
果」が量子系の熱力学的挙動に新たな洞察を提供

概要

統計力学の分野で「エンタングルメント・メンペ効果」という新たな概念が提唱され
ました。この研究は、量子物理学における系の熱力学的挙動、特に熱化プロセスに関
する理解に画期的な洞察を提供します。メンペ効果は、初期状態の温度が高くても速

く冷却される現象ですが、この研究はそれが量子エンタングルメントによってどのよ
うに影響されるかを解明するものです。この理論的進展は、量子熱機関、量子コンピ
ュータ、およびその他の量子デバイスの効率設計に新たな指針を与える可能性を秘め

ています。

公開日 2026年08月10日  arXiv (cond-mat.stat-mech)  国際



詳細

主要成果

統計力学の分野において、「エンタングルメント・メンペ効果」と名付けられた新しい
理論的現象が提唱されました。この研究は、量子物理学における系の熱力学的挙動、特
に量子エンタングルメントが系の熱化速度にどのように影響するかについて、これまで
にない深い洞察を提供します。メンペ効果の量子版とも言えるこの発見は、熱力学の基
礎法則と量子情報の接点を探るものです。

技術・臨床詳細

メンペ効果は、特定の条件下で、初期温度が高い液体が初期温度が低い液体よりも速く
凍結する（または熱平衡に達する）という古典的な現象です。今回の研究では、この概
念を量子系に応用し、量子エンタングルメントの状態が系の熱化ダイナミクスにどのよ
うに影響するかを理論的に調査しました。具体的には、量子多体システムにおいて、異
なる初期のエンタングルメント度合いを持つ状態が、同じ初期エネルギーでありながら
異なる速度で熱平衡状態に到達することを示すモデルが提示されています。この効果
は、系のハミルトニアン、初期状態の量子もつれ構造、そして熱浴との相互作用の強さ
によって決定される複雑な量子ダイナミクスに根ざしています。シミュレーションと理
論解析により、高いエンタングルメントを持つ初期状態が、特定の条件下でより速く熱
平衡に達する可能性があることが示唆されました。

背景・業界文脈

量子熱力学は、量子デバイスの設計と最適化にとって重要な新興分野です。量子コンピ
ュータや量子センサー、さらには量子熱機関といった次世代技術では、量子系の熱化や
冷却の速度がその効率と性能を決定します。従来の熱力学では、系の初期温度が高けれ
ば高いほど、熱平衡に達するのに時間がかかると考えられてきましたが、メンペ効果は
これに対する例外を示します。この研究は、量子エンタングルメントという純粋な量子
力学的性質が、巨視的な熱的挙動に影響を与える可能性を示唆しており、量子系の冷却
技術や熱管理戦略の再考を促します。これは、量子情報科学と基礎物理学の融合点にお
ける重要な進歩です。



今後の展望

「エンタングルメント・メンペ効果」の発見は、量子熱力学の分野における新たな研究
フロンティアを切り開くものです。この理論的枠組みは、量子アニーリングマシンや超
伝導量子ビットなどの冷却システムにおける熱化プロセスの最適化に応用される可能性
があります。将来的には、特定の初期量子状態を設計することで、目的の温度へより迅
速に冷却したり、特定の熱平衡状態へ効率的に誘導したりする技術の開発に貢献するこ
とが期待されます。これは、量子技術の実用化を加速し、より効率的な量子デバイスの
実現に向けた重要な基礎的知見となるでしょう。さらなる実験的検証が待たれます。

元記事: #

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#51 バルクNbTi超伝導体の遷移磁束雪崩レジーム開始が
熱境界コンダクタンスによって精密に制御される現象を発
見

概要

バルクNbTi（ニオブチタン）超伝導体における遷移的な磁束雪崩レジームの開始が、

熱境界コンダクタンスによって精密に制御されることが発見されました。この研究
は、超伝導材料の磁気不安定性に関する理解を深め、特に高磁場マグネットや超伝導
送電線などの用途において、その性能と安定性を向上させる上で非常に重要です。磁

束雪崩は超伝導デバイスの安全な動作を脅かすため、その制御メカニズムの解明は実
用化に向けた大きな一歩となります。この成果は、超伝導技術の信頼性向上に貢献し
ます。

公開日 2026年08月10日  arXiv (cond-mat.stat-mech)  国際



詳細

主要成果

バルクNbTi（ニオブチタン）超伝導体において、遷移的な磁束雪崩レジーム（磁束の急
激な侵入による不安定現象）の開始が、材料と周囲環境間の熱境界コンダクタンスによ
って精密に制御されることが実験的および理論的に示されました。この発見は、超伝導
材料の磁気的安定性を理解する上で極めて重要であり、超伝導デバイスの設計と安全な
運用に新たな指針を与えるものです。

技術・臨床詳細

NbTiは、MRI装置、高エネルギー物理学実験用のマグネット、核融合炉のコイルなど、
様々な高磁場超伝導応用で広く使用されている材料です。しかし、高電流密度と高磁場
下では、磁束の急激な侵入（磁束雪崩）により、部分的な抵抗状態が発生し、最終的に
クエンチ（超伝導状態の喪失）に至る可能性があります。本研究では、熱境界コンダク
タンス、すなわち超伝導体表面と冷却剤（液体ヘリウムなど）との間の熱伝達効率が、
この磁束雪崩の開始条件に決定的な影響を与えることを明らかにしました。熱境界コン
ダクタンスが高い場合、生成されたジュール熱が効率よく冷却剤に伝達されるため、磁
束雪崩の開始を抑制できます。逆にコンダクタンスが低いと、熱が蓄積しやすくなり、
より低い磁場や電流で不安定性が発現しやすくなります。研究では、異なる表面処理や
冷却環境を調整することで、熱境界コンダクタンスを変化させ、それによって磁束雪崩
の発生閾値が変化することを実証しました。この定量的な理解は、NbTi超伝導体の動作
限界を高めるための設計指針を提供します。

背景・業界文脈

超伝導マグネットは、現代科学技術の多くのフロンティアで不可欠な役割を担っていま
すが、その安定性は常に大きな課題でした。特に、超伝導体の内部または表面で発生す
る熱的・電磁気的な不安定性（磁束雪崩はその一例）は、デバイスの性能を制限し、時
には深刻な損傷を引き起こす可能性があります。磁束雪崩は、特に大型マグネットや高
電流密度を必要とする応用において、設計上の重要な考慮事項です。本研究の成果は、
熱管理戦略を超伝導体設計に統合することの重要性を強調し、既存のNbTiベースのデバ
イスの信頼性を向上させるための具体的な方法論を提供するものです。これは、国際核
融合実験炉（ITER）のような大規模プロジェクトや、次世代加速器の設計において極め
て重要な知見となります。



今後の展望

熱境界コンダクタンスによる磁束雪崩の制御メカニズムの解明は、より安定で信頼性の
高い超伝導デバイスの開発を可能にします。この知見は、超伝導マグネットの表面改
質、冷却システム設計の最適化、および動作パラメータの選択において直接的に応用さ
れるでしょう。将来的には、NbTi以外の超伝導材料（例：MgB2や高温超伝導体）にお
ける磁気不安定性への熱境界効果の探求や、より高度な熱管理技術（例：マイクロチャ
ンネル冷却）の開発にも繋がることが期待されます。これにより、超伝導技術の応用範
囲がさらに広がり、エネルギー、医療、輸送など様々な分野での社会実装が加速される
ことでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#52 スカラーアクティブマターのパターン形成における弱
い非保存的ダイナミクスの影響を解明

概要

スカラーアクティブマターにおけるパターン形成に対して、弱い非保存的ダイナミク
スがどのように影響するかに関する研究が発表されました。この研究は、ソフトマタ
ー物理学における自己組織化現象の基本的な理解を深めるもので、アクティブマター

システムの複雑な挙動を解き明かす鍵となります。非保存的ダイナミクスがパターン
形成に与える微細な影響を定量化することで、将来的にスマート材料や微小ロボット
群の設計原則に応用される可能性があります。この成果は、物理学と工学の境界領域

における重要な進歩です。

公開日 2026年08月07日  arXiv (cond-mat.soft)  国際



詳細

主要成果

研究者らは、スカラーアクティブマターシステムにおけるパターン形成メカニズムに対
し、弱い非保存的ダイナミクスが与える影響を詳細に調査し、その微細な役割を明らか
にしました。この研究は、非平衡系の自己組織化現象に関する我々の理解を深め、アク
ティブマターの複雑な挙動をより正確に予測・制御するための基礎的な洞察を提供しま
す。

技術・臨床詳細

アクティブマターとは、個々の構成要素が自律的にエネルギーを消費して運動する非平
衡系のことで、微生物の群れ、細胞骨格、微小な人工スイマーなどがその例です。これ
らのシステムは、しばしば興味深い集団的なパターン（例：流れ、渦、クラスター）を
形成します。本研究では、スカラー場によって記述される単純なアクティブマターモデ
ルに、従来の保存的な相互作用に加えて、弱い非保存的な力を導入しました。非保存的
ダイナミクスは、エネルギー散逸や外部からのエネルギー供給を伴うプロセスを指しま
す。解析の結果、これらの弱い非保存的な力が、系全体のパターン形成の動態、安定
性、そして最終的な構造に微妙ながらも決定的な影響を与えることが示されました。例
えば、相分離の速度、ドメインのサイズ分布、または特定のパターンへの遷移閾値が、
非保存的項のわずかな変化によって大きく変わる可能性が示唆されました。これは、理
論的なモデル構築において、非保存的要素の考慮が不可欠であることを強調していま
す。

背景・業界文脈

アクティブマターの自己組織化は、生物学的プロセス（例：組織形成、微生物の移動）
から、新しい種類の材料（例：自律的に機能するソフトロボット、スマート流体）の開
発まで、幅広い分野で重要です。しかし、これらのシステムの挙動は非平衡性が原因で
極めて複雑であり、その背後にある物理法則を完全に理解することは挑戦的でした。特
に、エネルギーの散逸や生成を伴う非保存的ダイナミクスが、システムの全体的なパタ
ーンにどのように影響するかについては、まだ多くの未解明な点がありました。本研究
は、このギャップを埋めるものであり、微視的な相互作用が巨視的な集団挙動にどのよ
うに変換されるかについての基本的な理解を深めます。



今後の展望

この研究の成果は、アクティブマターシステムの設計と制御において重要な意味を持ち
ます。弱い非保存的ダイナミクスがパターン形成に与える影響を理解することで、研究
者やエンジニアは、より予測可能で、目的の機能を持つアクティブマター材料やデバイ
スを設計できるようになるでしょう。例えば、特定のパターンを持つ微小粒子を自己組
織化させることで、ターゲット配送システムや微細加工ツールを開発する可能性があり
ます。また、細胞や微生物の挙動を模倣したバイオミメティック材料の開発にも貢献す
ると期待されます。この基礎研究は、将来的には、自律的に集まって機能する微小ロボ
ット群や、環境変化に反応して形状や特性を変えるスマート材料の実現に向けた重要な
一歩となるでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#53 卵黄タンパク質の集合とレオロジーを脂質が非単調に
制御するメカニズムを水-大豆油界面で解明

概要

研究者らは、水-大豆油界面における卵黄タンパク質の集合挙動とレオロジー特性が、
脂質によって非単調に制御されるメカニズムを解明しました。この発見は、食品科学
や界面活性材料の分野におけるタンパク質-脂質相互作用の理解を深める重要な一歩で

す。特に、食品のテクスチャー改善、乳化安定性の向上、または薬剤送達システムに
おけるマイクロカプセルの設計において、より精密な制御を可能にする新たな知見を
提供します。この研究は、天然由来の材料を用いた高機能化への道を開くものです。

公開日 2026年08月07日  arXiv (cond-mat.soft)  国際



詳細

主要成果

水-大豆油界面における卵黄タンパク質（EYP）の集合挙動と、それに伴うレオロジー特
性が、脂質の存在量によって非単調に制御されるメカニズムが、最新の研究によって明
らかにされました。この発見は、タンパク質と脂質の複雑な相互作用が、界面特性に与
える影響に関する我々の理解を深め、食品産業やバイオマテリアル分野における機能性
材料の設計に新たな道を開くものです。

技術・臨床詳細

研究では、水相と大豆油相の間に形成される界面に卵黄タンパク質を導入し、異なる濃
度の脂質（主にリン脂質）を添加した際のタンパク質の吸着挙動と界面レオロジー（粘
弾性）を詳細に分析しました。従来の予想では、脂質濃度が増加するにつれてタンパク
質の集合が単調に変化すると考えられがちでしたが、本研究では、低脂質濃度ではタン
パク質の界面吸着が促進され、凝集構造が形成される一方で、最適濃度を超えると脂質
がタンパク質の集合を阻害し、界面層が軟化するという非単調な挙動が観察されまし
た。これは、脂質がタンパク質の「アンフォールディング（構造展開）」や「パッキン
グ（密集）」に二重の効果を持つためと考えられます。具体的には、適度な量の脂質は
タンパク質の界面への展開を助け、より強固な網目構造を形成しますが、過剰な脂質は
タンパク質同士の相互作用を遮断し、界面層の秩序を乱す可能性があります。このメカ
ニズムは、界面張力測定、界面ずりレオロジー、および原子間力顕微鏡（AFM）などの
手法を用いて詳細に特性評価されました。

背景・業界文脈

卵黄タンパク質は、その優れた乳化性、起泡性、ゲル化性から、食品加工産業において
広く利用されています。また、脂質は食品の風味、テクスチャー、安定性に不可欠な要
素です。タンパク質と脂質の相互作用は、マヨネーズのような乳化食品の安定性から、
医薬品のマイクロカプセル化、化粧品の安定性まで、幅広い応用において中心的な役割
を果たします。本研究の発見は、これらの複雑な食品システムやバイオ界面の安定性と
機能性を、脂質濃度を精密に調整することで最適化できる可能性を示唆しています。こ
れにより、食品メーカーは、より安定した、望ましいテクスチャーを持つ製品を開発で
きるようになります。



今後の展望

この非単調な制御メカニズムの理解は、卵黄タンパク質を基盤とした食品添加物、乳化
剤、安定剤の開発に直接的に応用されるでしょう。例えば、特定の食品用途において、
界面に形成されるタンパク質膜のレオロジーを、脂質の添加量によって精密に「チュー
ニング」することが可能になります。また、この知見は、脂質-タンパク質相互作用が
関与する他の生体システム（例：細胞膜の機能、リポソーム製剤）の理解にも貢献する
可能性があります。将来的には、より高度な機能を持つバイオベースの界面活性材料、
安定性に優れた新規乳化システム、さらには効率的な薬剤送達システムや食品保蔵技術
の開発へと繋がることが期待されます。この研究は、天然由来の成分のポテンシャルを
最大限に引き出すための重要な基礎を提供します。

元記事: #

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#54 CuspAI、Meta/Nvidia含む45組織と連携しAI
Materials Foundryで機能性材料を迅速発見、合成・製造
課題克服へ

概要

計算化学企業CuspAIは、MetaやNvidiaを含む45の組織と「AI Materials Foundry」ネッ

トワークを構築し、AIと実験検証を組み合わせて新しい機能性材料を迅速に発見して
います。この大規模な連携は、実際のアプリケーションにおける合成、安定性、製造
可能性といった長年の課題を克服することを目的としています。CuspAIのアプローチ

は、AIが膨大な分子空間から有望な候補を効率的に特定し、物理実験でその性能を検
証することで、材料開発のサイクルを劇的に短縮します。これにより、多岐にわたる
産業分野でのイノベーションが加速されることが期待されます。

公開日 2026年08月12日  Chemistry World  イギリス



詳細

主要成果

計算化学企業のCuspAI社は、MetaやNvidiaを含む45の主要組織と共同で「AI Materials

Foundry」ネットワークを形成し、AIと実験検証を組み合わせることで新しい機能性材
料の発見を加速しています。この大規模な協力体制は、材料開発における合成、安定
性、製造可能性といった実世界の課題を体系的に克服することを目指しており、研究開
発のボトルネック解消に貢献します。

技術・臨床詳細

CuspAIの「AI Materials Foundry」は、AI駆動型の分子設計と、ロボットによる自動化さ
れた実験プラットフォームを統合したハイブリッドアプローチを採用しています。AIア
ルゴリズムは、物理法則、化学的制約、そして過去の実験データに基づいて、何十億も
の分子構造の中から特定の機能（例：特定のガス吸着、高効率な光触媒作用、優れた熱
伝導性）を持つ可能性のある材料候補を生成します。これらの候補は、シミュレーショ
ンによって初期評価された後、物理ラボの自動化システムによって合成され、その特性
が実験的に検証されます。このクローズドループのプロセスにより、AIは実験結果から
学習し、次世代の材料設計をさらに改善していくことができます。特に、Metaが提供
する大規模な計算リソースやNvidiaのAIハードウェアの活用は、このプラットフォーム
の処理能力と学習効率を大幅に向上させています。

背景・業界文脈

新しい機能性材料の発見と開発は、エネルギー、環境、ヘルスケア、エレクトロニクス
など、現代社会の最も差し迫った課題を解決するために不可欠です。しかし、従来の材
料科学研究は、膨大な時間、コスト、そして試行錯誤を要するプロセスでした。AIの進
化は、この材料発見のプロセスを根本的に変革する可能性を秘めており、世界中の研究
機関や企業がAIとマテリアルズ・インフォマティクス（MI）の融合に注力しています。
CuspAIの取り組みは、AIが単なるデータ分析ツールではなく、創造的な設計者および効
率的な実験管理者としての役割を担う、材料科学の新しいパラダイムを提示するもので
す。大手テクノロジー企業との連携は、この分野の産業的関心と投資の高さを示してい
ます。



今後の展望

CuspAIの「AI Materials Foundry」ネットワークは、今後、より複雑な機能を持つ材料
や、特定の産業ニーズに合わせた特注材料の開発を加速させるでしょう。特に、持続可
能な材料（例：CO2回収材料、生分解性プラスチック代替品）、超伝導体、高性能バッ
テリー材料など、社会的に大きな影響力を持つ分野でのブレークスルーが期待されま
す。AIと実験の組み合わせは、開発サイクルの短縮、コスト削減、そしてより確実な実
用化への道筋を提供します。このネットワークは、グローバルな材料科学エコシステム
を形成し、研究成果の迅速な共有と応用を通じて、次世代の技術革新を牽引する中心的
な存在となる可能性を秘めています。

元記事: https://www.chemistryworld.com/news/combining-ai-with-experiments-to-solve-real-world-

materials-problems/4024017.article

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.chemistryworld.com/news/combining-ai-with-experiments-to-solve-real-world-materials-problems/4024017.article
https://www.chemistryworld.com/news/combining-ai-with-experiments-to-solve-real-world-materials-problems/4024017.article


#55 ペンシルベニア大学、MRI対応軟体ロボティクスマイ
クロバルーンで脳卒中の初期段階をマウスで観察可能に

概要

ペンシルベニア大学のエンジニアとメリーランド大学医学部の共同研究者らが、軟体
ロボティクス応用向けの小型MRI対応弾性マイクロバルーンを開発しました。この革
新的なデバイスにより、マウスの脳卒中の初期段階をリアルタイムで詳細に観察する

ことが可能になりました。このブレークスルーは、脳卒中のメカニズム解明と、より
効果的な治療法の開発に向けた新しいツールを提供し、神経科学研究に大きな進歩を
もたらします。軟体ロボティクス技術の医療応用における重要な一歩です。

公開日 2026年08月13日  University of Pennsylvania  アメリカ



詳細

主要成果

ペンシルベニア大学のエンジニアとメリーランド大学医学部の研究者からなる共同チー
ムは、軟体ロボティクス応用向けの小型でMRI対応の弾性マイクロバルーンを開発しま
した。この革新的なデバイスは、マウスモデルにおいて脳卒中の最も初期の瞬間をこれ
までにない詳細さで観察することを可能にし、脳卒中の病態生理学の理解と新しい治療
アプローチの開発に極めて重要なツールを提供します。

技術・臨床詳細

開発されたマイクロバルーンは、直径がわずか数百マイクロメートルという超小型サイ
ズで、柔軟性に優れた生体適合性ポリマーで作られています。この材料はMRI環境下で
の使用に耐えうる非磁性特性を持つため、研究者は高解像度画像を通じて、バルーンが
誘導する虚血（血流停止）後の脳組織の変化をリアルタイムで追跡できます。具体的に
は、脳の微小血管系における血流遮断、酸素レベルの変化、細胞レベルでの損傷プロセ
スの開始など、脳卒中の非常に初期の動態を可視化できます。従来の脳卒中モデルで
は、このように詳細かつ非侵襲的に初期変化を観察することは困難でした。この軟体ロ
ボティクス技術は、微小バルーンを操作して血管を一時的に閉塞させたり、圧力をかけ
たりすることで、脳卒中の様々なタイプ（例：虚血性脳卒中、出血性脳卒中）を再現
し、その後の組織応答を正確に評価するための新しい実験プラットフォームを提供しま
す。

背景・業界文脈

脳卒中は、世界的に主要な死因および重度な障害の原因であり、その発症メカニズムは
複雑で、効果的な治療法の開発が長年の課題です。特に、脳卒中の初期段階での病態生
理学的変化を理解することは、治療介入のタイミングや戦略を最適化する上で極めて重
要です。軟体ロボティクスは、その柔軟性と生体適合性から、従来の硬質医療機器では
難しかった生体組織との繊細な相互作用を可能にする新興分野です。この研究は、軟体
ロボティクス技術を脳卒中研究に応用するという独創的なアプローチであり、神経科
学、生物医学工学、ロボティクス分野の境界領域における重要な進歩です。



今後の展望

この小型MRI対応弾性マイクロバルーンの導入は、脳卒中の基礎研究に変革をもたら
し、疾患メカニズムのより深い理解を促進します。これにより、神経保護薬、血栓溶解
薬、あるいは再生医療アプローチなど、新しい治療戦略の評価と開発が加速されるでし
ょう。将来的には、この技術がマウスモデルだけでなく、より大型の動物モデル、さら
にはヒトの医療診断や治療における応用へと発展する可能性も秘めています。例えば、
血管内手術における精密な介入や、特定の脳領域への薬剤送達などに応用されるかもし
れません。軟体ロボティクスとMRI技術の融合は、神経疾患の診断と治療の未来を形作
る上で、極めて有望な方向性を示すものです。

元記事: https://www.engineering.upenn.edu/stories/how-a-soft-robotics-breakthrough-is-revealing-

strokes-earliest-moments/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.engineering.upenn.edu/stories/how-a-soft-robotics-breakthrough-is-revealing-strokes-earliest-moments/
https://www.engineering.upenn.edu/stories/how-a-soft-robotics-breakthrough-is-revealing-strokes-earliest-moments/


#56 科学者、室温で量子状態を分離・輸送可能な初の金メ
タクリスタルを開発：量子技術の極低温不要化へ

概要

科学者たちは、室温で異なる量子状態の光を分離・輸送できる初の量子材料である超
薄型「メタクリスタル」を開発しました。数百もの微細構造を彫刻した金膜で構成さ
れるこの材料は、量子コンピューター、安全な通信システム、先進センサーなどの量

子技術において、極低温冷凍システムの必要性を排除する可能性を秘めています。こ
の画期的な成果は、量子技術の実用化に向けた最大の障壁の一つを取り除き、量子コ
ンピューティングの利用可能性を大きく広げるものです。量子技術の小型化と普及に

貢献します。

公開日 2026年08月08日  ScienceDaily (referencing Nature)  国際



詳細

主要成果

科学者たちは、室温で異なる量子状態の光を効率的に分離し、輸送できる世界初の量子
材料「メタクリスタル」を開発しました。この超薄型の金膜ベースの材料は、数百もの
微細構造が精密に彫刻されており、量子コンピューティング、安全な量子通信、そして
高度な量子センサーといった次世代量子技術における、高コストで複雑な極低温冷却シ
ステムの必要性を根本的に排除する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

開発されたメタクリスタルは、数百ナノメートルスケールの微細なパターンを表面に持
つ金膜で構成されています。このパターンは、光子（光の量子）が通過する際にその量
子状態（例：偏光状態や軌道角運動量）を精密に制御するように設計されています。具
体的には、メタクリスタルは、特定の量子状態の光子だけを選択的に透過させたり、異
なる経路に分離したりすることができます。この「量子状態の分離器および輸送路」と
しての機能は、室温環境下で安定して動作することが確認されています。従来の量子デ
バイスは、量子状態のデコヒーレンス（量子状態の喪失）を防ぐために、絶対零度近く
の極低温環境が必要でしたが、このメタクリスタルは、そのユニークな構造により、室
温での量子コヒーレンスを維持できる画期的な能力を持っています。金が使用されてい
るのは、その化学的安定性と、光子との相互作用を効率的に制御できるプラズモン共鳴
特性によるものです。

背景・業界文脈

量子技術は、従来のコンピューティング、通信、センサーの限界を打ち破る可能性を秘
めていますが、その実用化を阻む最大の課題の一つが「極低温冷却の必要性」でした。
超伝導量子ビットや一部の量子センサーは、その動作のために、非常に低い温度（ミリ
ケルビンオーダー）を維持する大型で高価な冷凍機を必要とします。これにより、デバ
イスのサイズ、コスト、消費電力が大幅に増加し、普及の妨げとなっていました。この
メタクリスタルの開発は、この「冷却の壁」を打ち破り、量子技術をよりアクセスしや
すく、実用的なものにするための重要なブレークスルーです。室温動作が可能になれ
ば、量子デバイスはスマートフォン、自動車、一般産業機器など、より広範なアプリケ
ーションに組み込まれる可能性が出てきます。



今後の展望

この室温動作可能な量子メタクリスタルの発見は、量子技術の商業化と普及に革命的な
影響を与えるでしょう。量子コンピューターのチップを小型化し、データセンターや個
人のデスクトップで利用可能にする道を開きます。また、量子暗号通信のセキュアなネ
ットワークを、より手軽に構築できるようになるでしょう。先進的な量子センサーは、
より広い環境で利用可能になり、医療診断、環境モニタリング、自動運転車などに新た
な能力をもたらします。今後の研究では、メタクリスタルの量子状態制御の精度と効率
をさらに高め、より複雑な量子プロトコルに対応できるデバイスへと発展させることが
焦点となります。この技術は、量子革命を一般社会へと拡大するための決定的なステッ
プとなるでしょう。

元記事: https://www.sciencedaily.com/releases/2026/08/260806050706.htm

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sciencedaily.com/releases/2026/08/260806050706.htm


#57 延性ナノコロイドガラスの流れ停止後の空間不均一な
緩和ダイナミクスと回復可能なひずみ進化を解明

概要

研究者らは、延性ナノコロイドガラスにおいて、流れ停止後に生じる空間的に不均一
な緩和ダイナミクスと、それに伴う回復可能なひずみの進化を詳細に解明しました。
この発見は、ソフトマター材料のレオロジーと構造ダイナミクスに関する理解を深め

るもので、特に、加工後の材料の安定性や機械的応答を予測する上で重要な知見を提
供します。この研究は、高性能なコロイドベースの材料設計や、加工プロセスの最適
化に貢献することが期待されます。ソフトマター物理学における基礎的な進歩です。

公開日 2026年08月10日  arXiv (cond-mat.soft)  国際



詳細

主要成果

研究者たちは、延性ナノコロイドガラスにおいて、剪断流の停止後に見られる空間的に
不均一な緩和ダイナミクスと、それに続く回復可能なひずみの進化メカニズムを詳細に
解明しました。この画期的な発見は、ソフトマター材料が、外部からの摂動（流れ）が
なくなった後、どのようにして内部構造を再構築し、機械的なエネルギーを解放するか
について、これまでにない深い洞察を提供します。

技術・臨床詳細

延性ナノコロイドガラスは、ナノスケールの粒子が溶媒中に分散し、高密度でガラス状
の構造を形成している材料です。これらの材料は、特定の剪断応力下で塑性変形（延
性）を示しますが、応力が除去されると、その一部が回復可能なひずみとして残りま
す。本研究では、レオロジー測定と先進的なイメージング技術（例：共焦点顕微鏡、X
線光子相関分光法）を組み合わせて、流れ停止後のコロイドガラス内部での粒子の動き
と構造変化をリアルタイムで追跡しました。その結果、材料全体が一様に緩和するので
はなく、空間的に異なる速度で緩和する領域が存在すること（空間的不均一性）が明ら
かになりました。特に、流れの履歴によって誘導された「ひずみ記憶」が、回復可能な
ひずみの大きさと緩和速度に大きく影響することが示されました。この不均一性は、材
料内部の異なる応力分布や自由体積の差異に起因すると考えられます。これにより、回
復可能なひずみがどのように発生し、時間とともにどのように「忘れ去られていく」の
かという動的なプロセスが微視的レベルから解き明かされました。

背景・業界文脈

ソフトマター材料、特にコロイドガラスは、塗料、食品、化粧品、接着剤など、幅広い
産業製品に利用されています。これらの材料の品質と性能は、製造プロセス（剪断、混
合など）とその後の安定性（保存、輸送）に強く依存します。流れ停止後の材料が示す
レオロジー的挙動（例えば、チキソトロピー性や回復性）を理解することは、製品の加
工性、安定性、そして最終的な機能性を最適化する上で極めて重要です。本研究の成果
は、ソフトマターの基礎科学における長年の課題であった「流れ記憶」や「構造的再編
成」のメカニズム解明に貢献し、より堅牢で予測可能なソフトマター製品の設計を可能
にします。



今後の展望

この研究によって得られた知見は、延性ナノコロイドガラスおよび他のソフトマター材
料の設計と加工プロセスに直接的に応用されるでしょう。エンジニアは、流れ停止後の
材料の回復挙動をより正確に予測し、特定の用途に合わせた機械的安定性を持つ製品を
開発できるようになります。例えば、3Dプリンティング用のインク、高機能コーティン
グ、または自己修復能力を持つ複合材料の開発に貢献する可能性があります。将来的に
は、外部刺激によって回復可能なひずみの量を精密に制御できる「スマートコロイド材
料」の開発へと繋がることが期待されます。この研究は、ソフトマターの基礎科学と応
用工学の橋渡しをする重要な進歩です。

元記事: #

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#58 金属マイクロキャビティにおいて凝集工学により損失
耐性のある強力結合が実現

概要

研究者らは、金属マイクロキャビティにおいて、凝集工学的手法を用いることで損失
耐性のある強力結合を実現しました。この画期的な成果は、光と物質の相互作用の基
礎物理学に新たな知見をもたらすとともに、新しい光学デバイスの開発に大きな影響

を与える可能性があります。特に、エネルギー効率の高い光スイッチ、超高速センサ
ー、量子情報処理デバイスなど、損失が問題となる応用分野での性能向上が期待され
ます。この研究は、光物理学と材料科学の融合による重要な進歩です。

公開日 2026年08月10日  arXiv (physics.optics, cond-mat.mtrl-sci)  国際



詳細

主要成果

金属マイクロキャビティにおいて、凝集工学（aggregation-engineered）の手法を適用
することで、従来の課題であった光損失を克服し、損失耐性のある強力結合（strong
coupling）を実現することに成功しました。この革新的なアプローチは、光と物質の相
互作用を新たなレベルで制御することを可能にし、次世代の光電子デバイス開発に大き
な影響を与える可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

強力結合とは、光と物質（例：励起子、プラズモン、分子）の相互作用が非常に強いた
め、両者が結合して新しい準粒子（ポーラリトンなど）を形成する現象です。これは、
光デバイスの性能向上や新機能創出に利用されます。しかし、金属マイクロキャビティ
は、その優れた光閉じ込め能力にもかかわらず、金属の持つ固有の損失（オーム損な
ど）が強力結合の効率を低下させるという課題がありました。本研究では、この損失の
問題を解決するために「凝集工学」という新しい手法を導入しました。これは、キャビ
ティ内に配置される光活性物質（例：有機分子、ナノ粒子）の空間的配置や濃度を精密
に制御し、それらが特定の集合状態（凝集体）を形成するように設計することを指しま
す。この凝集体は、光との相互作用を最適化するだけでなく、エネルギー散逸経路を抑
制し、結果として全体的な損失耐性を向上させることが示されました。具体的には、特
定の分子凝集体を設計することで、強力結合状態の寿命が延長され、より安定したポー
ラリトンが形成されることが実証されました。これにより、室温での強力結合も可能と
なり、量子情報や超高速光通信への応用が現実味を帯びてきます。

背景・業界文脈

光と物質の強力結合は、レーザー、LED、センサー、そして量子コンピュータの基本要
素である量子光学デバイスの性能を向上させる上で極めて重要な現象です。しかし、特
に金属ナノ構造を用いたキャビティでは、材料固有の光吸収による損失が大きな制約と
なっていました。この損失は、デバイスの効率を低下させ、動作温度を限定する原因と
なります。本研究の成果は、この長年の課題に対する独創的な解決策を提示するもので
あり、金属ベースのプラズモニックデバイスやメタマテリアルの設計において、新たな
ブレークスルーを可能にします。これは、光と物質の相互作用に関する基礎的な理解を
深めるとともに、実用的なデバイス開発への道を拓くものです。



今後の展望

この損失耐性のある強力結合を実現する凝集工学的手法は、次世代の光スイッチ、超高
速変調器、高感度センサー、そして量子情報処理デバイスの開発に革命的な影響を与え
るでしょう。特に、低損失で高効率な光-物質相互作用が求められる分野（例：バイオ
センサー、医療診断、エネルギー変換）での応用が期待されます。将来的には、この技
術をさらに進化させ、外部から光活性物質の凝集状態を動的に制御することで、強力結
合の強度や特性をリアルタイムで調整できる「スマート光デバイス」の開発へと繋がる
ことが期待されます。これにより、光技術の応用範囲がさらに広がり、より高度な機能
を持つ光デバイスの社会実装が加速されることでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#59 アクティブブラウン粒子の場の方程式の微視的導出
が、自己組織化と輸送現象のモデリングに貢献

概要

研究者らは、アクティブブラウン粒子に関する場の方程式の微視的導出を開発しまし
た。この成果は、アクティブマターシステムにおける自己組織化と輸送現象のモデリ
ングに大きく貢献します。個々の粒子の振る舞いから巨視的なパターン形成を予測す

る能力を高め、生物物理学やソフトロボティクス分野における理論的理解を深めるも
のです。これにより、生体システムの模倣や、新しい自律型材料の設計に向けた基礎
的なツールが提供されます。この研究は、非平衡統計力学における重要な進歩です。

公開日 2026年08月12日  arXiv (cond-mat.soft)  国際



詳細

主要成果

研究者たちは、アクティブブラウン粒子（ABP）に関する場の方程式を微視的原理から
厳密に導出することに成功しました。この理論的成果は、アクティブマターシステムが
示す複雑な自己組織化パターンや輸送現象を、より正確かつ包括的に記述するための基
礎を提供します。これは、非平衡統計力学およびソフトマター物理学における重要な進
歩です。

技術・臨床詳細

アクティブブラウン粒子は、ブラウン運動に加えて、自律的にエネルギーを消費して推
進する力を持つ粒子のモデルです。微生物、細胞、人工の微小スイマーなどがこれに該
当します。これらの粒子は、個々がランダムな動きをしながらも、集団として流体的な
流れ、凝集、パターン形成といった巨視的な協調運動を示すことが知られています。従
来のABPのモデリングは、多くの場合、現象論的なアプローチや粗視化された記述に依
存していましたが、本研究では、個々の粒子の運動方程式と熱力学的漲落を考慮した微
視的ハミルトニアンから出発し、統計力学的手法（例：フォッカー・プランク方程式の
場への変換）を用いて、連続的な密度場や速度場を記述する巨視的な場の方程式を導出
しました。この導出により、粒子の相互作用、自律運動の強さ、そして熱的ゆらぎが、
最終的な巨視的パターンにどのように寄与するかが明確に示されます。特に、粒子間の
弱い相互作用や壁との相互作用が、空間的な密度不均一性や流れのパターンに与える影
響を、より正確に予測できるようになります。

背景・業界文脈

アクティブマターシステムは、生物学（細胞の運動、組織形成、微生物の生態）、物理
学（非平衡相転移、パターン形成）、そして工学（自律型微小ロボット、スマート流
体）といった多岐にわたる分野で注目されています。これらのシステムは、エネルギー
散逸と自己駆動によって、通常の熱平衡系では見られないユニークな挙動を示します。
しかし、その非平衡性ゆえに、一般的な統計力学の枠組みを直接適用することが困難で
あり、現象を包括的に説明できる統一的な理論モデルの構築が求められていました。本
研究の成果は、この理論的ギャップを埋めるものであり、アクティブマターの基礎的な
物理的特性を理解し、その挙動を予測するための強力な数学的ツールを提供します。



今後の展望

アクティブブラウン粒子の場の方程式の微視的導出は、アクティブマターシステムの研
究に新たな道筋を開きます。このモデルを応用することで、研究者やエンジニアは、特
定の機能を持つアクティブマター材料やデバイスをより効果的に設計できるようになる
でしょう。例えば、自己組織化する微小ロボット群の制御アルゴリズムの最適化、生体
組織の成長モデルの改善、あるいは新しい種類の流体輸送システムの開発に貢献する可
能性があります。また、この理論的フレームワークは、異なる種類のアクティブマター
（例：配向秩序を持つ粒子、相互作用が複雑な粒子）へと拡張され、より多様な実世界
のアクティブマター現象の理解と応用を加速させることが期待されます。これは、ソフ
トロボティクスやバイオミメティック材料科学における重要な基礎を築くものです。

元記事: #

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#60 コンコルディア大学、航空機エンジンタービンの耐久
性と効率を向上させる自己修復コーティングを開発

概要

コンコルディア大学の研究者らは、航空機エンジンタービンの耐久性と効率を大幅に
向上させる新しい自己修復コーティングを開発しました。この技術は、高温環境下で
エンジン部品表面に形成される保護酸化層の自己修復能力を理解し、活用することに

焦点を当てています。このブレークスルーは、航空機エンジンの寿命を延ばし、燃料
効率を改善することで、運用コストの削減と安全性向上に貢献します。航空宇宙産業
における材料科学の重要な進歩です。

公開日 2026年08月12日  Concordia University News  カナダ



詳細

主要成果

コンコルディア大学の研究者チームは、航空機エンジンタービンの耐久性と効率を劇的
に向上させる可能性を秘めた、革新的な自己修復コーティングを開発しました。この研
究は、高温動作環境下でエンジン部品表面に自然に形成される保護酸化層が持つ、損傷
を自律的に修復する能力を深く理解し、これを積極的に利用することに焦点を当ててい
ます。この成果は、航空機の安全性向上と運用コスト削減に大きく貢献します。

技術・臨床詳細

航空機エンジンのタービンブレードやその他の高温部品は、数千度の極限環境下で稼働
し、酸化や腐食、疲労などの損傷を受けやすいです。これらの部品を保護するために、
通常はセラミックベースの熱バリアコーティング（TBCs）が施されますが、これらも時
間とともに劣化します。コンコルディア大学の研究は、これらのTBCsの上に、あるいは
その内部で、特定の金属合金が形成する保護酸化層（スケール）が、微細な亀裂を自己
修復する固有の能力を持つことに着目しました。この研究では、先進的なキャラクタリ
ゼーション技術（例：走査型電子顕微鏡、X線回折、電気化学的インピーダンス分光
法）を用いて、高温でこの酸化層がどのように形成され、損傷後にどのように再密着・
再成長して自己修復を行うかを詳細に解析しました。特に、この自己修復プロセスが、
コーティング材料の組成や微細構造、および動作温度によってどのように影響されるか
を定量的に解明し、最適な自己修復能力を発揮する材料設計指針を確立しました。これ
により、亀裂が発生しても自動的に修復されるため、部品の寿命が大幅に延び、予期せ
ぬ故障のリスクが低減されます。

背景・業界文脈

航空機エンジンは、常に極限の性能と信頼性が求められる部品であり、その寿命と燃費
効率は航空会社の運用コストに直結します。エンジンの部品交換やメンテナンスは高額
であり、特に高温部品の劣化は安全性に直結するため、その耐久性向上は航空宇宙産業
における長年の課題でした。自己修復材料は、この課題を解決するための有望なアプロ
ーチとして注目されており、コーティングの寿命を延ばし、メンテナンス頻度を減らす
ことで、運用コストを削減し、同時にフライトの安全性を高めることができます。本研
究は、既存のTBCsの性能を飛躍的に向上させる可能性を秘めており、航空機エンジンの
設計思想に大きな影響を与えるものです。



今後の展望

コンコルディア大学によるこの自己修復コーティング技術は、航空宇宙産業におけるゲ
ームチェンジャーとなる可能性を秘めています。この技術が実用化されれば、航空機エ
ンジンのメンテナンスコストとダウンタイムが大幅に削減され、航空機の稼働率が向上
します。また、より長寿命で耐損傷性に優れたエンジン部品は、より効率的な飛行を可
能にし、燃料消費量とCO2排出量の削減にも貢献するでしょう。将来的には、この自己
修復メカニズムを他の高温環境下で動作する工業部品（例：ガスタービン、発電所のボ
イラー部品）にも応用することで、その影響範囲はさらに広がる可能性があります。こ
の研究は、材料科学の進化が、安全で持続可能な未来の航空輸送を支える重要な基礎と
なることを示しています。

元記事: https://www.concordia.ca/news/stories/2026/08/12/concordia-research-could-help-improve-

aircraft-engine-durability.html

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.concordia.ca/news/stories/2026/08/12/concordia-research-could-help-improve-aircraft-engine-durability.html
https://www.concordia.ca/news/stories/2026/08/12/concordia-research-could-help-improve-aircraft-engine-durability.html


#61 ACS Langmuir論文：石英砂の表面改質に向けた動的
ジスルフィド結合自己修復樹脂コーティングを開発

概要

本論文は、石英砂の表面改質を目的とした動的ジスルフィド結合機能化自己修復樹脂
コーティングの開発について報告しています。この革新的なコーティングは、未固結
砂岩貯留層の耐久性と安全性を向上させることを目指しています。ジスルフィド結合

の可逆的な性質を利用することで、損傷時に自律的に修復する能力を持ち、材料の長
寿命化と性能維持に貢献します。この成果は、資源工学や材料科学分野において、自
己修復材料の実用化に向けた重要な進歩です。特に、エネルギー資源開発の安全性と

効率性向上に寄与します。

公開日 2026年08月14日  ACS Publications - Langmuir  アメリカ



詳細

主要成果

ACS Langmuirに掲載された本論文は、石英砂の表面を改質するための、動的ジスルフィ
ド結合機能化自己修復樹脂コーティングの開発について報告しています。この革新的な
コーティングは、未固結砂岩貯留層（unconsolidated sandstone reservoirs）の耐久性と
安全性を大幅に向上させることを目的としています。ジスルフィド結合の動的かつ可逆
的な性質を活用することで、材料に損傷が発生した際に自律的に修復する能力を付与
し、長期的な性能維持と安全性の確保に貢献します。

技術・臨床詳細

開発された自己修復樹脂コーティングは、ポリマー骨格内に複数のジスルフィド（S-

S）結合を組み込んでいます。ジスルフィド結合は、熱や特定の化学的刺激によって切
断・再結合する動的な性質を持つため、材料に物理的な損傷（例：微細な亀裂や摩耗）
が生じた際に、これらの結合が再編成されることで自己修復機能を発揮します。この樹
脂は、石英砂粒子表面に強固に接着するように設計されており、砂粒子が流動する際の
摩擦や衝撃による損傷から保護します。具体的には、コーティングされた砂粒子を模擬
的な貯留層環境で試験した結果、従来の砂粒子と比較して、高い機械的強度と耐摩耗性
を示し、繰り返し損傷を受けても性能が維持されることが確認されました。これによ
り、油田やガス田における砂の生産（sand production）問題、すなわち砂粒子が油・ガ
スとともに生産坑井に流入し、設備の損傷や生産量低下を引き起こす問題の軽減が期待
されます。

背景・業界文脈

未固結砂岩貯留層からの石油やガスの生産は、世界のエネルギー供給において重要な役
割を果たしていますが、砂の生産は、その運用における深刻な課題です。砂の流入は、
ポンプやパイプラインの摩耗、貯留層の目詰まり、さらには坑井の安定性喪失といった
問題を引き起こし、高額なメンテナンス費用や生産停止に繋がります。現在の対策に
は、砂制御スクリーンや砂充填法などがありますが、これらはコストが高く、長期的な
有効性に限界がありました。自己修復機能を持つコーティング砂は、これらの課題に対
する費用対効果が高く、持続可能な新しい解決策を提供するものです。この技術は、特
にシェールガスやタイトオイルなど、非在来型資源開発における安全性と効率性を向上
させる可能性を秘めています。



今後の展望

この動的ジスルフィド結合機能化自己修復樹脂コーティングは、石油・ガス産業におけ
る砂の生産問題を根本的に解決する画期的な技術として期待されます。この技術の実用
化により、坑井設備の寿命が延び、メンテナンスコストが削減され、エネルギー生産の
効率と安全性が向上するでしょう。将来的には、この自己修復技術を他の地質工学的応
用（例：地盤強化、トンネル建設、インフラの長寿命化）にも拡張することが考えられ
ます。また、ジスルフィド結合に加えて、他の可逆的結合（例：水素結合、イオン結
合）を活用したさらに高度な自己修復材料の開発にも繋がることが期待されます。この
研究は、機能性材料が持続可能なエネルギー開発に貢献する道を示しています。

元記事: https://pubs.acs.org/langd5/article/doi/10.1021/acs.langmuir.6c03027/5255072/Dynamic-

Disulfide-Bond-Functionalized-Self-Healing

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/langd5/article/doi/10.1021/acs.langmuir.6c03027/5255072/Dynamic-Disulfide-Bond-Functionalized-Self-Healing
https://pubs.acs.org/langd5/article/doi/10.1021/acs.langmuir.6c03027/5255072/Dynamic-Disulfide-Bond-Functionalized-Self-Healing


#62 表面波駆動型メタサーフェスがカスタムベクトル光場
を生成：高度な光学デバイスの小型化に貢献

概要

表面波駆動型メタサーフェスが、カスタムベクトル光場を生成できるという画期的な
研究が報告されました。この技術は、高度な光学デバイスの小型化、ホログラフィ
ー、および集積型フォトニクスへの応用が期待されます。従来の光学システムでは困

難だった、光の偏光や強度分布を任意に制御する能力を提供し、次世代の光通信、セ
ンサー、ディスプレイ技術に革命をもたらす可能性を秘めています。これは、光工学
とナノフォトニクス分野における重要なブレークスルーです。

公開日 2026年08月11日  Bioengineer.org  国際



詳細

主要成果

研究者らは、表面波駆動型メタサーフェスを用いて、カスタマイズされたベクトル光場
を生成する新しい技術の開発に成功しました。この革新的なアプローチは、光の偏光状
態と強度分布をナノスケールで任意に制御することを可能にし、高度な光学デバイスの
小型化、高機能ホログラフィー、および集積型フォトニクスシステムへの応用において
画期的な進歩をもたらします。

技術・臨床詳細

メタサーフェスは、光の波長よりも小さい構造を持つ人工的なナノ構造配列であり、こ
れにより入射光の位相、振幅、偏光を自在に操作することができます。本研究では、こ
のメタサーフェスを表面波（例えば、表面プラズモンポラリトンや導波モード）によっ
て励起するという独創的な手法を採用しました。表面波がメタサーフェスを通過する際
に、その局所的な電磁場がメタ原子（メタサーフェスの構成要素）と相互作用し、特定
の偏光状態と強度分布を持つカスタムベクトル光場として空間に放射されます。従来の
メタサーフェスは、通常、自由空間から光を入射させていましたが、表面波駆動によ
り、よりコンパクトで効率的な光変換が可能となります。特に、テラヘルツ波や光周波
数帯で、線形偏光、円偏光、さらには複雑な空間的偏光パターンを持つベクトル光場
を、単一の薄いデバイスで生成できることが実証されました。これにより、光渦
（optical vortex）やベッセルビーム（Bessel beam）などの特殊な光場も効率的に生成
できるようになります。

背景・業界文脈

ベクトル光場は、高密度光通信、超解像イメージング、光マニピュレーション（光ピン
セット）、量子光学など、多岐にわたる分野でその応用が期待されています。しかし、
これらの特殊な光場を生成するには、通常、複数の高価な光学素子（波長板、空間光変
調器など）を複雑に組み合わせる必要があり、システムの大型化とコスト増が課題でし
た。表面波駆動型メタサーフェスの登場は、この課題を根本的に解決し、光デバイスの
小型化と集積化を可能にします。これは、スマートフォンのカメラから、光ファイバー
通信、データセンター内の光インターコネクト、さらには将来の量子通信システムに至
るまで、幅広い技術革新に繋がる可能性を秘めています。



今後の展望

この表面波駆動型メタサーフェス技術は、集積型フォトニクス分野において極めて有望
です。チップスケールでカスタムベクトル光場を生成できる能力は、光回路の多機能化
と小型化を促進し、光コンピューティングやオンチップ量子フォトニクスなどの実現を
加速させるでしょう。将来的には、外部からの電気的または熱的制御によって、生成さ
れるベクトル光場の特性を動的に変更できるような、適応型システムへの発展も期待さ
れます。これにより、フレキシブルディスプレイ、ウェアラブルセンサー、さらには超
高精細な3Dホログラフィックディスプレイなど、これまで想像しえなかった新しいアプ
リケーションが生まれる可能性があります。この研究は、光の性質を自在に操る究極の
材料設計に向けた重要な一歩です。

元記事: https://bioengineer.org/surface-wave-driven-metasurfaces-generate-custom-vector-light-fields/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://bioengineer.org/surface-wave-driven-metasurfaces-generate-custom-vector-light-fields/


#63 MIT物理学者、三テルル化エルビウムで2つの電荷密
度波が共存する電子相を観察：量子デバイス設計に新知見

概要

MITの物理学者らは、量子材料である三テルル化エルビウム（ErTe3）において、2つの
異なる電荷密度波が共存する新たな電子相の形成と再編成をリアルタイムで観察しま
した。この研究は、超伝導や磁性などの複雑な電子相が量子材料でどのように出現

し、相互作用するかを理解する上で極めて重要です。この発見は、高性能量子デバイ
ス、特に室温超伝導体や新しいタイプの磁気記憶素子の設計に役立つ可能性を秘めて
います。これは、基礎物理学と量子材料科学における重要なブレークスルーです。

公開日 2026年08月07日  MIT News  アメリカ



詳細

主要成果

マサチューセッツ工科大学（MIT）の物理学者チームは、量子材料である三テルル化エ
ルビウム（ErTe3）の結晶内で、2つの異なる電荷密度波（CDW）が共存し、相互に作用
しながら形成され、再編成される複雑な電子相をリアルタイムで観察することに成功し
ました。この画期的な発見は、超伝導や磁性といった量子材料における多体電子相の出
現メカニズムに関する理解を深め、将来の高性能量子デバイス設計に新たな指針を提供
します。

技術・臨床詳細

電荷密度波（CDW）とは、電子の空間的な電荷分布が周期的に変調された状態であり、
同時に結晶格子も変形する現象です。ErTe3は、比較的単純な構造を持ちながら複数の
CDWを示すことで知られる「トポロジカル材料」の一種です。MITの研究チームは、超
高分解能走査型トンネル顕微鏡（STM）と角度分解光電子分光法（ARPES）を組み合わ
せることで、ErTe3の表面における電子の振る舞いを原子スケールで直接観察しまし
た。これにより、温度や外部刺激の変化に応じて、2つのCDWがどのように独立して形
成され、あるいは相互作用しながら共存状態を維持し、さらに再編成されるかを動的に
捉えることが可能になりました。特に、両CDWが異なる方向性を持ち、互いに「競争」
あるいは「協調」しながら材料全体の電子構造を決定している様子が明らかになりまし
た。この詳細な観察は、量子材料の電子構造と相転移メカニズムに関する長年の理論的
課題に実験的な証拠を提供するものです。

背景・業界文脈

量子材料は、超伝導、巨大磁気抵抗、トポロジカル特性など、従来の材料にはない特異
な物理現象を示し、次世代技術（量子コンピューティング、エネルギー効率の高いデバ
イスなど）の基盤として期待されています。これらの材料の性能は、電子間の複雑な相
互作用によって生じる多種多様な電子相によって決定されます。しかし、異なる電子相
がどのように共存し、相互作用するのかという問題は、量子材料科学における最も深い
未解明な課題の一つでした。特にCDWは、超伝導や磁性と密接に関連することが知られ
ており、その挙動を理解することは、室温超伝導などのより高度な量子現象の解明に繋
がると考えられています。MITのこの研究は、このような複雑な量子現象を直接「視覚
化」することを可能にし、材料設計における理論と実験のギャップを埋めるものです。



今後の展望

ErTe3における2つのCDWの共存と動的挙動の解明は、量子材料科学における画期的な進
歩であり、将来の高性能量子デバイスの設計に直接的な影響を与えるでしょう。この知
見を応用することで、研究者やエンジニアは、複数の電子相を意図的に制御し、例え
ば、室温で動作する超伝導体、より効率的なスピントロニクスデバイス、あるいは新し
いタイプの磁気記憶素子などを設計できる可能性があります。また、この研究は、外部
刺激（例：光、電場、ひずみ）によって量子材料の電子相を動的に切り替える「相転移
エンジニアリング」の実現に向けた基礎を提供します。これにより、量子技術の実用化
が加速され、情報処理、エネルギー変換、センサー技術など、様々な分野に革命的な変
化をもたらすことが期待されます。

元記事: https://news.mit.edu/2026/physicists-watch-materials-electrons-assemble-reassemble-

coexisting-phases-0807

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.mit.edu/2026/physicists-watch-materials-electrons-assemble-reassemble-coexisting-phases-0807
https://news.mit.edu/2026/physicists-watch-materials-electrons-assemble-reassemble-coexisting-phases-0807


#64 SLAC研究者、電子カメラで銅の極限温度下融解挙動
をリアルタイム観察：核融合耐性材料開発へ貢献

概要

SLAC国立加速器研究所の研究者らが、電子カメラを用いて極限温度下での銅原子の融
解挙動をリアルタイムで観察し、結晶格子がゆっくりと劣化する重要なパラメータを
発見しました。この画期的な発見は、AIを用いたシミュレーションと組み合わせるこ

とで、核融合エネルギー向けの新しい耐性材料の開発に大きく貢献する可能性を秘め
ています。これは、材料科学における基礎的な理解を深めるとともに、将来のクリー
ンエネルギー技術実現に向けた重要な一歩となります。高エネルギー物理学と材料工

学の融合成果です。

公開日 2026年08月14日  SLAC National Accelerator Laboratory  アメリカ



詳細

主要成果

SLAC国立加速器研究所の研究者チームは、電子カメラを用いて極限的な高温環境下に
おける銅原子の融解挙動をリアルタイムで観察することに成功しました。この研究によ
り、結晶格子が徐々に劣化し、液体状態へと移行する際に働く新たな重要なパラメータ
が特定されました。この画期的な知見は、人工知能（AI）を用いたシミュレーションと
組み合わせることで、核融合エネルギー炉で求められるような、これまで以上に過酷な
条件下に耐えうる新しい耐性材料の開発に大きく貢献する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

この研究では、SLACの最先端X線自由電子レーザー施設（LCLS）の機能を活用し、極め
て短いX線パルスと超高速電子カメラを組み合わせて、瞬間的な温度上昇とそれに続く
原子の動きをピコ秒スケールで捉えました。銅サンプルを強力なレーザーで加熱し、数
千度の温度にまで引き上げ、その後の融解プロセスを結晶構造の変化として直接観察し
ました。従来の融解理論では、固体の結晶格子が特定の融点に達すると比較的均一かつ
急速に崩壊すると考えられていましたが、今回のリアルタイム観察では、銅の結晶格子
が徐々に、かつ非一様なパターンで劣化していく様子が明らかになりました。特に、原
子の振動運動の振幅や、特定の結晶面における欠陥の生成・伝播が融解プロセスに深く
関与していることが示唆されました。この詳細な原子レベルの動態に関するデータは、
AIベースの材料シミュレーションモデルの精度を飛躍的に向上させ、より正確な融解挙
動の予測と、耐熱材料の設計最適化を可能にします。

背景・業界文脈

核融合エネルギーは、クリーンでほぼ無尽蔵のエネルギー源として期待されています
が、その実現には、超高温プラズマに直接晒される炉壁材料の耐久性という大きな課題
があります。これらの材料は、極端な熱負荷、高エネルギー粒子照射、水素同位体との
相互作用など、既存の材料科学では対応が困難な複合的なストレスに耐える必要があり
ます。銅は、その高い熱伝導性から核融合炉のヒートシンクやダイバータ部品の候補材
料として検討されていますが、その極限条件下での長期的な安定性についてはまだ多く
の課題があります。今回のSLACの研究は、このような過酷な環境に耐えうる新材料を
開発するための基礎的な理解を深めるものであり、核融合研究の進展に不可欠な貢献と
なります。



今後の展望

SLACのこの研究成果は、核融合エネルギー実現に向けた材料科学分野における重要な
マイルストーンです。リアルタイム原子レベル観察によって得られた銅の融解挙動に関
する詳細なデータは、AIと高性能計算を用いた材料シミュレーションの精度を劇的に向
上させます。これにより、研究者は、物理的な実験を行うことなく、多様な組成や構造
を持つ候補材料の特性を効率的に予測できるようになるでしょう。将来的には、このア
プローチが、核融合炉だけでなく、宇宙開発、超音速飛行体、先進的な製造プロセスな
ど、他の極限環境下で動作する高性能材料の開発にも応用されることが期待されます。
これは、材料科学の基礎研究が、世界のエネルギー問題や先端技術の実現に直結する大
きな可能性を秘めていることを示しています。

元記事: https://www6.slac.stanford.edu/news/2026-08-13-slac-researchers-uncover-coppers-surprising-

melting-behavior-extreme-temperatures

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www6.slac.stanford.edu/news/2026-08-13-slac-researchers-uncover-coppers-surprising-melting-behavior-extreme-temperatures
https://www6.slac.stanford.edu/news/2026-08-13-slac-researchers-uncover-coppers-surprising-melting-behavior-extreme-temperatures


#65 MITがNSF材料科学工学研究センターのリーダーに選
定、6年間で1800万ドルを獲得：医療、持続可能生産、半
導体、磁性材料を重点研究

概要

マサチューセッツ工科大学（MIT）が、米国国立科学財団（NSF）から新しい材料科学

工学研究センター（MRSEC）のリーダー機関に選ばれました。このセンターは、6年
間で1800万ドル（約27億円）の資金を受け、医療画像診断、持続可能な金属生産、次
世代半導体向け材料技術、および磁性材料試験用の新しいラボに焦点を当てた研究を

行います。この大型資金は、材料科学のフロンティアを開拓し、社会的課題解決に貢
献するMITのリーダーシップを強化するものです。米国の科学技術力向上に大きく寄
与することが期待されます。

公開日 2026年08月12日  MIT News  アメリカ



詳細

主要成果

マサチューセッツ工科大学（MIT）は、米国国立科学財団（NSF）から、新しい材料科
学工学研究センター（MRSEC）を主導する機関として正式に選定されました。このセン
ターは、今後6年間にわたり総額1800万ドル（約27億円）という多額の資金提供を受
け、医療画像診断、持続可能な金属生産、次世代半導体向けの先進材料技術、および磁
性材料試験用の革新的なラボの設立に焦点を当てた多角的な研究プロジェクトを展開し
ます。この選定は、MITが材料科学研究における世界的リーダーであることを再確認す
るものです。

技術・臨床詳細

この新しいMRSECは、多分野にわたる専門家を統合し、材料科学の基本的な理解と革新
的な応用開発の両方を目指します。具体的には、以下の主要な研究領域が設定されてい
ます。

医療画像診断: より高解像度で非侵襲的な画像診断を可能にする新しいプローブやコ
ントラスト剤、センサー材料の開発。早期疾患発見や治療効果モニタリングの精度向
上に貢献。

持続可能な金属生産: 資源効率の高い、環境負荷の低い新しい金属精錬プロセスや合
金設計の研究。カーボンニュートラル社会に向けた産業変革を支援。

次世代半導体向け材料技術: AIチップや量子コンピューティングなど、今後の情報技
術を支えるための超低消費電力、高速、高密度な半導体デバイスを実現する新素材
（例：2D材料、トポロジカル材料）の探索と応用。

磁性材料試験用新ラボ: 先端磁性材料（例：スピントロニクス材料、希土類フリー磁
石）の特性を評価し、新しい磁気デバイスを開発するための最先端施設。

これらの研究は、計算科学、ナノテクノロジー、ロボティクス、AIなどの最先端ツール
を統合し、材料の設計から合成、特性評価までの全サイクルを加速させることを目指し
ます。



背景・業界文脈

NSFのMRSECプログラムは、米国における材料科学研究の卓越性を推進し、学際的なア
プローチを通じて科学的ブレークスルーと技術革新を生み出すことを目的としていま
す。MITがこの主要なセンターを率いることは、その実績と、複雑な科学的・工学的課
題に取り組む能力が評価された結果です。現代社会は、地球温暖化、医療の進歩、情報
技術の限界といった多くの課題に直面しており、これらを解決するには、材料科学の根
本的な進歩が不可欠です。このセンターの設立は、米国がこれらの分野で世界的リーダ
ーシップを維持するための戦略的な投資であり、学術界と産業界の連携を強化する重要
な機会となります。

今後の展望

MITが主導するこのMRSECは、今後6年間で、上記の各研究領域において画期的な発見
と技術革新を生み出すことが期待されています。特に、医療診断の精度向上、持続可能
な産業プロセスの開発、そして次世代情報技術の基盤となる材料の提供は、社会全体に
大きな影響を与えるでしょう。また、新しいラボの設立は、若手研究者の育成と、材料
科学分野における次世代リーダーの育成にも貢献します。このプログラムは、基礎研究
から応用研究、そして最終的な商業化へと繋がるイノベーションエコシステムを強化
し、米国の経済成長と国際競争力向上に長期的に寄与するでしょう。

元記事: https://news.mit.edu/2026/mit-to-lead-nsf-materials-research-center-0812
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